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1  9 5 4 年 6 月
社 団 法 人 日 本 建 築 協 会

大型互市北区中之島3-.3朝日ピノレ電北浜⑧1334・9

会員名簿 (1955年版〉 業界案内欄の広告掲載御依頼に ついて

本会ほと の度 、 戦 後 2 回 目 白 名 簿 を 今 秋11 月に発行すべく目下編集中 で あ b ます。 との

名 簿 は 建 築 界 に 活 躍 さ れ る 会 員 に づ い て の 現 況 を 紹 介 す る ば か bでなく 、 官 公 庁、学 校、

団体 一覧 C 外 、建 築 関 係 者 が 日 常 業 務 上 必要と する 「建 築 事 務 所J I建 設業 J I建 築 材料

・設 備 関係・ 各 種附帯 工 事 業J 等 の 営 業 案 内 棚 を 設 け て 、 一 居 実 用 に 供 す る た め、各 業界

に於ける著名業者に1曳れなく御掲載を御依頼致 し た い と 存 じ ま す。

就 ては 日常 座 右 に 備 え か ク 長 期 に 亘 ヲ 〈 利 川 皮 の 高 い 、 と の名簿案 内欄に何 卒 ( 下 記 概

要 参 照の 上〉 御 申込 み 下 さ る 様 御 願 い 申 上 げ ま す。

案 内 欄 掲 載 規 定

1. 原稿は別紙原稿用紙lζ 明瞭に記入の上 7 月20日迄に申込みの乙と 。

1. 記載字数は裏面組見本参照、の上換算字数程度、文字、数字に限る。マ ーグ 図案等は 用いない。

倫手数が枠内 tζ 収らないときは略記する乙ともある。 掲載l頃序1・よすべて50音順とする。

1. 提致料は 1 小間1 . 000円 ( 1 頁12/j 、間) 建築家務所のみ 1 1] 、間soc円 ( 1 頁14/j 、間〉とし前金払込

みの乙と 。同封の振替用紙御利用願います。

1. 掲載先には 1 /j、聞に 1 冊の割で無料呈上する。

… … 、 " " "
町"''̂ '匂'"'、，切.. 、，、̂N 、内向切内，、，、内ω、，、N 内，、，切除J

1 9 5  5 年 版 会 員 名 簿

A 5 版 約300頁 中質祇1. 大 さ 体 裁

1 . 頒 布 方 法

1. 頒 布 価予定

全会員並広告掲載先一昔1¥1乙限り無料配布

特価250円 ( 送料共〉

- 業者案内欄組見本裏面参照・

フアイパ { 装 楠

そ の 他 有 料



! 日 本 建 築 協 会 名 簿 案 内 欄 組 見 本 |

建 築 事 務 所 |

所 名 ! 所 長 ・ 所 在 地

関 東 建 築 事 務 所 ; 強 弁 衰 司 j 東京都中央区右翼町1- 5 関東ピル

近 畿 建 築 事 務 所 ! 吉 間 太 郎 ! 大阪市東区今橋5- 1 近青島ピル

綜式会社 :  ・東京事E千代国g 丸内28了仲12号館 6号

兵 庫 設 計 事 務 所 ; 社 長 兵 庫 一 造 ; 仙 台 文 駐 仙 台 市 岡 山 山

i 専務橋 上 - ; 大 限 出張所 ・大阪市東区高鳴語2- 9

ル6陪 日本建君事内

主」

j 本 庖 ・ 京 都 市 左 京 区 吉 田 本 町

京 建 築 株 式 会 社 i

i  出張所・神奈川. 岡山. 福島. 広島. 富山. 長野

:  ;本 庖 ・ 大 阪 市 東 区 京 機 会75 : 東

:  . 東京支庖 ・ 東 京 都 千 代 図 区 丸 ノ 内 1- 2 : 丸ノ 内

; 大 阪 支 庖 ・ 大 阪 市 東 区 京 橋 3- 75 :  :東

東 京 支 庖 ・ 東 京 都 千 代 田 区 丸 ノ 内 1- 2 :  丸ノ内

j 名古屋支庖 .ー名 古 屋 市 中 区 広 小 路 通 告 ー8 : 本局

! 橋間 支 底 ・樋 岡 市 大 名 町 105 ; 西

1  : 京都支庖 ・京 都 市 中 京 区 室 町 通 四 条 上 ; 本 局

日 本 建 築 工 業 株 式 会 社 i 仙 台 支 庖 ・ 仙 台 市 東 三 番 町 130 1 イIU台

I 横 浜 支 庖 ・ 横 浜 市 中 区 港 町 4- 16 1 長者町

札 幌 支 庖 ・ 札 幌 市 北 一 条 西 2- 9 : 札幌

広 島 支 庖 ・ 広 島 市 平 田 屋 町 7 1 西

岡 山 支 庖 ・ 岡 山 市 上 石 井 20唱 i 岡山

神 戸 出 援 所 ・ 神 戸 市 生 田 区 栄 町 通 2- 47 1 元町

高松出張所・高 松 市 旅 徳 町 45- 1 1  j高松

金 沢 出 援 所 ・ 金 沢 市 野 田 寺 町 5 - 16 1 金沢

建 設

名 業 所営称

吉田

電 話

京橋 5571 
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3小間

麟材料業・設備関係業・各種工事業!

名 称 : 営 業 種 目 : 営 業 所 ! 電 話

i セ メ γ ト 急 結 防 水 : . 本舷・京都市下京合問九傑池の内向 1' 下S . 5  5  1  5  

25M. 0 工 業 所 目 ちZlp九宅設鵠所 2211233LL7ゲ;廷寺;;; :

水 工 事 絡 工 請 負 i 名古屋市中ｬＸＧＺｾ松町 ＲＱＳ : 東 2  1  5  4  

白印アスフテルト・ 本 社・東京都千代田区

神田
Jレ ー フ イ シ グ 神田小川町 1- 5 1575 

白印アスフアルト・
小台工場・東京都足立区小

フ 三巴 ノレ ト
台町633

足立 2569 

白 印 砂 付

神 田. 東京都千代田区
神田 { 1549 ーノレ ー フ イ シ グ

白 山 建 材 株 式 会 社 ; 白 印 メ } マ ネ γ ト

営 業 所 神 田 小 川 町1- 6

135577 5  113小間

J レ { フ イ γ グ
小 台. 東京都足立区小

王子 2570・5757

白印ター・フェルト
営 業 所 台 町633

2681 

白 印 Jレ ー フ 大 阪. 大阪市西区京町

コ ー チ シ グ 出 張 所 堀 上 通 り 1- 3 1813 

板 製 造 本 社
京町場ピ J レ
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会 員 募 集 に つ い て

会勢委員会に於て は 講 演 会， 見学会等を催し，会員相互の親睦を計ると共 lζ ， その向上に平素努め

て居りますが，一面皆織と共に会勢の発展を期したい念願であります。叉新版会員名簿を発行するに

伴い会員の倍加運動に活ー手しております。就きましては此際会員各位に新入会者を 145以上( 新名簿

発行原稿メ切 7 月20日迄〕是非御紹介下さる様御協力御援助御願いいたします。

追 而 会 費 は 下 記 の 通 り で あ り ま す が ， 此 の 期 間 中 ( 7 月20日迄〉は特に入会金を免除いた してお

ります。叉，ハガキにてス会申込のかたは本号に挿入の郵税先手ムハガキを街l利用下さい。

個 人 会 費 年 額 1，200円( 分割払可〉

イ旦し本部，支部に属しない地方個人会授は 年 額 960円( 分割払可〉

准 会 員 年 額 720円( 分割払可〉

団 体 会 費 1 ロ年額 2，000円 ( "  ) 可成 2 口以上希援

申 込 所 日 本 建 築 協 会 大波市北区中之島朝日ピノレ電話北浜1334- 9 振替大荻39975番

天 神 橋 分 室 大阪市東区天神係諸 電話東861- 6

日 本 建 築 協 会 表 彰 の 件

5 月3 日銭法記念日に際し大阪府赤間知事より下記の通り表彰を受けた。

表 意2 状

社 団 法 人 日 本 建 築 協 会

建築行政に協力しその場鏑多大である。よってこれを表彰する。

昭和29年 5 月 3 日
大 坂 府 知 事 赤 間 文 一

29 年 度 役 員 当 選 に 関 す る 件

3 月29日評議員会において会長，副会長並ひ'1，こ理事の選挙を執行いたしました結果，下記の通り夫々当選されまし

た。( 大林副会長外理事半数は留任)

会 長 竹 腰 健 造 氏 副 会 長 伊 東 五 郎 氏

監 事 田 辺 信 氏 中 沢 誠 一 郎 氏

理 事 (5唱 rJI良〕

浅 沼 猪 z 吉 氏 尾 崎 久 助 氏 栗 原 信 虎 氏 鴻 池 藤 一 氏

佐 i悠 太 氏 須 賀 盛 治 郎 氏 東 畑 謙 三 氏 松 村 総 吉 氏

浦辺ＱＱｴｾ太郎氏 小 早 川 美 武 氏 佐 村 木 突 氏 竹 内 成 夫 氏

波 江 貞 夫 氏 ( 以上)

理 事 会 務 分 掌 の 件

理事の会務分掌につき下記の通り夫k 互選されました。

主 言E 尾 崎 久 助 氏 中 野 順 次 郎 氏 竹 内 成 夫 氏 竹 中 敏 一 氏

鴻 池 藤 一 氏 銭 高 輝 之 氏 浅 沼 猪 之 吉 氏 佐 直暴 太 氏

尾白1 ｲｾｦ 四郎氏 上 西 圭 治 氏 青 木 友 一 氏 山 内 嘉 兵 衛 氏

ヨ三 計 東 畑 謙 三 氏 岩 崎 甚 大 郎 氏 松 村 雄 吉 氏 藤 木 E 一 氏

浅 海 治 平 氏 伴

*  

雄 氏 佐 村 木 笑 氏

編 集 越 田 正 勝 氏 泉 弁 氏 浦 辺 鋲 太 郎 氏 波 江 貞 。夫 氏

小 栗 賛 否 氏 栗 原 信 虎 氏 須 賀 盛 治 郎 氏 小 早 川 美 武 氏
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ワルター・グロピウス博士講演会

国際文化会館の知的交流事業と しての招き に応 じられて 5 月下句既に来月され各方面で講演会が開催されており

ます。そこで六阪においては，学会支部，協会，士会，朝日新聞社，国際文化会館の五団体共催の下に講演会を下認

のiffi り開曜いた します。

日 時 6 月22 A  ( 火〉午後 5 時間場，開会 5 時 半 終 了 午 後 8 時

D .  

=  
場

開 会 挨 拶

紹 介 講 演

講 演

; 演 題

閉 会 挨 拶

会 費

大攻ガスピノレ; ; ; I l / 寅場

国際交化会 館 理 事 ポ ーノレス

大阪市大教授f ，宮 沢 真 弓

ワノレタ ー・ グロピウス博士

「社会生活と現代建築J ( スライド使用j

学 会 近 畿 支 部 長 棚 矯 諒

〈入 場 無 料〕

大阪第二船場電話局見学会

大;波のビ ジネスセ γ ター さ界筋の一角にその偉容を誇る標記電話局の見学会を株式会社大林組殿の御斡旋により下記

の通 り催します。奮って御申込み下さい。

1 . 日 時 6 月 2 6 日 ( 土〉 午 後 1 時 ( 時 間 厳 守〕 晴 雨 不 論

1 . 集 会 場 所 大 阪 第 二 船 場 電 話 局 正 面 玄 関 附 近

1 . 会 費

1 . 申 込 締 切

1 . 建 物 概 記

(市内東区博労町 2 - 50，但市沼南久宝寺停留所，堺筋西側〉

￥ 30. 00 

6 月24 I:i迄，但予定人員に透した時は先着締切ります。

設計監理 日 本 電 信 電 話 公 社 建 築 部

施 工 株 式 会 社 大 林 組

起 工 昭 和 27 年 3 月 竣 工 昭 和 28 年 9 月 開 局 昭 和 29 年 4 月

規 模 地下 1 階，池上 6 階，外に屋階 2 ヶ所，鉄骨鉄筋コ γ グリート造，東南面，西国 1陪 分 2

丁掛タイノレ張，その他リシ γ 仕上，南面窓上硝子プロ y グ貼り

地 階 1 階 632. 70坪( 局内マ γ ホ{ノレ， 受電，i r w_ 調装置室〉

1 階 613j浮 (試験室，包力室，電池室) 2 階 442坪( 機械室) 3 階 442坪( 機械室〕

4 階 442j}J1 (機械室) 5 階 442坪( 機械室) 6 階 442坪( 事務室) 屋 階 22. 30坪，

総延坪 3，478坪

特 徴 この大阪第二船場沼話局は，加入者が密集し，電話需要が急憎する地域で局舎に数局分

(数万回線) の加入者収容設備を設け，電力装置や本配線盤等を共通に使用する方式( マ

ル チ ュ ニ y ト方式〕を採り，東洋一を誇る規模と高性能の全自動制御式湿湿度調整装置が

設備され，年中室内は恒温，湿度に保たれている。

日本建築協会会勢委員長 藤 木 正

建設資料便覧頒布

予て発売中の上記 1954年版便覧は本会 35 年記念事業特別出版のものであるが建設業者のカタロ グをかねた

便利な参考図書として六万の好評を博している，街若干の残本あり此際売切れぬ内建築関係J 者の座右にされ

んことを望んでいる。 ￥印Q. 一送料実費



必』

;z:s: 

企と

E ヨ

会 員 名 簿 発 行 予 告

名簿の調整発行は多数会員を容する団体としては容易ならぬ網喋とされていますが，本会としては斯界の発展と

共に会員各位の活躍移動も多々あり ，加うるに新会員の数も漸次僧加していますので，今般1955年版新名簿を本年度

内に発行する事とし， 。諸々と進捗いたしており，ます。此皮は一般の要望に応えて会員名簿の正確詳記を期するは勿論

建設業に関連する各国に亘る案内側をも多数に取入れ各位の用途に便ずる事と致しました。

調整内容は概ね下記の要項で発行は今年11月末日を期しております。

筒，お各会とも名簿は殆んど有;斜配布ですが，本会は万難を排 して全会員に無料厨布する計画であります。

就いては本 号 挿 入 会 員 調 査 票 の 私 製 ハ 方.キ ( 郵 料 受 取 人 払) Iこ所定事項御記入の上， 折 返 し 御 送 附 下

さい。倫，比際新会員獲得に御援助下さいまして本会会勢発展に御協力下さる様切望します。

錆，業者案内側の申込にも絡別の御協力と御支援を御願い致します。

1955年 (昭和3 0年版日本建築協会会員名簿発行計画

大きさ体裁等 A 5 版，但し 6 号叉は 9 ポ，版横組，用紙更上紙，約260貞。

発行部数 4000部く5000部予定。

編 集 内 容 目次，凡例，定款，名誉顧問，役員，部会委員会，事窃局，本文( 正会員，団体会長，

准会員〉氏名，出身校，勤務先，職名，住所) 官公庁，学校，団体，建築事務所; 各業

者案内，特別広告。

領 布 方 法 全会員，広告主に一部限り無料配布。

発 行 期 日 昭和 釦 年 11 月末日の予定。

建築事務所、業者案内概要と掲載料金並一般広告料金

1. 建築事務所案内 1頁 14 欄 ( 組見本参照) 1欄 800同

2. 業者案内，綜合，電気，管工，建材其他の案内 1頁 12欄 ( 組見本参照) 1欄 1∞0悶

案内欄原稿は文字のみとし，マ - ! 1 外写真凸版はお断り申上げます。ー商社 1欄を原則とするも支庖，

出張所，取扱品等苦手記を御希望の向は 3欄まで申込受け ます。

3. 特 別 広 告 ( 建築材料の莱) 1頁全段 15. 0∞同

1 頁広告は編集の都合上頁に制限がありまずから多数の場合は先約順決定と致します。

4. 申 込 締 切 昭和 29 年 7 月末日

5. 建築事務所，主義者案内及広告料金 申込と同時に払込を願います。

6 建築事務所，業者案内組見本

〔建築事務所案内〕

庖 名 | 所 在 地 | 電 話

東洋建築事務所 1; 5 禦 222tr

〔業者，綜合，包気管工，建材業他業者案内〕

北 浜 {;;12

r.5 名 | 営 業 科 目 | 所 在 地 1 m
竺

l

E

スレート，瓦，防 1; 本 活 大 阪 市 東 区 | 北 浜 3151- 2

朝日建材株式会社 | 安芸品存暖| 姑 {新手間町東| 元町 123- 1

申 込 先 日 本 建 築 協 会 大 阪 市 北 区 中 之 島 朝 日 ピ ル

電 話 北 浜 1334- 9 振 替 大 阪 39975番

向 上 天 神 橋 分 室 名 簿 発待 係 行 大 阪 市 東 区 天 神 橋 詰 電 話 東 865番

社 団 法 人 日 本 建 築 協 会



昭 和2 8年度建材優良証明発行一覧表

(・ 印は証明発行間 交印は「鶴と社会」掲載紹 ・号 、

街本証明書の有効期1
I良は発行日より 1 ヶ年である。

品 名 キ ル コ ー ト ( 殺 虫 塗 料 〉 製 造 住 名 朝 日 産 業 株 式 会 社

大 阪 市 東 区 北 久 太 郎 町 2ー17 電 話 泌 場 (25) 3  9  9  8  ・28 ・7 ・7 .. 日4 ・7

品 名 東 洋 波 形 ス レ ー ト 製 造 社 名 東 洋 ス レ ー ト 株 式 会 社

大 阪 市 城 東 区 放 出 町 620 電 話 城 東 (33) 2  0  7  2 ・28 ・7 ・7 * 34 ・7

品 名 門 田 緩 止 式 ボ ー ル ト ナ ッ ト 製 造 社 名 株 式 会 社 門 田 製 作 所

大 阪 市 住 吉 区 御 崎 町 1- 173 電 話 住 吉 (67) 4  6  2  2 ・28 ・7 ・7 女 34 ・7

品 名 ホ モ ゲ ン ホ ル ツ ( 人 造 木 材〉 製 造 社 名 日 興 産 業 株 式 会 社

東 京 都 中 央 区 晴 海 町2 - 1 電 話 深 川 (74) 1668- 9 ・28 ・8 ・13 * 34 ・10- 11

品 名 タ ク ミ 瓦 ( 防 風 構 造) 製 造 住 名 立 工 産 業 株 式 会 社

大阪市北区中之島2- 61(近燦ピノレ〉電話北浜 (25) 1  7  4  0  ・28 ・11 ・13 * 34 ・12

品 名 金 属 タ イ ル 板 製 造 社 名 株 式 会 社 佐 渡 島 英 協 商 庖

大 阪 市 南 区 末 吉 僑 遥 4 電 話 船 場 (25) 0855- 9 ・28 ・11 ・s 女35 ・2

品 名 ニ ユ ー ス タ ン ダ ー ド メ タ ル 製 造 社 名 大 島 応 万一j化 学 工.業 株式会事

大 阪 市 城 東 区 野 江 東 之 町 4 電 話 城 東 ( 33) 4  4  8  1 ・28 ・12 ・10 カ35 ・3

品 名 浅 野 網 代 板 製 造 社 名 浅 野 ス レート 株 式 会 社

支 庖 大 阪 市 北 区 芝 田 町35 m話' 徳島 ( 45) 4674 - 6 ・22 ・12 ・10 * 35 ・4

品 名 浅 野 大 波 板 製 造 社 名 浅 野 ス v - ト 株 式 会 社

支 庖 大 阪 市 北 区 芝 田 町35 電 話 福 島 (46) 4674- 6 ・28 ・12 ・10 交35 ・4

品 名 浅 野 小 波 板 製 造 社 名 浅 野 ス レート 株 式 会 社

支 応 大 阪 市 北 区 芝 田 町35 電 話 福 島 (45) 4674- 6 ・28 ・12 ・10 会35 ・4

品 名 日 本 ス タ ツ コ (壁 材) 製 造 社 名 日 本 ス タツコ 株 式 会 社

滋 賀 県 甲 賀 都 石 部 町 2 4 7 6 電 話 石 部 6 5  ・29 ・2 ・26 カ35 ・5

既往優良証明発行したも のの内再審査受理 し、有効期間延長を認め再発行したもの下記の通り。

品 名 タ イ ネ ン 2  号 ( 防 火 塗 料〉 製 造 社 名 関 西 ペ イ ン ト株 式 会 社

大 阪 市 東 区 伏 見 町 5- 2 7 電 話 北 浜 (23) 8801- 6 ・28 ・7 ・7 * 34 ・8

ロロロ 名 ナ 一 ワ S  瓦 製 造 社 名 ナ ニ ワ 克 株 式 会 社

一

大 阪 市 浪 速 区 元 町 1ー742 電話 我 (64) 5  0  6  5  • 28 ・7 ・7 * 34 ・8

ロロロ 名 三 星 印 石 綿 ル ー フ イ ン グ 製 造 社 名 田 島 応 用 化 工 株 式 会社

出張所大阪市西区京町堀上通1- 1 4 電話土佐堀 (44) 0809- 10  ・28 ・7 ・7 * 34 ・8

品 名 三 星 印 ア ス フ ア ル ト タ イ ル 製 造 社 名 田 島 応 用 化 工 株 式会 社

出 張 所 大 阪市西区京町堀上遥1- 1 4 電話土佐堀 (44) 0809- 10 ・28 ・7 ・7 * 34 ・8

ロロロ 名 サ ン ウ オ ー ル ( 結 明 化 粧 板〉 製 造 社 名 サ ン エ ナメノレ工業株式会社

大 阪 市 北 区宗是町( 大ビ、ノレ〕 電話土佐郷 (44) 1  1  1  5  

建 設 資 材 の 審 査 に つ い て

本会内に建材審査委員会を設け建設に関係ある新旧資材審査を行っている。

之は建材の品質につき英良否を審査し需用者側の安心感を得ると 共に斯界の向上発達を期せんとするもので

ある。審査の結果優良 と認めるものには会誌で報告する外設計加工面の主たる関係先に紹介している。

建材業者の受審申越を熱望すると共に会員各位並に大方の御支援により本委員会を利用される様御協力をお

願申上げ る。



青年建築家特集号に寄せて 編 集 委 員 長 (28年度〕 中 キす 告問

青年は夢を持ち ，若さを持ち，希望を持ち，市民性を持っている。 しかし社会は青年のこの夢を突現さ せ

若さを受入れ，希望をかなえ，; f t 定真性を育ててくれるであろうか。とくに建築界においてどうであろうか。多く

の若き建築家は虹のような夢を持つけれど，現実は無残にも これを踏みにじる。若き建築家はよ いデザイシ

を，すばらしい着想を，奇抜なセシスを抱くけれど、既成建築家であり，先輩であり，指導者であるかれら

の麗主はこれを一片の空想と片づけてしまう 。建築界のよりよき発展のためのあらゆる希望も打ちくぢかれ

かれらの京臨性は次第に濁りゆき，遂に生活に追われ，金儲けに汲々とするイトの社会人建築家となって し

まうおそれが多いのである。

青年は未完成であり ，発展中途のものである。しかしそのアイディアやイ γ スピレイショ γ や創造は必ず

しも未熟として退けるべきではない。時には素晴 らしい要素ゃを芽を含んでいる。一般既成建築家はこれら

青年のすばらしい主要素や壱芽をつみとることなくかえって育てはぐくまねばならぬ。そうしてこそ建築界に

青春の気をみなぎらせ，生気を与える ものである 。

一方建築家の職場をみるとき，この社会にみなきr る封建制は若人の発育をさまたげている。たとえ青年建

築家がよきデザイシをものしたとしても，その骨子は使用主の作品と して発表され，いつまでも下積みの ま

ま題れてしまう 。

「建築と社会」は本特集号により，若い建築家を下積みでなく. ぢかに社会に押出そうとするものである

本号に紹介された青年建築家は優秀な技術や感覚を持っているのであって，未完成といわれる青年の作品

につき御注目あらんことを祈る。 またこのように青年建築家を准薦れさた既成建築家は青年に対 して遜解と

同情をもっ尊敬すべき人々で、ある。

本特集号が建築界に幾分でも生気を与え得れば，幸いこれに過ぎるものはないと 思うものである の

青 年 建 築 家 へ の 挨 拶 29年度編集委員長 浦 辺 鎮 太 郎

皆様はそれぞれのグルー 7' から第一回に青年建築家として選ばれた人でありまして，その優れた素質なら

びに制作に対 して深〈敬意を表 します。同時に皆様の周囲の凡ての青年建築家に も協会から御挨拶致 したい

と恩います。

先日: 車中で坪井教授に東京には老大家が少くなった事、大援には老大家が健在であることの現象に就いて

言寄りました。関西ではそれだけ青年建築家がいわゆる「下広み」になることもありませう 。 しかしながら建築

家としては「下積み」に押さえつけられるのも苦しく「上積み」でさらされるのも苦しい次第だと思います。

老大家と いえども青年建築家と しての下積み時代がらった事は確実でありますし，また皆様もいつか老大家

と呼ばれる日が無いとは誰しも断言で‘ きません。協会は今迄三十五年の聞にこのような事実を見て参ったの

であります。

私も中年に達した心境として若い世代と古い世代とが交流すれば建築の歴史的発展と建築家の人間的成長

とが可能となるのではないかと 思う ようになりました。私どもはその交流の橋となりたい事を顔うのであり

ます。そして賑やかに語ったり，しんみりと反省させられたりする同業の H u man R el at i on ( 人間関係〉

の聞にこの機関誌の使命を も遂行したいと考えております。旭丘中学事件ははなはだ例のすくないものの一

つでありましょうが，あのようなヒステリ ::; !I な対立は共に人間性を傷つけるものだと考えます。

私はまた本特集号を企劃j し実現された前編集委員長ならびに委員諸兄に最大の敬意 と訟辞を呈します。 こ

の機会に青年建築家同土の交流がおこなわれます事を期待致しますと 共に，また世代を超えた流れも一層J盛

大となるように努力致したいと存じます。

協会はたとへて見ますれば，一つのスキ燐鍋のような存在だと思います。我々は牛肉と野菜とを一つの鍋

で煮るという独特の粉理法に創意を感じます。それはこつの異質の材料の聞に交流がおこなはれるからだと

思います。そのような交流を起させてうまい味にするためには火加減が大切で火力がなくなればスキ燐 もま

た終りというもので・寸。

青年建築家の皆様の御発展を心より御祈り致しますと共に，また協会のために今後共御協力戴けます事を

お願い申上け't.::. <存じます。 ( 1954年 5 月〉



1. 階 上 大 広 間 舞 台

棋は片側に引込む，背後の扉s I . . は臨時に l似十i けたもの

情 園 「富

富 家 宏 泰

略 歴

昭和19年京都犬学工学音T濯築学科卒業後，大学院配学

び，棚僑諒先生、森田慶一先生，西山卯三先生か ら設

計，構造，施工法等の主と して建築の突施l話について

倒l指滋をうけ，昭和27年まで京大講師を鍛jめました。

27年10月，独立して京都に設計事務所を創立，現在に

歪り ました丹 六学在職中か ら，二科会ユ芸部会員初瀬

川松太郎氏について，和家具，数寄屋，茶屋等の勉強

を しています内

すいせんのことば

和風建築の造可I I ' C 新境地を開きつつある努力をみとめ

る。 ( 建築論懇談会 ・ボ者自〉

1111111
川

111111111川 川 11II II HI 川 111111111111111111111111川』川 111111川

す い せ ん 者 : 京 都 建 築 論 懇 談 会富 家 宏 泰 の 作 品
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2. ｾ皆上大広間

天 井 赤 杉 合 板

美代」

5 . 浴室

天井湯気

抜 き ， 強

制換気

l 山山間|

感 想

旅 館 大 文 字 家 も，砥闘のー富美代」 も共に京都の

古い家柄の底で， 倍長の部分はいづれも ，京都風のす

ぐれた建物で，程々し く改造設計を引受けられない程

立派なものでしたの降伏の要求に迫られて而家とも庖

の使い勝手が変り ，一部をi椅改築す ることになったの

ですが，新築の場合 より 一入設計に苦労しま した。現

在来消化なままのモダ γ 数寄屋がー料亭，旅館等に多

数見うけられますが，これらの京都の古い家は，もっ

と厳しい，美くしい伝統の調和を部屋々々に止めて居

り，それ等とマ ッチ し乍ら新らしい用途に適したデザ

イ γ を考 えなければならないので，設計の主眼 を 酪長

の真壁構造の往と壁と内法との厳しい調和に置いて考

えました。

幸い京都には接税宮をはじめ，す ぐれた木造建築が

数多く残って居り， TI直線 と商とが構成する美 くしさに

は，しばしば驚嘆さ せられます。有名な何- " ，稀と言う

茶室の中によりも，む しろ，名もない民家の様なも の

に，そんな到来i を発凡することがよくあります。私は

まだまだま つ寸n こ， いわゆるモダ γ 数寄屋に飛び込

んで行けない古 さを持って 居るのでしょうかの



3. 階 下 ヰ 客 室 八 帖

左手小隊イーは冷暖房吹出口 ，冬は

いろりを切る。

祇 圏 「富 美

7. ｾ皆上 広Ａ日 ｬ

附属イ駒沢

赤杉両面プ

ラ y シ ュ 111]

fニ;匂j

6.  階上大広間 書院地袋吹出口， 天井

グノレリ吸込口，天井棟木赤杉合板

4. 階 下 待 合 室

代」

語 圏 「富 美 代」

砥園ーこを誇 るお茶屋の奥二階広間jの地改築。木造建 腐 の電圧を落して，舞踊の舞台効果をねらったが之は

築物で Ｇ ＵＰＰｭｾ を越えるため， i度り廊下笥ゆを鉄筋コ Y ある程度成功した。

グリ ー ト造とし，此処に階段室，使所，浴室等を設け 柱材栂 ，内法，長押，赤松使用，天井赤松 フラッシユ

た。女将の黙望により階下広聞は在来のま ま保存させ 天井灯は自殺普通電球を使用した。

たため， 二階拡張は大変な困難をともなった。 両者とも ，いわゆる数寄屋建築に見られる坪当り十数

ダダト システム による冷暖房を全室に施 こ し 空気調 万円と言 われる建築設をさけ，用材の使用，工法に特

撃をはかったため， 開口 部外部にはめ殺しガ ラスを入 に留意し，合枚を適所に使用する等コス トの節約に努

れた部分が多い。天井灯面グリノレにスリ ァトを設け駁 めたが，藤井組，竹中工務庖の熱心な御協力により，

込口とし，窃院検等見え隠れケ所に吹出口を設けた。 英の 目的を達したことを附記して，紙上をかりて誠意

舞台廻り備ナ|、時ブラ y シユ使用，舞台点燈と同時に客 を表したし、。

川 111111111111111川 川11川 111111川 111111111111111川 1I 1111111t lll lltltll 川 11川 11111111川 11111111111111111111111川 l川
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旅館 「大文字家」

旅館の奥二階の一部改造工事，小

宴会用の広間，便所を，小割彊と

の間にはさんで，此の部分に防音

装置を設け， 71 < 洗便所の音ばかり

でなく ，宴会の騒音から，小部彊

の宿泊客を隔離した。外廻りの内

法寸法は天井高の関係から 5 尺に

おさえ，主 として夜品切吏用するた

め，壁画を多く して， 朝日 ，夕日

を適当に遮厳 した。天井，赤杉フ

ラッシ ュ， 柱，廻像北山丸太，内

法材，赤杉。

ヘ階上主客室次の間

文人床床脇に電話，小精子を

収納

←階 上 主 客 室

隅関口部内法五尺，天井 ・後

光灯照明

ざτ主 客 室

隅関 口部， 襖障子，ガ ラス障

子，三枚 ｾ

。IIIII II IIIIIIIIII III IUII IIIIIIIIIIIIIIIIIIII IIIIIIIII' I' :IIIII:111111111.，11111;1111111111 ↑ 1111111"11111111:111'111' 11111 11111111111111:1111111.11111' 1' 1・IHI r  11I H.II 11111.11 11，111' 1111111111“11111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111I 111111Ul llltlllllll l UIII IIIIIIIIIIUIIIIUIIIIIIIIUl l l l l fUCUIHI“““'“ “  
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坂田美郎賂Hl ' : 大i E13年岐阜市にて出生

す いせんの

こ と lま

公共建築のデ ィ

司グイナ ー として，

所与の条件の '1'

で，堅実且つｾ

慾的な制作を一

歩一歩きづきあ

げ て い る の

昭和13年京大建築科卒

現在岐阜県土木部建築課勤務

岐 阜 県 立 岐 阜 高 等 学 校

' 1111111111111111111111111111111 111111111111111111111111111II IIIII Il ItI I1Ul l l ll l1 lltI IIIIIII Il IIIIUUIIIIUl l tl tJ IIIIUII!1111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111
1
11 

す い せ ん 者 : 京 大 建 築 研 究 会 坂 田 美 郎 の 作 品
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今 西 茂 雄

略 歴

昭和 7 年都島工業建築科卒

上野イ静六郎事務所

あめりか屋

昭和26年収務所開設

建 築 関 眼

- 開 眼 ・

私ＨＱ［建築 ｾ［ ｉ 民への こ つの 言 葉それは，よ釘ｻ戸 二 郎氏の 建築

の機能を充分発航する言十剖のもとに飾り 気 なく澄み切った気

持でその71予をとり扱へ」 と叉，谷口 吉郎氏の 』斯る試みにおI

して徒らな学究的遊戯として一事実に附する犠卒な徒輩がある

としたら彼等こそ無為を最善とする俗物的哲学を本- 信する安

逸者なり J と，以上の言葉は私の設計生活の支柱として fl を

はげまし勇 気付けてくれる。

・鮫 計 ・

設言| 業務の第一歩をふみ出した私の仕司Iは設計そのものより

設計と L 、う仕事の内容を理僻さす仕事といった方が適切かも

知れない。 よい設計の出来たときはその図面を手倣すのが惜

しく，その時の決った報N l l を受取っても当然と思ったり，も

っともらってもよかったと考える。その反I創うまく出来なか

った時はいくらでもよいおまかせ致し ます といった気持にな

って しま う。

- 監 督 ・

元来人を監督する柄ではなし自分の闘いた凶 l面を工人に説明

をし指導するだけである。監督を必裂とする現場は御免であ

る。住宅等小工事に於てその土地の工人を使用せねばならぬ

時は突に弱ってしまう 。1 教えて， 1. 出来ない，叉やり直す

こういう自に会って始めて永年つき合った施工者 の有様味が

つくづくわかつてくるものである。

尼 崎 文 化 会 館 計 画 案

K 邸 ，/ リノレ メ タ リ コ

γ ぺ y キ {l: 上げ

尼 崎 女 化 会 館 設 計 に つ い て : 設計条件のやに市庁舎の予定地を空けておくことと 司建築予算8∞0万で18∞名

収容の二条件は一応設計者をなやますもので・あった。後者は到底不可能な数字であり今後幾度かの協議を主主ねるこ

とである が，収容数を可及的に減ら し筒且つ建築の型態をシ γ フ・ノレなものにして行きたいと患っているの

市庁舎の想定は予め決めておきたいのであるが当局は一応無視して設計せよとのことでこれは設計者にとっては非

常にス y キりしない事で増築の決っている住宅をみすみすそのまま施工してしまう様でまことに心残りのことであ

る。今後 3 カ月の問に実施設計を完成するのであるが共同設計の一つのテストケ ースとして N A U大阪支部の会負

が協働する事となっている。大方 の街l叱E をお願い致します。

筒この計画案は若きデザイナー目星野幸郎君の力に依ったものである。

追記 : その後，予算の関係で突施案の形態は相当かわる見込である。

"“ 1111“1111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111“"“"“ 1IIIIIUl l l l llllllllllllll l1111111111“111111111111111111111川IIIIIHI “ t“11“l“"“ 1111111川11川111“111111111川』“1111“t“11111川111111111111111111111111111“11川1111“』川11川1111111111“』“』川1111“1111111111111“111111111111“11111111111111111;1111111111111111111111111111111111111111/1111111“1“
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千草グリ ル入口

付 及 び 鴨 居 プ テ 丸 太 裕 子 ・白 竹

噌 ・色モノレタノレカキオトシ

実 験 住 宅 1 号

八帖座敷， 組;頂i l ;主， 床 柱 ミガキ

天 ) 1 ・テクグス ， 壁のりこ上.

"  

: 待合校 ・杉ミガ「キ及びサノレスペリ

天井ガマ

.. ｟Ｎｾ＠ ・ー・

‘ "←巴F

A  

. r  

実 験 住 宅 10 号

ポ ーチ及びベラ γ ダ 野 地 檎縁 甲板 ス テイ γ ぬり

タノレキ ・ ペ ｙ キ ぬ り ・ ｾ ・ 白セメシトカキオ ト シ

11111111111111111:1111111111111111111111111111111111111111111111111111旬1111111111111川111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111，1111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111

今 西 茂 雄 の 作 品

7  



白 浜 温 泉 4 古 賀 の 井 宇旅 館

ザン タ

三 国 一 男

Niy  

現 在 : 三 創建築設計 事務所経営

略 歴 : 大正 3 年 9 月大阪に生れ幼年は 111

命育ちで学生生活は事l' 戸で送る。昭和10年神

戸商工建築科卒業。百ま塩建築事務所に Ｘｾ 余

勤務後自営。戦災応召にて中断しばらく 富島

組勤務再び自営努日に至るの

ずいせんの乙 とば

(主なる作品等〉

・小論文T和風建築と邦楽JI ( 新住宅誌26年10月号〉

面白い点を突こうと しかけているのだが少 し不足気味。

読者層を意識 したりしたものか?

・日海ビルデング ( 27年，約 280 呼，鉄筋コンダリ ー ト

3 階建， 神戸市栄町通リ 5 丁目 〉小ビーノレでーレ γ タブノレ比

率83%は経済性が高 い。 前面のピロテイは自然だが柱が

もう 少 し太 い方が良 くはなかったか ?

- 兵庫県多紀郡北河内小学校校舎及講堂 ( 21l 年 ，延 470

Ｉ［ｩｦＡ Ｎ［［ｦ造 三 階尽塁手ｕ￬ Ｎ ｾ号 Ｚｾ［ｦ する 華 ｉｲ ｌ ｉＮ 、 Ｑ 理［Ｑ＿ Ｙ Ｔ 間 ｸ 5 聞の教

室中央桁行方右に鉄骨梁をかける張関方右は 2 聞の単梁

を 1 開聞にかける。普通木造床組 と較べて一教室当り約

4 万円前後工裁が節滅出来る。方;jjtが全然室内 に露出せ

ず建方は不自主i盆隆滅される。木造大梁の入手困難にな る

傾向の時此の床組方法は注闘すべき提案と思われる。イ也

に桁行方向¢階段及びパノレコ /"1写経済性に立脚したデザ

イ γ 傾向であるの

・京部アリ ーナ・ スケート場 ( 28年秋， ｪｾｴ 者 ｩｩｬ 市 岡崎公 園

勧業館屋 上え増築2え改築延1300J，f-余J 技術的な制約が余

りにも 多いη 改築の取込みの扱い生存に主要領の良い点、があ

る0

・新日本カレ ンゲ- K K社 屋 ( 28年，約 100 Tf'， 大阪市

東 区) 写真参照っ

・白浜温泉 。古賀の 弁 。旅館一玄関様増築 ( 29年新住宅

誌 4 月号発表) 近代E感覚の和風ス タイノレに対 してそ の詩

想 を茶風なものにのみよらず町家}! l¥1_な ものに求めて意 匠

的な巾を広げ様と努力している国があるようだ。叉建築

造形のコムマ { シヤノレな風俗論的な見方からチ エ: ; ; tl し

て出発しようとしている様でもある。現在設計にかかっ

ている鉄筋コ γ タリ ー ト造客室憎築案( 今年末竣」ー予定)

が彼としては踊場の上の作品 となることだろう 。

・城崎， 日和山公園金波楼増築 (29年， 鉄筋及木造延26

0坪余〉 館主の意向が強く て抗しきれず妥協点の多い作

品となった様だ。

1111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111II IIIIIIIIII IIl IIIl II IIIIIIIIUIIIIIII IIIIl UIII IIIIIIJI !IUIIII111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111"11 
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京都アリーナスケート場

- 神戸 トルコ温泉の喫茶庖 ( 29年，木造延 180 .bf- ，神戸

Ｑｐ ｾ｛ｩ Ｑ 正〉 材料撲定 及色彩等 施 主側で勝手 にしたらし く

壁画未完で，こ う云った気の弱さは彼の為に好 ましくな

い窃と思う 。勿論それは苦し い王将ではあるが一一。

・須磨 信用金庫社屋 Ｈ ＲＹ 年， 鉄筋 コ ｹｾ リ ー ト造 Ｓ 階建

約1∞ 呼. 神戸市元町駅北側) イ中々 地味な作品の様だ0

・華道会館コ ンティ シヨン入選 2 等 1 fit; ( 於神戸市 ，27 

ft f-) 

・広島平和記念公園落選案

1 等入選の汁下氏案と よく似た行き方で造園計画と中央

の テ { マの扱いが風変りなもので，特にテーマは一般知

識人に公開 したとすれば面白い批評を得られたものだっ

たと思う 。

(' f乍家論的な短言平)

彼の言 によれば 『造形的にはピカソとも 云う

べき村野氏に最も抵抗を感じる。和風築建で

は吉田氏の業蹟を逮 り越して英の中を広げる

べき時代に入っている一一寸 と云う 事 らしい

が一造形 プロバーの問題を理念的にグソ 京ぱi

自に笑込 もうとする処がある様だ。家業であ

った是正券業を手伝いつつ成人したことの影響

が長短共にあり ，エコ ノ ミカノレなものに対 す

る遅解力は技術屋綴れのした一面がある。叉

ｾ ＺＨￋ 森安治が建築家の中から出なかった 』 と 云

って残念がったり情感的に徳川時代の商家に

ひかれたりする性向になっているのかもしれ

ない。未完成の彼が今後どう生長して行くか

と云う事は興味あることだ。止t処で彼の為に

「機能は広義の経済性と云う 見方の中に含ま

れる』 と思っているらしい彼の信念を大いに

突進めると共に，世界の将来を見つめ徒に現

在にのみとらわれることなく彼の意途する 近

代建築の中に日本の低統を生かす仕事の中で

大いに活躍 してもらいたし、ものだ。( 飯[ HJc)  

新日本カレンダ- K K事 務 所

，九 品括

鴨 川 川 11111111川 川 川 川 ' " 川 川 " 川 l川 川 川 川 111111川' " 川' " 川" 川川 11111111川 M川 l川 1111111111111111111川 l川川' " 川川 1111111111川川刷。l 川 川 " 川111111111111111川川' " 川 l川川， 1111111111111111川 1111111" 1111111111川 川 tl W川 " 川 川 刊 l川 11111. 111川 11111111111.111/ 11“ ' " 川川川 1111111111川 111111川 川 111111111111111111川 刷 川 川
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，--九

- 相 生 住 宅 ・

相生住宅について 申し添える。

建築協会から。建築と社会。 6 月号は主として青年建 この。相生住宅。は住宅金融公庫の融資によって，大

築家を主題とする計画だから何か作品を載せるように， 阪市住宅協会が建てたもので ， 6 榛 108 戸の内 4 糠72戸

との話しであるが， B 頃不勉強でお見せ出来るものな し は50BN' 型 (建設省標準設計 50- B N型を 一都修正した

叉吾々の職場のしそみが分業的になっていて，これが私 もの) ， Ｒ 棟 ＳＶ 戸 は新設計による ＵＲ ー ｉ ｳ 裂を採用し ｴｾ｣

の作品と云い得ない商 もあ り大変困ったが兎も角。 相 生 筒協会侭IJ の裂望により，各様共 3 階建の各18戸宛となっ

住宅 。を見ていただこうと思う の筒この住宅の中52- 1s ているの

裂の設計については東畑建築事務所の御協力を得た事を 敷地は南海上町線の東天下茶屋と 北畠の聞の西仮1 ] に位
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ヲタ テ‘ ヨーノ

渡 辺 願 己

1) 人: IE 5  ｾｉ 二 Ｒ 月 Ｒｇ FI}.:. 阪市に生る

2 ) 昭和11&1三3 月神戸高 1: 建築科字

3) 同年 4 月大阪市役所営繕ぷに勤務

J 二に病院 ・1><: 役所 ・保育所 ・市場51f 市の建築の設，i ! -

に従 'F

4)  ＱＱ 月和 ＲＴＡＧ ｦＭ ＱＰ 月より住宅ｾに勤務脱イ Ｑ ・に至る

ヲヂ 平 ザ マ 仲 コキ

藤 森 正 之

1) 大 J 正7 年 1 月 3 円大阪市に生る

ぷ

よ

り

藤

森

、

渡

辺

、

巽

2)  11日平fl 1G!l. I'- 12月名古長，: ; j J 建築科学

3) 昭和 17年 1 月六阪市役所建築課勤務

。 昭 和 17年 10月応何

5)  昭和 23!1. 1ニ9 月復員大阪市役所建築) "Hl 1 建築採に彼

ｾＺ良市営住宅 Ａｊｴ 場監Ｇｉｦを ＲＷ 年より大阪市みえび大阪市住

宅協会の住宅設計に当る

.γミ " ノ : t

巽 健 治

1) 大11二12年 7 月14 円人ー阪市に生る

2) 昭和田年 3 月早稲凶入うと. 1 '1 J : 学部建築学科学

3) 昭和23年 生月m);( 建物株式会社に入社

4)  1百l退 社

5) 昭和田丘1'- 2 月大阪市役所徒全長局住宅訴に勤務現ィ主に

至る

すいせん のことば 大阪市役所建築局

① 大阪市公営住宅および大阪市住宅協会の賃貸住宅の

団地計画および設，11 の主担技伺i

① 大阪市建築局内の 企 庁丘￯Ｍｾ築技術者の建築思潮Ａの指都

者

澄し，南( J l lj は既設の高句住宅地に接し，北側は少し空地

があるが大・件庶民住宅がミ! j ; んでし 、る。西側のみが 道 路

(相 生通) に聞して，団地としての入 1- - 1 はこの側に限ら

れ，且東側軌道ui ] より約1. ＵｭＮ 南側の隣地より約 ＲｾＴ

m 低く，敷地の東端と西側の相生通側とでは 1 m以上高

低差があるとし、う桜雑な土地である。 このような住宅敷

地としては好しくない条件を如何に克服して ， うまく 6

棟の建物を配管ーするかが再々の最も苦心した点であっ

たの

道路言 l函iに当つては，動総をよく 三Z-ぇ，必要な最小限

度す整理し，成可〈同的地に最短姫様で行けるよう心

懸けたのrwち相生通を!jX玄関として敷地を縦に cur veを

函いて貫く mai n- st reet を設け，各線の入口がこれに

i面するようにしたので， 全 休の配置が明快且変化のある

ものとなったわ筒こ の mal n に東天下茶屋に通ずる 4

m道路を取付けて行進りとなるのを防いだ。

主主地は出来る丈集約して広くとり， ここに T enni s-

court と半円形の児童遊園を配したの 各校 と は 放 射 状

の通路で無理なく 連絡 され，遊戯施設も充分なのでよく

利用されている。

従来共同住宅の設計に当つては，個々の機能的な問題

等を追求するに急な余り，ややもすれば，生活環境の砲

を等閑視するむきがあったが，この住宅では造園，楠樹

主宰にも惹; を用い，住宅団地 として，自然に調和した良き

環境をつくり出す事に努力した。

個々の建物の設計については， ＵＰ Ｍ ｂｎ Ｇ 型は衆知Ａの ｾ￀

と思われるので割愛して， 52- l s型について述べる。建

設費の枠と家賃の限度から開設をおさえられ更に浴室を

主要求されたので，当初意図した三寝室住居を完全に具現

出来ず，多綴家族のため宣・敷の 3帖を設けて ， これで就

寝の space を広け' る事て、お茶を渇した。 このために寝

企の分離が行われず，機能聞にし、ささか混乱を起 してい

る点、は残念である。厨房は南入口のため北側になったが

在来の住宅に比しやや広くし，余裕を持たせた。叉窓の

を
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大阪市阿倍野区相生活一丁目

大阪市建築局住宅a l !

- * 焔 建 築 事 務 所

k k奥 村 組 鍵 f'l' 建設k k，

大 勢 電 J捻k，k

大和. . . c業k，k

昭和27年 10月

11百手fl 28止1三5 月

鉄筋コ Y グ リ ー ト 造 3 階建

6 線 108戸

3，075.  Tf .15  

495 上1' 744

1，487.  Tf 230 

l幼水モノレタノレ刷毛づ! の上ソリヂ

y ト ・スタイ γ i次十j

ア ス フ ァノレト防水

内 装 (52- I S型〉

床 | 腹 l 壁

玄 関|孟レタ高|漆 喰|漆

便 所 11百l 上| 人造{ i J f出 11司

厨 房 | 槍 フロー 1101 上 11百l
E リ ユ / グ I ，-- ， _._ I  

天 井

1."，，，，，- 3 階

食 |漆I喰 州 ガ ー胆

l  ボ ー ト ，Jl<

上 | 打 上

上| プラズト吹付

1  ( 3 階打上〉

浴 室 | モノレタノレ 1 1百l 上| モノレタノレ| モノレタノレ

銀 抑 1 ，. .， . . L- 1 銀 押 | 銀 押

漆 喰!漆 喰| 漆喰ふー控

1  1  ボード> I X .

|百l 上 | 同 上

モノレタノレ !白 セ メ シ ト 1 白 セ メ γ ト

銀 押 i吹 付 11火 付

83，650，0α 〕円

' IIUI ，II ，"I IIIII 111' "11. ' 1111111 11111'11111'111111111111111 111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111“11111I 111111111!I 111111l 1111“111111111111川11111111111111111111111111111111111111111111111111川111111111“111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111:1川 1111111111111111111111““ 1111111111““"“ "“ IMIIII“
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曜 日li ilii 図

側室面包外 観

主主 内

帝国人造絹綿株式会社名古屋工場講堂

帝国人絹名古屋仁場講堂社国系
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すいせん者 : 小 田 島 兵 吉



。」ー

揖 1 ｾ￰＠ '1" i ID図

帝国人造絹紙、株式会社名古屋工場

講堂に就いて

本講堂は，昭和28年 12月末竣 Iｾ， 講演や ｌ 場の式 典に

佼われるだけでなく，映画，管楽，波浪lJ ， 特 に 年 1 回宝

塚 少女 歌 劇 団 を 招 へ い す る 他， 卓球大会も開催でまる よ

う， じ良のリグリ ェー シ ョγ 施設として最大限に利丹] さ

れることを U 的 と し て 往 て ら れ た も の で あ り ま す。

当初本 講 堂の ｊｈ ｩｉｩｩに 』きて ，相、は 透 仰ｾの よ うなア ー チ

Ａｉｾ の ものを 考えまし た ｮ シェ ル構造に依る建築が，その

材 料 の 面 に 於 て は ラー メン梢 造 より経済的であ っ ても，

仮設材の商に於てラ ー メγ 構 造 よ り 多 く の費 用を嬰する

ので，その経済的な解決の一つの試みとして，ア ー チ 磁

の 鉄骨を先 に主ｾて，比よりバネノレの仮枠を釣って， シ ャ

{ レシのコ γ グリ ート スラブを打つことをま，. ] 函しました

が，帝人工場仰|か ら 工 場 の 外 観 と の 釣 合 上 ， 余 り 交 っ た

形にしないでほしい旨ｾ望されましたので，結局ラ ーメ

シ構造花依ることにしましたn

敷 地 は 伊 勢 湾 に 近 く ， 昨 年 9 月の険風 の と き か な り 浸

水 し ま し た の で ， 床 は G. L. より低くしないようにし た

ゐ， 玄関ホーノレに於て 1 米30;慌程高くなってしまいまし

た。

外 形 は オ { デトリアムの断面に従ったため，玄関 al1J が

低 く 後 }j 舞 台 側 に ゆ く 程前 < ，屋 根 に 傾 斜 が つ い て い ま

す。 長線 は ア ス フ ア ル ト 防 水 届 の l 豆砂利焼付イ 1: 上 ， 屋

根 iiii を全体に傾斜させてしまうと，) J _ 期アスフ ァノレトの

流 れ る お そ れ が あ り ま す ので， ー スパ y 毎 に 水 平 に 段を

つけるようにしました内

外 部 仕 上。 外 壁，色モノレタノレ吹 'H，l 正面」え側面の一部リ

ソイド援落 し{I: 上η J 正面庇，色モノレダノレ l次H o V I盟柱，

鉄 骨 ラス巻の J _:干ノレタノレ塗銀隣きラ ァカーi次1-1' ( ピ { ス

哨 2 肱 事 面 白

箱 の 色〉。 下摺， 人造石を下旬f仕上 1正面側タイノレ張。

ポ ーチ床，豆砂利洗出仕上。

内部仕上。客 席天 井 ， ハ ード テッグス張の上木製 リプ

打 付 ， 水 性 ペ γ キ古監( 白色) 。 客席蛍，蛭石モノレタノレ塗

後落 。 ｾＱｦ ｬ 台側壁 Ｈ音響反 射板Ｉ，プラスタ ー ペ γ キ念。 舞

台内壁，モノレタノレ主在。舞台床，裕二Z副長勺プ ロセ ニア ム

アーチ， プラスタ{ ペ γ キ予告。 客 席床， モノレタノレ食。

建 築 商 税 1 階 床 面 積

2 階 床 面 積

延 床 面 積

868. 43平 方 米

82. u3平 方 米

951. 06平 方 米

玄関 ホ ーノレ 54. 90平 方 米

場 所 名古屋市笠寺，帝閑人 絹 名 古 屋 1円場構内

略 歴 森 下 踊 良

大11: : 15年 5 月 3 円生

ド月和 25年 3 月東京大学第ーに学部建築学科学教

| 司年生月大林組に入社 設計部勤務，

引 111111111111111細川 IUIIUIIUI“1111111111111111111111111111“11111・1I 11I 111111111I 1111111111111I 1111I1I 111111111111111II 11l 111I 111I 111111111111111111111111111“1IIIIIIIIIII 1I l111111111111111 J111111111111111111111111 Ｑｉｉｉｉ ｉｉＺ ｉｉｉｉｉｉ ｴｊ ｬＧ ｬｉ ｬ ｬｉ ｬｉｬｉ ｬｬｬ ｬｉＱ ｬｬｬｬｬｬｴｬｬｬｬｬｬ ｬＡｬ ｬｬｬｬＧ ｉｉｉｉｉｉｉｉ ＺｉｉｉｉｉｉＧ ｉ ｾｉｉ ｉｉｉｉｉｉ ｉ ｊｬ ｬ ｬｉｉｬｉｬＱ ＱＱＱＱＱＱＱ Ｑ ＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱ Ｑ ＱＱＱＱＱＱＱＱＱ ＱＱＱＱＱＱＱＱＱ ＱＱＱＱＱＱＱＱＱ＠
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丸 善 石 油 肥 後 橋 給 湯 所

¥喧宵i 、可屡ヨ，

連 絡 ロ 鉄 扉

師寺コ

二際休憩室

道

絡

道 路

¥ 平 面 図

函 面 図
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平 生 舜 ー の 作 品 す い せ ん 者 岩 本 博 行
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一- 1 邸 一 一

報

f< 
導ー

場与

I 邸 平 面 図

I 邸 東 薗

"  
令

一 一- M 邸 一一一

4臣、

義

a

T

l

 

:絞殺

安定'

217 機

1 階 M 邸 30坪 ( D es k pl an  1953年 3 月)

I 邸 l判 商 邸

I 邸 23上手 実現

・不規則になりやすい和風住宅をできるだけ

コ γ バダトにまとめましたの

・少ない坪数でできるだけ 多く部屋をとり，

各宣言とも充分プライグァ シーをもたせたの

. n当り 40，∞0円台でおさえたn

・木部ステイ γ ，外部白シ ッグ イ塗

すいせんのことば : たとえば，ある作品が，精気に満ち

て発刺としているとき，われわれはその作品のなかから

何か新しい可能性が暗示されているととが感じられる 。

古典の優れた作品が ， いかなる時代にも生ｾ続ける力を

もっているということは，この可能性に満ちているとい

うことで，これを永遠の近代性といい，真といい，美と

名づけている。

古くたっていく新しさというものには生命がない。われ

われが，作品のなかに追求してやまないものは，ひとつ

にかかつてとの新しい，死ぬことのない，可能性である

巡礼に一人の進づれができた，つまり，平生君である。

彼はまだ若い，そうして彼の作品も同様に若いといって

も，彼のもつ可能性の方に大きな魅力がある 。

M 邸 2 階

M 邸 南 面 図

平 生 舜 ー

略 歴 :

昭和 6 年 ( 1931) 神戸市に生る。

満22才

高等学校入学時に文科より理科

に転向

昭和24年 ( 1949) 4 月早稲田大

学理工学部建築工学科入学

昭和28年 ( 1953) 3 月早大卒業

生月株式会社竹中工務底に入社

以後本庖設計部に勤務

作 品 .

朝日新聞富山支局

産経新聞福井支局

I 邸

丸善石油肥後橋給油所

その他、改 造、 増築等

1954. 2月竣 n
} 写真なし

1954. 3 月竣工1

1954.  1月竣工

1953. 11 月竣工

数 件
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東南より見る 。南糠は，

将来東 え地築さ れる 予定

中央入り込んだ部分が公

共スペースで食堂テラス

が見える 。

、得! h.

伊 勢 会 館 : 内部に Oudl t or i um をもっ， この建物は，鉄骨木造

勾配屋根が最も経済的 ・_ L 期的に有利であるとい う浬 由か ら採用さ

れ，それをそのまま延長すれば、とんな形になった

感 あ り と せ ば

長 谷 川 元 耶

何か苦心談で も識けとの仰せでありましたが，取り 立

てて云う程の話も持ち合わして居り ません。ただテ{ マ

と構成の欠けた乃至は無視された様な計画，設計や設計

者の生命の躍動を感じる事が出来ない建物が多い という

ことに不満を持っ とだけ言っておきます。尽のひと とき

新緑の御堂筋を散歩しながらホ何故かサツパリ しないも

のを感ずるこの頃です。次の様な口のまわらぬたわごと

でも普いてお茶を濁しておきます。

ここ数年来のヒソレアームは我々設計に携はるものにと

って も突に自を:l ) . f ，わしめるものがあった。者s心に建ち並

ぶ官庁，ピノレの豪華絢糊さや，戦前に勝る諸設備を見る

につけ我々は戦後の建築産業のいち早い復興と技術の進

歩とを先づ喜ぶべきであろ う。事実建築設計者の多くは

喜々としてこれ等の設計に従事 したので・ある。

しかしながら現代に生きる建築家として，もはやこう

した状態に満足 し安閑 としては居られないのではなか ら

うか。一例と して一歩都心を離れると 直ち に自に映ずる

のは正に動物的な生活水準を思わせる過密不良住居の連

。 f I < :

←+- ・吋ドー・.... 

S  "'N 

寸

l

i

l

t

-

t

e

l

-

-

;債で・ある。そのいちいちの有様は我々の多くが身を以て

日々体験しているもので，未だ建築技術が真に大衆の も

のとして生かされていなし 、ことがここに も如実に示され

ていると共に，一方に於ける現代の域事[1ともし、うべきピ

ノレ務のその倣然ともいえるエレベ ーシヨ γ や窓につけら

れたものものしい グリノレ等に対比すると きそこに象徴さ

れたものは依然として大衆の貧困を土台として しか生き

られぬ社会機構そのものの姿に外ならぬと去ってもよか

ろう 。

更にこれらピノレの乱立に示される 一部の者のと放縦と

浪費とが朝鮮事変による特需景気のもたらしたものであ

ることは我々の日常の行動が戦争 と平和の問題にもつな

がるものであることを痛感する。

鰭法に保証された健康で文化的な生活をかちとり守る

ため に，我々建築技 ＱＱ ｪ ｾ 者に荷せられた任務は大きし 、。

我々は如何に行動すべきか。我々は一層学問と技術の

練磨に精進すべきことは勿論であるが，それを守り 生活

をまもる方向へと向わしめる 具体的なそして最善の方策

をいま や真剣に， しかも 謙譲さを失する こと なく 共に考

え且つ笑行に移さねばならないのではなかろうか。

111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111+11111111111111'11 ，11111: ' ;11111111 11111“1111111111111111111111111111111111111111111' 1'11111111111111tlUlllll lI lIl1 ll l lll Ul l UUIHl llllll ll ll lll ll ll ll lI l ll ll l l l l1111111111111111111111111“IUl l lll llltl l111111111 t1 ll tl lll l lll UUIIIJIIll ltll l tll lU・1111111111111111111111111111111111111111111111111111，

長 谷 川 元 耶 ・ 吉 田 隆 一
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すいせん者 : 東 畑 謙 三



G  

• 
.  

布 f干芭

• 

s  . .  ト H

観

、、
、

、、
、

、、
、

S 市 庁 舎 : 回闘都市に建っこの市 fJ ' 舎は ，すべ て単純な形態

がとられている 。

の創造としてIU来上った建物に〈大きく 山ましたね) こ

れが私の作品であり ますとは，余りにもオオソレタ考え

であると思ったからだ。この |仕の中は，我々の意凡や希

望なりを，そう簡単には， かなえ追いてくれそうもな

い。 ましてまだ余りに もワカ過ぎる青年なのである 。私

の作品とは一寸アマ過ぎる ようで・t . ，る。そこで編集子に

「閲係したも のはあるが‘ 私の作品というものはない」

と云った所，苦心談でもとし 、う事になった。苦心と ? い

ろいろ考えて見たが，これが叉ム ツ カシタ なった来た一

一 私は元来考えるのが苦手なタチである一一 世の中の様

荷な人達の思惑や，顔色などを考えて， うま くオコラレ

ナイ程度に， 自分の希いを描き 111す ことが， 一番の苦心

ではなかろうか， とも考えて見た。 しかし巨匠コノレビユ

ジェでさえ，何をしてもよいとしづ野政しの設引には，

テコズツタそうであるから，勝手な設討をさ せろ，とい

うようなオオソレタ考えは，毛頭ない。

そこで直接関係した， 一二の作品を載せていただ く事

になった。作品がのるか らには，この 作品に対する私な

りのネライを， :;;，_qかねばならない事になるが， r今回は

作品を照会するのが目的でなし、」 と云われて見れば，ハ

ハシ何か文句を設けと仰せかと， 早やブf テ γ をせなけれ

感 想 吉 田 隆 一 ばならない。 しかし私は文句を普 くのが商売ではない。

今回の青年建築家の事については，図った事の続出で 一一芸かされたって人に読んで戴くような，文章は菩け

ある。 っこ なし、から一一雑誌やおおくの書物には，それぞれ大

はじめに，はたして私が青年だろうかと，いうことで 塁突，諸洗進達の立派な論説が載って居るはずである。

ある 。 あわてて辞惑を引き出して，少しでも有利に，青 ここ までノラリ F ラリと，逃げのびたのでゐるが，さ

年と しての資絡を，見つけ出そうと努めたのである 。 r て貴様の考えは， つ とめよ られれば，すべて 単純なこと

わかもの，と しわか」と書いてある。年令的に見れば青 のすきな私は，こんな言葉に心を打たれたと，誰もが認

年 で守守ヒ¥そうすると知能が ・ ・などと考えて見 た める大先生を拝借して， Ii …ー 多くの建築の機能は連続

が， ドウ シテ近頃? 苧守主いうものは，す ごく 賢いので 的に急激に変化している，建物は経済的には簡単に変化

ある 。大人か らはワカモノと 見られ，膏年の仲間には少 しえない』叉『 ー形は単純で経済的な精進を自由に用い

なかなか入れてくれそうにもない。 るようになり，機能は時間の経過に自由にl駒芯 し，必要

しかし私は 惑いといわれると一Ｍｾ、つも有利に僻釈す とあらば完全に変化させることも出来る』 といふ 口ーエ

る燐が出て一一緒し くも思うのである 。 オ メデタイ ので の大まかな，あの単純な美しさのある，手法がすきであ

ある 。若い人はまだまだこれから，のびる楽しさがある る。 と去って，お茶を濁すことになった。

からであると 。 私は青年です。あらゆる宿題が身辺 にころがっている

次に「掲載すべき作品，論考」とある。この時代全体 ので・す。

長 谷 川 元 耶 ・ 吉 田 隆 一
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以後

長 谷川元耳I1 ( 左) と 吉 田 隆 一

長谷川元耶 昭和25年京都大学工学部

建築学科卒

今年東畑建築事務所入社

設計業務に従事。

1918年兵庫県の生れ。1938年関

西高工主l ! 築科を 卒業 ，東畑建築

事務所に入り，設計並に現場の

業務に従事している 。第 2 次大

戦中 7 年間従軍。

吉 田 隆 一

歴 :賂



gfl 平!I 2
5
ド也 大 阪 市 出 身

ｾｒ 札 ＲＴ 年 ｊ［ｲ 智大う＼ ｊｾ 学告 ｉＱ 建

市 ρ; 主科卒業

|百l年生月: t r 倣レイヨ y K K

入社以来本社営締郊にて建

築設訂に従' 打。 ( 24年度近畿

卒 業 設 計 コ γ グーノレ受賞)

倉敷レイヨン尾崎工場男子

苛 f首公

。西条病院

岡山工場男チ君子街金

本社独身寮 その他

慶村中公

11 

歴

現在までの

作 品

田悟

• 

.

.

.

 

圃

・

J 「! 11 

すいせんのことば: 松村監三君は一見

東京; 人極に見えるが，純粋の大阪人で

ある。京大在キ: 中 よりその建築家とし

ての素質は認められていた。倉敷レイ

ョγ に入社，実務に入ってより目も浅

いが，既に福利関係の仕事を三つ果し

て，独特の気風を示している。その作

風は，あくまで洗練された都会風のそ

〆ニズムのなかに，合理主義の厳しい

強さと，また人間主義の温たかさをた

たえている。

人間としても， 謙 雄 な 外 見 の な か に

しんの墜さを減している。 従って今

後の笑務のなかでそのよき気圏はます

ます仲びていくであろう 。

2  .  

.... 

すいせん作品 倉敷レイョ γ 西条病院

( 愛媛県西条方朔日市)

3.  

西 条 病 院ンヨイレ倉 敷

11I 111II 11. lI l lI l lIlI l lI l i l l l l l l l l l l l l l l l l l“111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111IIIIIIIIIIIIIIIIIIIIII lIlI IIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIII 1I 1111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111川11111111111111111

松 村 慶 三 の 作 品 すいせん者 : 浦 辺 鎮 太 郎
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4.  

写 真 説 明 ( 西条中央病院)

l  玄関人 n - - ;t jてが本館コシタリー

ト部分， ; ( i VC兄えるのが植物甑家勺

2  本館」ヒ面一一司庇のついているのは

待合- 1( ( JTJ の 廊下完まっ

3  病 棟 内 妻。 一 一 鋼 筋 コγ タリ ート

床l仮 ( ローソグ接礎) の t に 木 造

怖がのっている 。

4  本飴・西妻の パノレコ γ 廻 一ー パノレコ

ν 及 ー Ｑ ＧＮ Ｑ［ 屋 Ｎ ｌＺｾ ‘はコ γ タリｻト ｊＱ

放 っ 出 入口) J i i . と屋. 1 : 決の問はカナ

リヤ色テラゾー飲込 ( 病院マ{ グ

彫込)。

5. 裏 階段一一一壁の稲妻形のコシグリ

ー トj十持梁にボーノレトで踏板 をと

めてある 。

6. 第 二 病 棟 出 入 口

/  /  (  

5， 

-亙量三三孟.

6， 

倉 敷 レ イ ヨ ン 西 条 病 院
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松 村 慶 三 の 作 品
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rH 商 務 図

稲 葉 歳 明

l汚1111より玄関を見る

- 羽 衣 展 示 住 宅 ・

敷 地 坪 数 88. 77上手

主 ｬｾ 士、le 21. 50上手

平 面 説 明

1. I"J 

。“・ ，r . ー ザー

3. 玄 l刃 A ， (jt 立

4. 居 間 10 帖 B ， f  障人 1有

， υ.  d口ι、
所 C ，食

ｾＱＮ＠

G. i下室 6 中市 D，配 H持 ー1ム1  

7  生. t5 中市 E ，コ γ 口 令

8  G 中市 i斑 し F ， inc し

9. f(I- 室 G .  11 ' ス径タキ日

10.  it 国ii . Jl見衣 日 冷 政 w  

11.  11担 所 I . ロ ソ カ ー

12.  Ｑｾｬ ｩ＠ J  ， ベ ;J ト

13.  tt Jl 人 K ，浴
'1' 1'1 

14.  と
、、ー， 

L ‘ it i町 iJ i t し

15  ヌ レ J 二 γ M.  ｾ民 l収 11 

1G フー
レ ス

略 歴 : 昭和 G 年 ( 1931) 大阪に生れ，現在京都に在住。

京都第一工業学校建築科を経て， ＲＴ 年 Ｓ 丹 ｊ［Ｈ 事ｾ｜治協ｾＮｊ ｪＱｻＺ ｾ ｪ［［

校工業線建築科を1 < . 1 : : 、同年 4 月清水建設株式会社に入社。

大阪支賠設. i i 部勤務として ，現在に至る。

作 品経歴 :

。へレ ｹ ・ ケラ Ｍｊ 己念 ｾＧＹ 寄稿

。救世軍会館

。大森臨席

。森永製茶塚 Il 1'. 場 ff'i 場

。香川 相互銀行八幡文1(.1

。芦屋 ｙ 氏丘ｾ

。八木洋裁学校

。羽衣展示住宅

。枚 }j 公岡大 IlilJ 場

( 大 阪〕

( 大阪 ・神戸 )

( 大 阪 )

( 塚 11 )

( Vl { 同 )

(芦 屋)

( 奈 良)

( 羽 衣)

(枚 ) J )

昭和25年 度

!日1 l  

liil J 二

ｬＧ ｩｉ［ｦ ＱＱＲｇｾ ｲＭ ｉｊ｛＠

I' i! 1  

1切手1127年 度

昭和 28年 度

昭和 28年度

昭和29年 度
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稲 葉 歳 明 の 作 品 す い せ ん 者 : 木 村 精 一
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芦 屋 Y 氏 邸
家浴洗 面 所

平 面 圃 { 箇 尺 1 :  2 目。}

I f 坪 4 6.  2  0  5 坪

1  たな・ 2 .. ，1たな、 3 押入、 4 床、

5  ＮＮＮ ｦｾ 物入、 Ｖ 手7A: . 7  雄 L 、 8 庇
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(7.・伊川町.: ｾ ［ＺｾＺ普 ［Ｓ Ｑ ＺＭ ｩ
1': ，ー本 i北 和 証.: -〆-I- '_ ｾ ｸＮ ・ Ｂ ＺＧ Ｑ

、..... •• J I  _ '  ..It ._ ｾ＠ - ｾド Ｂ 二 Ｎ ・ Ｑ

ト ｩｆＮＴＱ プＺＭＺｾＮ ｾ Ｎ＠ ｾ ・ Ｑ
.  Ｎ Ｎ ｾヰ芝 生 Ｑ 晶， ＮＮ， _'. 五¥

るF

-
H

U

 

8 帖 の稿i 室
1再開. : 1ft 応 接 室
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稲 葉 歳 明 の 作 品
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4  

ｾ Ｎ＠

関 西 労 災 病 院

3  

写 真 説 明

本 館 1  本館全景

2  本館東妻

3  本館外部

4  本館背面

内 部 5  本館二階 中廊下

6  歯科治療 室

7  外科診察室

8  本館待合室

病 棟 9  病棟廊下

10 病棟渡廊下

11 木造病棟外部

12 病棟大病室内部
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片 山 光 生 の 作 品

n  

ずいせん者 : 角 田 栄



5  

9  

6  

10 

7  

11 

8  12  
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片山光生

略 歴 : 大 正 7 年 9 月27 日生

昭和 18年 9 月 京都大学悠築学科卒業

昭和 18年 9 月 海軍技術土官として服務

11 20年 8 月 運斡省巡将建設本部四国地方建設部

勤務

。 例年 7 月 機構改革: により建設省近畿地方建設

局営繕告s勤務となり今日に至る

A

V

 

ｾ ι ー ＮＮＮｊ 縄

1 配 溢 図

関西労災病院設計に関冒して

1  ま え が き

此の病院は労働省所管の労災病院中 ，新設のものと し

ては最初のものであって外科及整形外科を主と する綜

合病院として計画された。建設費は国貨の特別会計に

属し毎年 5 千万円内歪 1億円程度配布される継続工事

であり着工は26年 3 月であった。

2.  計画の額要

① 敷地は尼崎市の西端武庫川のほとりで阪神国道から

僅かに北にはいった交通の点でーもさして難点のない

且つ工場地帯からは離れた地域で面積は約 1 万坪で

ある 。

①病院の内容

1 内科 2 外科 3.整形外科 4.物理療法科 5. レ

γ トゲ γ 科 6 耳鼻咽咲科 7 眼科 8. 歯科 (t訂産

婦人科は現在ないがI曽設を一応念頭においた〉

①入院患者数 500人床( 当初計画は350人床)

片 山 光 生 の 作 品

Ｑ ＺＱＱＱＱ Ｑ ＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＮＱＱ ＱＱＱ Ｑ Ｑ ＱＱ ＱＱＱ “ “ Ｑ ＱＱ ＱＱＱＱ Ｑ Ｑ ＱＱＱＱＱ ＱＱＱＱ ＱＱＱＱＱＱ Ｑ Ｑ Ｑ ＱＱＱ ＱＱＱＱ Ｑ ＱＱＱＱＱＱＱＱＱ “ ＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱ Ｑｉ ＱＱＱＱＱＱＱｕｉｉｉ ｉｬ ｉｉ ｉｬ ｉｉｉｉＺＱＱＱＱＱＱ Ｑｉ ＱＱ Ｑｉ ＱＱ Ｑｉ ＱＱＱＱ Ｑｊ ＱＱ Ｑ ＱＱ Ｑ ＱＱＱＱＱＱ ＺＱＱＱＱＱＱＱＱ ＱＱＱＱＱＱＱＱ ＱＱＱＱ ＱＱＱＱＱ Ｑ Ｑ ＱＱＱ ・ ｉ ｨ ｬ ＧＧＧＧＧ Ｑｉ・ ＱＱ ＱＱＱ ・ ＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱ 刊 ＱＱＱ ＱＱＱＱＱＱ ＱＱＱＱ “自 ＱＢＺｬｬ ｬ ｬｬ ｬ ｬｉ ｬ ｬｬｬｬｬ ｴｉ ｾ Ｑ Ｑｉ Ｑ Ｑｉ Ｑ “ ＱＱ ＱＱＱ ＱＱ ＱＱＱＱ ＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱ Ｑ ＱＱ
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本 館 平 面 図 ?

物 療 機 l

④外来患者説想定 450人- 500人

包! 隊員構成

事務関係 | 医 貝 | 技 師 看 護 婦 | 十|

25人 I 25人 I 3 人 I 180人 I 233人|

500 人床の病院の職員としては少いがこれでも労働

省計画よりはるかに治大したものである。

@ 看護単位 50人

γ A がふえ 4 4乙 竺|

①副食 pavi l i on t ype であるため各病探に閉路室を

設けた0

3- 配置計画の経過

当初から労他措側より pavi l i on t ype とすること病

綴はすべて木造平家建とし 1病筏50床とすることが要

求された。

敷地は多少歪んで正方形でその南辺はほぼ東西の紋に

一致しておりこの敷地に如何に各建築を合理的に配絞
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病 棟 1 階

手 術 棟

病 棟 2 階

病 棟 3 階

d  

国口

するかが問題となった。

各病棟を木造平家建として配置することは余りに敷地

をゼイ沢に使用しすぎ叉診療部及サ{ ピス部への動源

も長くなるので異論があったが労働省側のたって の希

望により叉予算との関係もあり平家造りの pavi1on-

t ype とした。( 後に5∞人床となったため一部R C，

3階建に変更した〉

この配置計画は本館と各病棟とを渡廊下で連絡し，且

つそれらの聞に厨房ボイラ ー室等を合理的に結びつけ

て病院としての機能を充分発障させる誌に帰する。先

づ本館の正面出入口は主要交通路の関係から敷地の東

南隅とすることが妥当と考えられる。

外部からの進入路を敷地の東南隅とすることから種々

の pl an が出来たがそれを比較検討の結果本館及び各

病棟をすべて主軌を南北の線から約2 0 %東にふうせ本

国
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館より 2 ;; 容の渡廊下を直角に出しその 2 本の渡廊下の

各々の外側ｾこ病棟を並列すると中央に中庭が出来る。

あたかも中庭を中心に して左右に病棟がたちならび，

その頭となる部分に管理診療部で ある本館がきて全体

のパラシスがとれる。

病院は憂ウツな感じをあたえるものであってはならぬ

健康な環境を必要とする。ことにこの様な7水k 平に広が

つた菌翻E霞で

らぬ何カか‘ しつかりした中心になるものがほ ししい、、。

そのために充分な日光と緑に輝く広場とそれを囲む渡

廊下の構成を中該とし左右に病棟を配置した潔境的

美観，精神的慰安を考えた。

中庭は将来芝を張 り噴水を闘し緑の樹木を植えて患者

の心身を爽快にするに充分なだけの大きさにとり，そ

れを廻る渡り廊下は鉄筋コ γ グロート造の閉快なもの
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としたい。内側は全菌朝聞の出来るガラス戸とし外側

は病室のプライパシ ーが渡廊下通行者によって直接害

されない様プ、ロッグ積とした。

病棟相互の南北の間隔は日照，通風，採光に充分な大

きさをとることと し敷地の関係でおう! とにきめた。

本館及物療棟は規模の治大と共に再三変化し別図の如

くなった。( 但し物療棟は来施工〉

サーピス部門は診療管理部，病棟物療棟との連絡を考

えかつボイラ ー室の位置など綴より図の如くサプライ

セY ター，洗濯消毒塗，厨房，製剤三さをおいた。

蒸気使用金の大なるホのを固めた。

4. 病棟について

①ここに 3 つの大綱を考えた。

1. ; n 護婦の作業能率を上げること。

2. 患者に快的な環境をあたえること 。

3. pavi l i on t ypeの長所を生かすこと。

②完全若草Eを建前とするこの病院は限られた予算及看

護婦数より考えて少し多いが個室を少くして50床単

位と した。個室は重症患者のみと し他は総塗叉は 4

人床の中病室とした。病棟の柱間隔の単位を4 mx 6

m とし これに 4 ヶのペ y トを入れた、少し狭いが充

分使える様であった。

活護婦事務室は病棟の中央部におきそのまわりに作

業室関係をおき 1 R 約30回も患者との聞を往復す

る看護婦の労働の軽減を計った。叉重也患者用の個

室は若宮E婦事務室の近くにおいて看護に使なる様に

した。

①貧しい予算でも出来るだけリ y チに患者が快的な療

主主ー生活が出来る様，清潔感と共にオ ープシネス， プ

ライパシ，色彩照明等について注意したつもりで

ある。pavi l i on t ype の長所と云えば先づ大地に足

のついている安定感，充分なる空気と日光を有する

線の空間を楽 しめることでまbる。これは回復期の患

者にとっては精神的にも肉体的にも回復を加速度に

て増進するもると信ずる。

この前庭をとりまく物の色移は冷いとりすま した所

謂病院らしい表情をさけて多少変化をつけて見た。

即ち緑の芝生を中心として建物の壁は灰色窓や出入

口は白 、屋根は栗色とししテラスはセピア，ノレーパ

ーは緑とし: 最後に J レ{ パ{ の柱を濃紺色として全休

をひき しめた。

5  本館 ( 管理訟療悔 ) について

①地下水位が高く地耐力もあまりないこの地では地下

釜な しの 3 階建欽筋コシダリ{ ト造が桃造側より適

当なところ と見られる。この中に包含される部門は

管理部，外来診察部，薬局部，医局及検査研究部等

であってこれが病棟及物療線及サービス部門にそれ

ぞれ直結しなければならぬ。

玄関は本館と物療棟の問に置き，患者用と職員用と

に分け，病棟部は外来用と兼用した。 2 本の渡廊下

より本館の 1 階は診療部と管理部とサーピス部に大

別される 2 [{告は外来診察部 3 階には医局及び検査室

会議室を置いた。

①本館の柱間隔は一つのユニ y トを5. oo0mx 2目 750m

とし柱間隔は5. OOOm x  5. 5 mとした勺

①診察室は 1 階一外科，整形外科 2 階ー内科耳鼻咽喉

科，眼科，歯科

X 線関係は診察，媛影，治療共に物療機に集中して

設け手術室関係は各科共手術糠に集中して設けた。

2 階にお主主姉釜を可成広くとって後に産婦人科叉は

精神科のI白設を考慮した。

@待合について

中廊下に待合椅子をおく方式をやめて，二科づっ共

用の待合室を設けて整理するとともに長い中廊下の

採光と通風を鯖ふょう計画した。

( f 配管について配管の総べてを露出することは盛挨の

たまり場をつくり叉配管の施工に不必要なる神経と

費用を要するので大部分ラ γ マ柱ぞいのガラス建具ー

をはずすことにより すべて点検及取換が可能になる

様計画した。

6. 手術陣について

①渡廊下の右足に控室兼救急処置室で為るホーノレを とり

これに救急搬入口を設け之より建物の中央を績ぎる

廊下により南北に分ち北側に手術室及準備室をi置き

南に事務，秒三ま燈室，資材室を配した筒来に僧築も

可能である。

①手術室一及準備室の扉は自動扉とし手術室内は空気調

整を行った。

7. あ と が き

現在迄に竣工している建物は，本館780坪. 手術棟122

坪，木造病棟 3t車、( 1棟 183 坪) 看護婦宿舎の 1部厨

房棟 (80坪〉及ポイラ{ 室等の最少限に必要なサ ーピ

ス部分のみで不足の部分は仮設叉は他室の転用で聞に

合わせている。

実施済の使用状況を調査して今年の 3 階建の 300 人床

の病棟及び物療棟を突施したいと思う。

この病院の設計に闘し常に適切なる御指滋を下された

角田栄氏，図面作成について一心肉体となって援助下

された森谷皆作氏に惇く御礼を申し上げる次第である
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住 宅 2  題 一作品紹介( 写真20、21頁参照〉 稲 葉 歳 明

。羽衣展示住宅。

此の住宅展示会は日本建築協会創立35年事業とんて，

試みられたもので，英のE設地は，南海羽衣駅より徒歩約

5 分程の閑静な住宅地が選ばれた。設計に当り ，先っ・定

められた土地に於て最少限度の建築設で然も，合理的な

文化的水準にある家を如何にして造ることが出来るかと

云う事が第一の目標で‘ あった。

然し従来の日本の住宅に関する概念と云うものを全然

変えてしまい，生活改善の必要を生じる様な思いきった

計画( それが理想のものであるかは別として〉は，比の

場合出来ず， p佐次の様な諸点に留意し健康と快適なる生

活を期待して設計しました。

1. 居間と厨房を続けてとった，いわゆるリピング ・キ

チ γ の型式をとり，生活様式の合理化及簡便化をは

かった。

1. 日常の中心部を上記の商貯におき，食事に仕事に，

叉一家の団繁と憩の場所に供し，居間中心とする，

明朗にして，態率的な生活を目標にした。

1. 居間と続けて，一部に洋室を ( 6帖大) 設け，寝室

ｾＺＺ［ｒ斉としペット，ロ ｹ カー等は造りつけてあり，

小供室其の他にも利用し得る様にした。

1. R本家としての，従来よりの焼しみを持たせるため

4. 5帖， 6. ( ) ; 陥の和室を設け和洋折衷の住宅として不

自然の無い様に種々考慮した。

1. 1苛風呂は，ガス釜焚，便所は，改良式汲液便檎とな

っている。

. 芦 屋 Y 氏 邸 .

北の住宅の平田計画は予め建築主に於て，充分検討さ

れたものに対して，施工上細部にわたっては勿論のこと

特に次の諸点、に注意して設計を進めた。

1  洋室 ・廊下を問わず床板貼りの部分は凡て，二重絞

貼りとして，茶の| 刊にフエノレトを挿入し，防湿 ・防

寒に対処した。叉昼下床板l主鈎削りをしたものを貼

り同じくフェルト敷きとして ，床下のi??潔に心掛け

た。 ( A図参照)

1. 各間仕切木軸部には，何れもドラフト止め，肪糸に

考慮した。

1. 外部に面する窓出入口には，全部防虫網戸を設け，

特に洋室部分の窓及出人口雨戸は室14側に設け，フ

ラ y シュ戸とした。

1. 便所は水洗式フラ y シュパノレプF の防音のため，間仕

切部には鋸屑を充填し，木摺上よりテ' y t7スを貼っ

てその上に防水施工をした。叉出入口には防音扉を

使用し枠との間際には，スポシヂゴム製防音バ y キ

シグを取付けて気絶・性にした。

1. 海化摘は停電i待等を考慮し，ポ γ プア y プの必要の

ない特殊移化t習を特に，兵庫県庁の許可を得て，テ

ストケースとして使用実施した。その後の効果は，

順調である。因に此の種海化槽の機構は，どんどん

改革されて居り，現在では簡単にして ，優秀なる機

28 

A 回

育Eを持つものも設計されつつあると云うことを附記

しておく。

1. 電灯配線工事を碍子引きとせず，特にコシデ y トチ

ュープ配管をして漏電に備えた。

1. 浴1官釜は，ガス釜と ，薪会主を併用し ，燃料の節約と

使用の合理ー化を計った。

写真説明: 居間兼応接室

此の部屋は，続く 81陥和室と一体に使用する様にした

為，その境の間仕切後は和洋河室より眺めて ，不自然の

ない機に考慮した。設を聞ききった時は，全部壁商戸袋

の内に納まる。筒両室の床聞の差は， うすべり叉は紘磁

一枚 ( 3分) 程度とした。

洋室の一隅には，特殊洗面器具を設置 し簡便に使用し得

る織になっている。

室内仕上床ー桜縁甲板貼オ イル，ステイシ塗

巾木ー杉祇成 3寸

壁一じゅらく塗

天井ー杉柾板 ( 1. 2尺巾〉敷目板貼

とこの間天升L ー松杢板ー板貼

E 面とこ丸柱は檎ステイ γ ，ラ y ク塗

i也袋天板檎ステ イシ，ラ y グ塗

4 板引退地袋戸は杉征貼フ: ラ y シュ

和室8帖の間

室内仕上天井一「杉征板 ( 1. 2尺巾) 敷目板姑

壁一一 じゅらく塗

とと天板ーァ松杢板，地袋は杉経フラ y シュ

主に掛軸入として使用。

洗面所及浴室

室内仕上。洗面所の天井は稔打上素地板貼，

壁は流し廻り白色 3. 6 寸角色付きタイノレ張他

は檎板竪貼， f; ¥j ' 鋭! ' I，坦込んで，壁面と同一面

になる様に約めた。

。浴室の天井は，検板面取流し貼( 勾弱e1. 5寸)

ｾ稔板や げん陥 膝 ＳＮＶ 寸 角色付きタイノレ員占

床貨の子敷き周囲モザイ y グ ・タイル結。



ロピテル (熱海病院ホテル計画案) に就いて

r晶、

首 武 保 義

1. ま え が き 一寸きい定築家にとって，基本的な自由な設計行為が許されるということは極めて稀なこ

とである。けれどもゴ告い悶黙は常に何物かを求め，見出し，そして打込もうとする。たと

えそれが計画案という名の下にいつの間にか埋もれ果てるものであったにせよ。

新しい抗院活動が特にアメリカを中心として始められてから既に十年を経ょ うとしてい

る。苦々は此の間にあって，論説をiill じ写真を通じて，様々な新しい追求と成果とを見せ

つけられて来た。互主るものは高度の技術に輝き，或るものは心的い迄の分析を示した。人

間の幸加が乙れず ｦｾ 迄にむ宣され求められて来ているということを ， 当然のことながら，史
めて凡直しはいのである。

誌に手ｾＯ＼ｻの周伊 ｊ に闘を向ける時，此の新しい病院活 ｦｕｊ の影終として，或いは犬学を通じ

或いは厚生当局を通じて，数年来日木的性絡の追求と当事者えの再教育とがなされて来て

いることを認めることが出来る。けれども現実に寄々の周りに立ちゆく病院を見つめる時

不満と失望とを感じるのは僕一人であろうか。新しい芽生えを悟り，将来に悔し、の1縫い込

のを吾々の手によって作り上げてゆく為には ，建築家はもとより日本人全体¢断えざる関

心と情熱こそ必要なのである。

2. 言 十 画 の 主 旨 一一木計画は国立東京第一病院管理部長M氏の要誌に基き . 病院ホテノレ計画の理想を具象

イ包せんが為に東京大学工学部7建築科昭和27年度卒業計画と して試みられた ものである。止t

のホテノレ病院の理想とは即ち ，

1. オープシ ・システムを採用 し，医師がその高度の技術を自由に発煙 し得る坊 となす

1  こ右施設を医療技術水準の低い諸外国の要望にも応え得る様開放すること 。

1  この施設は健康人にとっても静かで便利な保養所たるべきこ と。

j 祈くして病室と貸室とを併せ持つ建物が出現する。これを苦々は病院 (L ' Hopi tal) とホ

テル (L' Hot el ) との融合せる新 しい建物「ロヒ・テノレ (L' Hopi t el ) I と名附けるのである の

す い せ ん 者 : 木 村 精 宮 武 保 義 の 作 品
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週刊ij:[ 面回 日A・A 断面図 1-回

3. 敷地及び全体計画 一一此の計函に適当なるものとして，東京都心に割合近く旦勝れた風光と気候とに態ま

れている現国立熱海病院の敷地約10万坪を採用することにした。同地は東南を相模湾に臨

むいくつかの段地よりなり，それらの高低差はかなりはげしい為に建物聞の水平交通は困

難を余儀なくされる。従って本計画では，宕樹事宿舎，看護学院職員宿舎及び中央汽継

室を除くー却の施設はこれを地下 1階 ・地上 9 階よりなる単一プロ ':J !I の本館に収め，エ

レペーターによる垂直交通によって処理することにした。更に此の建物の高層化は，医療

の面 ( 手術グノレ{ プ，診療部等〕に於いても管理やサ{ ピス 〈受付事務，調理場，倉庫，

洗濯場，薬局，冷燈E号，給排水，間電等) に於いても，共通サ{ ピスの集中化が可能にな

る為に，医療上の遼蛍と一般経営とはこの為により簡素化され容易になるであろう。

4. 内 容 と 規 模 一一前記の主旨に則り，ロピテルは次の如き内容と規模とを持つ。

30 

1. 完備せる一般病棟。木計画の性質上一人或は二人病室より成り ，収容数は160床。

2. 現国立熱海病院としての機能をも保つ為の施療病棟80床。これは六人病室を主体と

し，約一割の孟替、室を持つ。

3.  総合病院としての機能を逝予する為に充実せられた手術 ・分娩グループX ，線 ・物

'療部，研究部等。

4. 現国立熱海病院としての機能を保つ為の一般外来部。

5. 患者の特別の要求に応える為に，オー 7・ν ・システムの病院 としての特徴たる特別

外来翻L

6. 静がな保養を欲する健康人，のんびりと治療を受けたいと思う外来患者，諸外国よ

り来る患、者の附添人，遠くより招かれた医師等の為に当てられる貸室。一人用，二

人用，三人用貸室を夫々 32， 16， 8室とし， これにより 80人余の貸室利用者を収容

することが出来る。

7.  ホテルととしての機能を満す為の，落着いたレストヲ ν ，談話室，理髪 ・美容部，

温泉。

8. 或いは軽症患者及びホテル利用者の為のレ F リエイシヨシに，或いは看護婦の為の

集合 ・講習に，或いは一般人に対する教育用等の為に用いらる べき ，約 150人を奴

容するオ{ デ ィトリアム 。

上記の如き内容と規模を持つ ロヒ・テル本館は延坪約35∞坪の大きさを有する。
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5，動 線 一一ロヒ・テノレに於いては人と物とによる複雑な動線の処理は特に注意されなければならな

い 。動線の蛇Ｇ｜￭Ｇ沫なｾ叉はこ れを避け，建物内をしてお互いに煩わされることのない快い

空間を構成しなければならないからである。本計画に於し、ては次の様な処理がなされる。

→設外来患者は正面玄関ポ{ チより直ちに医事課の窓口のある受付ホーノレに入札英処

から薬局の待合ホ ーノレの績を通って一般外来部の待合廊下に至る。

入院患者はE 面玄関ホーノレから医事課の窓口のある入院待合ホールに入り，浴室，手胡反

預り所等のある入院患者サーピス部を経て入院患者用エレベ ーター ・ホーノレに至り所定の

各階に昇る。

ホテル利用者，訪問者，見舞人及び特別外来患者は正面玄関ホ{ ノレより受付を経， レス

トアγ の績を通って広く気持のよ いエレペ{ タ・ ホ- 1レに至り各階に昇る。
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医師，職員，及び看護致事は裏

玄関より入り， 失々 の更衣室を

経て或いは医局に，或いは管理

部に或いは各仕事場に向う。

飽員はサーピス ・ヤードより

地階入口にスり，監督事務室の

前を通り，更衣室を経て各持場

につく。

食粗品，薬品，器具，消耗品

等は地階入口より入れられ，監

F留事務室の前を通って各倉庫に

遊ばれる。

屍体はサービス用エレベ{ タ

{ によ って地階に降: され，解剖

室，屍室等を経，中央廊下を通

って地階入口より思者の目に殆

ど触るれことなしに淀び出され

る。

以上の出入関係の動線の他に

食事ザ{ ピス主宰の建物内勤線も

最込効果的になされる様に計画

しTこ。
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宮 武 保 幸 量

略 歴

昭和 4 伴大阪に生れる。昭和27

4手東京大学工学部建築学科を卒

業ーし、直ちに清水建設株式会社

本祉設計部11 : . 入る。昨年 6 月、

同社大阪支后に転勤、現{ f に烹

るつ

: t ] 芸作品及計画

小川氏邸 ( 1950ー東京 ・青山〉

国立京都病院計画案 ( 19，，1ー京

都 ・111科)

ロピテノレ( 熱海病院ホテノレ JY Ii!Ji

楽) ( 1952ー熱海〉

M 鉱山附属病院計画案 ( 1952一

九州〉

箱根山のホテノレ計画案 ( 1952一

箱根 ・芦の湖畔)

第一生命 ・姫路支部増築 ( 1953

- 姫路)

丸一紡*!t ・大阪支后 ( 1954一大

阪 ・瓦問J ) ( 目下筋工中〕

すいせんのこと 1-;1:

濁流 l仁流されず'1;古流に呼吸する

セγ スを感じ敢えてすいせんす

る次第です。( 木村精一)

6. 機能の集中化 一一動線の問題と共に，諸冨の施設をその程霊能に基 づ

いて集中させておくことは必要なことだと思われる。

ｾ計画に於いては，本館の Ｒ 階は ロ ヒ・テノレの心臓部 と

して，手術 ・分娩グノレー 7" X 線 ・物察部，サプラ イセ

γ ター ，血液銀行，研究部が夫々の目的に応じて集めら

れ，間流されている。特にサプイセンターは手術 ・分 娩

グループの入口にあると共に，サーピス用エレベ{ タ ー

に近く. frl も霊主要なるイ守授が与えられている。

更に ｾ￭￬ 官の Ｑ 階には，管理部を集めて各施連絡，事務

にイ更ならしめ，地附にはサ{ ピス淘l を集中させて，サ{

ピスの円ffl と自由とを計った。

7. 一 般 病 棟 一一 4 階から 7 階に亘る一般病綴は何と云っても本計

函の中憾であり，従って設計の重点も此処に置かれた内

各病棟は失々 20床よ' りなる二つの看護ユニ y トより成り

各陪共復雑な患者層及び見舞人 j習を処理する為に階のコ

γ トローノレのポストを各階の入口に設け，宕護婦ステイ

ショ γ 及び作業室等は各君護ユニアトの中央に配す るこ

とにしたη この為に，これらの施設より病室え の看護世帯

のjfyJ 線は最長3 0 mに切りつめるこ とが出来る。病棟 外え

の連絡四度11. 活護婦の一日中に於ける病棟 内での作業

主江に比べ・て非1o. に僅かな点のであり ，従ってこの様に右‘

郡高の為の施設を看護ユニ y トの中央に配す るこ とは，

看護主請の作業 ＱＩｾ 率を大いに増加せしめるであ ろ う。

エレベータＭ配ｾｚｩ室等の共同施設は各階の中央に回

したが，エレベ{ タ{ ・ホ{ んによって病棟廊下よ り切

り離し ， これら騒音源より出来得る限り病室を保護す る

様に努めたの

各病室にはその自u商に縦ノレ{ パーによってプラ イグア

シーを保たせたノミノレコエーを設けた。これは症状の宜い

ものには明る過ぎずに諮吉野いた病室を作らせることにな

り，認r - 怪症のえきには快適な屋外生活を許すであろう。

(因λ に，此のロヒ・テんには原則として長期の結骸患者

は収容されない筈である。)
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( 建築世代 ) 推せんの弁
山連

小林章 r新しい世代の為に」並びに， 小林盛太 : r新現実主惑への誌みJ (r世代J

NO. 4 収録) の 2 評論を准せんとせるに際して 2 君の所属する「建築佐代」を紹介した

いと思う。われわれ「建築佐代同人」の年令はもう 4 才になってしまった。新日本建築

家集; 団を母胎として在東京の各大学、工専の学生会員で組織した走行円本建祭家集団学生

班泣裕会議 ( 1949年発足〉のレギ ュヲーがそのまま診向したのがわが 』建築世代」であ

る。 1949年秋の同会議が主催した日本建築運動講座がわれわれ「建築世代J の自然発生

的な結束の端緒となったらし〈思う。

小 山 述 ー

当時は何ずれも学生として同会誌を迩告書し「建築世代同人」 と名乗ったのは 1950 年11 月のことであった。機関誌

I  建築間: 代」 α芯写刷 A 5 版〉を 3 号まで発行した時，同人の主体が卒業となり，主士会に進出 L ，機関誌の発行は中

断され，各人の連絡会合のみが細々と続けられた。 r建築への正しい拡放を阿世代人の協力によって育成し，之を突

践する」と叫び，建築夫践にあり勝ちなWw観，怠惰の排院を主張した。述築への情熱，意欲，責任等は建築社会人と

して殺でもに諜せられた任務であり，悦びであろうに一一ー徒らに社会の矛府や各職妓に於ける青年らしいジレ γ マか

ら逃避する態度を批判反省しつつ，自己の所属するゼネレーシ剖 γ を分析して正しい自己の歩みを求めるものでもあ

った。

昨今の復古的時流が各界各! 持を風慌し始めているが，われわれの地味な歩みが夫々の職域に根を据え，自己の場を

見出し，この Ｒ 年余の空白から立上ったのは昨年 ＱＱ 月である。 ｲ 世代 ｬ 第 Ｔ 号Ｈ謄写Ｎｉｩ￬ ｾ ｂ 5 版) を復刊し， 働 く人々

を対象とした評論活動を提示する迄に至った。本年に入り同人組織を会員組織に改め数人の同人が30名の会員に膨脹

し，毎週 1 回の共同研究組織を完備し「台所の研究J ( 単行本発行のため) と「住宅の研究」を併続している。近 々

「台所の研究J も整理矧fこ入り， 10月には東京に於いてグノレ - 7・民を計図中とのこ とである。叉最近では建築家闘の

右足の連繋を提唱し建築研究団体連絡会結成に活動する他， ロー マ国122建築学生会議や国会図醤館著作権擁護主E動にも

団体として参加した。叉会員の活動も同人時代から拾うと第 1 国建築字会競技設計に入選者 2 名，下関競技設計には

3 等笑を，更に 1 昨年の建築協会主催の「新時代の小住宅」設計競技にも参加し 1等案に当選 した。その他10数回

の競技に入選案を送って来た0 ・更に評論及び作品については「建築枇代J の発行の他に新建築，建設情報並びに2，3  

の婦人雑誌に多く投稿し，現在に至っている。

同人当時からの主なる在京会員は次の各君で何れも ＱＹＲ か ｾ Ｒ Ｘ 年生れの世代である。

小 称 章 ( 日 大 卒，現在フリー，元清水建設 K K)

小 林 盛 太 ( 横浜工専司王，中村登ー設計事務所所只)

新 弁 護 昭 ( 早大学，桜井省答設計事務所所只〉

稲 田 向 之 ( 芸大卒，述通喜雄二設計事務所所日〉

田 辺 和 雄 ( 日大卒，東京都建築局指導課〕

厚 美 利 正 ( 小石川工業本，東京建物，建築課〕

佐 藤 正 知 ( 日 大 卒. 依田設計事務所所只)

なお学生理会議当時から活動した足立和夫( 飯田長姫高校教官〉は私と同

時に同大を卒業し失々東京を隣れたので間接的には「世代」の活動を冬限せ

しめたかも知れないが， この冬限が今日の開花を約しての結果で、あって見れ

ば悦ばしい限りである。 当時; fAは学生耳桧識の責任者から「世代」主幹に准

されたまま，東京を離れ関西に来てしまった現在は法隆寺金堂修理の一員に加

わっている。 次に推せんする論者小林主主君は現在 rili 代」の幹事長であり，

代

建築世代機関誌穿14 号

小林盛太君は「世代」の編集者である。

Jf l Je，なお「世代建築」の 'H務局は東京税杉並区永福田IJ339小林章一方である。
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新 し い 世 代 の 為 に

1 新 し い 芽 生 え

2 新 た な る 課 題

3 近 代 主 義 の 克 服

4 日 本 の 歌 声 を

5 今 や 実 践 の 時 に

1 . 新 し い き 李 生 え

「建.i 世代について J : 現在建築世代グループは一つ

の 対 融 会 と 一 つ の 「 建 築 世 代J ( 評論雑誌〉を持っ

ています。そしてようやく，現在の建築団体としての在

り方と 方向を探り当てようとしているところであります

が， しかし振り返ってみると， . ここまで来る道程は決し

て安易な道でなく長い長い道であり，また殊に設計事務

所や賭負の現場等に働く若い人々で構成されているこの

グノレ{ プが，一枚の原稿を笹〈事，一冊の雑誌を出す事

すら，時間的に無理な事情を乗り越え， 1950年の結成当時

より今日迄の 5 年を歩み続けた惑を思う時，同じ世代の

人身で「勉強したし、J r話し合いたいJ r助け合いた

い」と思っている多くの入荷の為に，建築世代の歩んだ

道，考えて来た事叉やろうとしている事をお話して何等

かの参考にして滋きたいと思っています。但し，此の論

文は私見であって「建築| 世代」全体の声を代表している

ものではない惑をお断りして置きます。

このグノレ〕プは当時の N A U a野田木建築家集団) を

その母体として生れました。当時はそのほとんどが京大

1 工 ・2 工 ・日大 ・美校 ・早稲田 ・関大等の建築科の学

生で，それ以来，雑誌 ・ニュ{ スの発行，、見学会 ・討論

会等の沼滋な行動を展開させて来ましたしかし1953年頃

から我々の 自が日本の遅れTこ近代性等の社会に対す‘ る批

判に向けられ始め，従って発行している雑誌の内谷も評

論が重弼息されて来るようになり，それ迄散発的に取り

上げられて来た問題も一つのテー マを集中的に共同で論

じ合うという誌の為に特集号形態が取られ始めました。

こうして私達は狭い個人的経験と考えから，より広い社

会の観察へと動いていきました。現在では「技術につい

て」 ・「評論活動についてJ の特集を終え，今や「住宅問

題 J r我々の働く職場( 仕事〕について J 特集も企画さ

れるに至っております。叉今年度より会員の質をより高

く，技術を更に良く，問題の所在をより朗らかに，とい

うスローガ γ のもとに共同研究会が毎週 1 回もたれ始め
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ました。 しかし問題は決して簡単にはいきませんでし

た。何回もの意見の相違と研究活動をする時間を生み出

す為の生活条件の惑さの故に. 計画は立てられても笑行

の方は遅々として進みませんでした。例えばA 氏は地方

在住のT 氏と共同で東京に佐完を求めるべく努力をさ

れ，先づ生活の安定と協力に依って此の研究活動されよ

うとしました。このような例は他にもあり ，我々は研究

会を開く前に先づ各人の金活の陸路を解決してゆかねば

なりませんでした。叉一方我々は此の敗戦後の混乱と共

に生き抜く事の胸苦しさを味わって来ました。それは我

々の建築理論のあり方 ・方向性に他なりません。

「新しい世代ーその特質と悩みJ: こうして現在我々

のグノレ- 7

0

ft 少数ながら日本に於ける建築諮問題点が何

処にあり，そしてどう したら良いかを考えあおうという

最込基本的なスローガ γ のもとに結集 しています。そこ

には新しい時，(tが息吹き始め，明らかに一つの世代を築

いています。そこには30代の人達とは何か深い断絶を感

じさせるものを持っています。良きにつけ悪きにつけ我

々世代は戦争と云う谷間とそれに続く重い社会の鮮から

解放せられた時代をくぐり抜け，それ等が何を意味した

かを深く自分の主体的な問題として考えざるを得ない立

場に追い込まれている現在を，最も精神的に強い影響と

して受けております。それが手ぷ乏をN A U にそして世代

に結束させた外的な力なのであります。しかも私達の世

代の特質は更に建築的には戦後の民族主義，社会主義的

思想の世界的高まりと共に，一方アメリカ女明殊にアメ

リカ的機能主義叉は技術至上主義的建築思潮の影響を強

く受けています。この近代主義的な洗礼と社会主義的良

心の聞に立って我々の仕事の上にも何か不安を投げかけ

ています。 r廷諜世代」の弱さもそこにある。新しい世

代の悩みも叉そこにあるの、やそれは日本の姿なのかも

しれませんが〕。しかし現在我々は此の白い厚き壁を乗

り越えるべく努力をし続けてゆかねばならないし乗り

越えて行くでありましょう。



「前進する為の3 つの前提J : さて我々は共の為に先

づ現在の建築諮問題点とそのもたらされている原因が何

であるかの認識と分析から始まらなければなりますまい

が，叉同時に志を同じくする人々に対する呼びかけの運

動も展開されなければならないと思っています。 r建築

世代」もその為に先づ我々自身から歌声を上げてゆこう

と( 即ち評論活動を起してゆく事J していますが， しか

し此の運動の展開は現在の複雑な位相と時代の流れの前

にそうたやすく効果の上る筈のものではなく伸び悩みの

状態であります。しかし私は「建築世代」内部にもその

原因の一端があるように思います。その一つは近代主義

の偏向という事です。そこで私はこれからの新しい世代

の聞に，そして前進するその前進条件止して， r新たな

る課題」と題して建築逮動の反省と現状分析を， r近代主

誌の克服J として観念的な近代建築思想の評価を， r日本

の歌声をJ で戦ノ後行なわれた評論 ι 建築史方法論の諸論

争点の批判を，そして最後に「実践活動の展開j につい

て私の考えている惑を簡単に述べてみることにします。

2. 新 た な る 課 題

「建築還動の反省一特質一課題」

西欧に於ける建築運動の反映は，円本の特殊な社会形

態下に於て独得な型で反吹発展せざるを得なかった。分

向島VKは近代的自我意識を始めて日本の建築にも結えつけ

たが，それは芸術至上主義的なものとしてしか現われな

かった。こうして日本工作文化連盟に至る諸国体に依り

20世紀前半は代表され，戦前の建築運動のほとんどすべ

てが内外の社会的重圧によって何等の叡極的仕事をせ

ず，二，三年で消滅し，昭和13年頃より敗戦迄空白時代

が続き ，戦後は先ず諸民主的建築団体の合同した N AU

に依って始まる。だが1948年以後，う! と国の占領政策l長換

が始まると共に ， ｾ采運動も新しい勤きと変質を迫られ

それは遂にあの未曽有の結集力を持った N A Uに依って

も乗り切れなかったばかりか， 1950年のレッ ドバ{ ジの

嵐によって自然崩解及び分解の状態に陥り，多くの人々

が去ると ，そこにはもう幾つかの全く新しい芽が耳目え立

っていた。( ただ し， 関西では NAU の組織はらる〉。そ

れはi農村主主系研究会( 前 N A U農村建築研究会〉事務所

懇談会( 前 N A U理論 ・デザイシ部会) 建築世代 (ll 百

N A U 学生誕連絡会議 ・デザイ γ 部会〉等で、あった。

N A U の功罪をのべるなら，功の方はこのような戦後に

於ける新しい世代の担い手をそこに育て上げた点であろ

う。そしてこれを境とし戦前と戦後の蓬多部室効はその

指導閣の世代と内容をはっきり二分しているのである。

今年 3 月結成された建築研究団体連絡会( 略称 ・主主連)

.  

一一一 一一一

〈註 1 ) はその代表的なものと云えよう。 この よ うに

現在の運動建築は世代の更新を行いながら戦前 ・戦後の

建築運動が内包している「脆弱点J と，今日の客観情勢

の変化に依ってもたらされた新 しい課題を担っている。

前者については高給蹴規氏が本誌 (1953- 8  r建築運動

の変せんと新 しい建築遂動J ) に於て次の如 く述べてい

られる。建築運動の「特質」は。政府の反動政策が進み

民主主義団体に直接間接の攻撃が加えられ る様になると

型盟主室生E 活動家は職場から追出され，サ - !J ノレ活動

は衰微 して来る。そ して広汎な大衆団体ではなくなって

来る。此の事は戦前にも見られた様に，技術イ γ テリゲ

ンチ ャがお圧を過大に評価しやすい事，帰るべき戦場を

詮笠主主型L 墨主曲賞盟企樫盟主豆掛主ι 主主主

対する評価の不充分な事に依って生ずる脆弱性なのであ

る。と述べている( 傍線筆者〉。私はこの他の誤謬とし

て今日迄の建築運動が「労働者」としてのはっきり した

意識を持った「階層」の人々を中心とする より，先述し

た様な脆弱点を持つ「建築アカデミ ー臆」にその「理論

的 ・突銭的指導権」を渡してしまいがちであった事

( この原因は色々あるが) ，叉従って広い階層を包含する

大衆活動と云うよりも研究活動が主になっている事が建

築活動を僅かな時期をもって消滅させて しまった原因で

あろう。従って今日我々が新しい呼び掛けdもって運動

を展開しようとする時，此の歴史的教訓は何時も反省 し

学んでゆかねばならぬ事であり，叉此の本質を洞察 し見

抜いてゆく事: を忘れてはならない と恩って いる。更にも

う一歩進んで，此の建築運動の歴史は我 の々計画の聞に

常に研究されていなければならない課題であ ると思って

いる。叉これと併せ建築運動の客観情勢は戦前 とは変っ

て来て居り ，此の事のE しい「評価」と「分析」なしに

はE しい建築運動もなされ得なし、事である と思ってい

る。

そこで私は現在の最も基本的な事柄について私見を述

べてみたいと思います。

r3 つの基本的事柄J

今日我が国の政治活動・経済 ・文化の社会的基盤は 3

つの大きな基礎的条件の上に成立 している。 3 つの基従

的条件とは， r半; ( t 官民地性J r半封建性J r半近代性」

がそれで為る。 従って我が国の「政治形態及びその性

絡」に半植民地的政治形態 ・半封建的政治形態 ・半近代

的政治形態であり r経済的」には半箱民地的経済 ・半

封建的経済 ・半近代的経済である。こう して建築の分野

に於てもアメリカ植民地的デザイシの氾古しゃ中ノj 、設計事

務所の米軍向仕苓への依存，住宅の慢性的不足 と不急ピ

ルのプ{ ムとなって現われ，寧需予算は平和的産業の近
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代化をさまたげている。これらの当{ 柄は5郎主主主弛な形で

互にからみ合っており，ある笥柄は他を条件ずけ規定ず

け，更にこの事は第 3 の事柄に及ぶというように日本の

政治 ・経済 ・文化そして建築産業をも，その下部f岬 iの

面から形態ずけている。そして大切な若干はこの 3 つの議

礎的条件が，それぞれ利害的な矛盾対立を持っていなが

ら結ぼれている事である。先に述べた如く「キ植民地的

箪 lJr隷属化J が建築産業の近代化を遅らせている面を含

みつつ， r国際独占資本J と「貝弁独占資本」と，投資や

技術提携を通じて固く結びついている。止七の事は「資本

主渓講座J ( 4 ・5巻) や: マータ ・ゲイ γ の「ニ y ポ γ

同記」を読むと良くわかる。こうして互に対立矛盾を持

ちつつ結ばれている r3つの基礎的事柄」は更に宜要な

惑に支の 1 つ 1 つの中にも対立する矛盾因子を「内包J

している惑がある。半植民地的隷属化はアメリカと月本

の民族的自立の戦いの矛盾対立をその中に含み，半封建

的形態はその中に天皇制や資本家同地主を含む封建性と

犬衆の間の矛盾対立を含み，半近代性の中には日本の経

済的な叉技術的な遅れを示す手工業の存在と近代工業の

高度化への要求の矛盾対立を含んでいる。こうした答観

情勢は建築迩動にも新しい課題とあり方の検討を迫って

いるが， 戦前の建築運動と異なる惑は， この日本の‘ 伴

植民地性と半封建性の中で建築を近代生産組織の上にの

せ，叉大衆の聞の建築に奉仕しなければならない困難な

仕事と，叉その為に広い建築家の階的と大衆を含めた国

民的建築運動の展開を要求しているといわなければなら

ない。

3 近 代 主 義 の 克 服

現在日本に於ける近代主義の宍践者 ・指導者である前

川国男氏は，次の様に言われた。。我々は先づ何より建

築を近代工業組織の上に乗せる$ ，つまり技術諸問題を

通じてのデザイ γ に努力しなければならなし、。之をしな

い限り，いつまで経つでも日本の近状建築は誤開化しか

続けるだけで「ほんもの」になるときが来ないであろう

。 ( 1951- 5 建築雑誌〉この言葉は同氏が旧師ノレ ・コノレ

ピュジエから引き継いだ機能主謝勺構成派の何本的表現

であって，これは更に丹下健三氏に引きつがれる。今之

等をE 統J照的機能主義と呼んで置くと，之に対して建築

の社会性を強く感識する池辺氏は更に新しい世代を代表

している。叉，吉坂隆E 氏はその中間的な処で苦しんで

いられる。グ. リスチ ャγ 的世・代を代表しているかの様に

思われる。この様に近代主義及び正統派的機能主義とそ

の克服は現在後々な形で、現われているが，新しい世代は

此等の次の時代を担うであろうと目されている建築鴎の

人々を痛ましい近代主義の十字架上に横たわるキリスト
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になぞらえている。それは近代主義が個人救済の道具と

しか考えられていなし、からである。ｾーと思うなら次の一

連の論文を読むと良い。 池辺氏の「現代建築家の選ぶ

道J (N A U M1 号〉及諸従誌に発表されたデザイ γ 論。

吉坂氏の「創る事のきびしさ J ( 1954 - 1建築雑誌) r思

潮J ( 1954- 3 建築雑誌〕等はそこに近代文明の重圧の

下に方向性を見出さうとする「うろうろ」歩きの痛まし

い塊の函歴がみられる。それが池辺氏をして。デザイシ

は正直であらねばならない。( 国際建築〉と叫ばしめ，

吉坂氏をして。忠孝や義理人間をいし、もの。とする人々

と。組合の迩i ! l)J を当然の事とし，生活権擁護を唱える。

人々との聞に立って「キョロキョロ」させ。若い人の織

に割り割った考え: 方や行動をしたいものだ ( r思潮) J と肢

かせるのである。吉坂氏は同じ「思潮」の中で国会図芸

館競技設計新作権擁護五回hがあれ程犬きな問題に発展す

るとは恩わなかったと述べられている。し、かに働く人々

の力の結集が大きいものでらるかをその沼習lを通じて知

られたと思う。このように大衆のエネルギーは，それが

正しいものであるなら，叉実感として納得できる問題な

ら大きな力と結集しようとしているのである。個人的な

イズムより広い階胞の上に立つ問題の解決へ移行してい

る。手ぷ霊は近代主主主が西欧から日本に影響診植された所

から多くのその信奉者主主の目が足元を見る惑を忘れて大

空にｾｾと幻を画く通弊を現出せしめたと思っている。そ

の日本の混笑や生産組織から浮き上ったイズムが突は0

0 建築思想の日本版近，伏主義の本当の姿であったのでは

なかろうか。アメリカ人やヨ ー官 y バ人の頭で・日本を見

る事の危険性は我々の中から追放されなければならない

問題なのである。

4. 臼 本 の 歌 声 を

では，戦後よりこの 10年近くになる今日迄，果して近

代主義思想のこの側面は清算されたであろうか。この手

掛として戦後行なわれた幾つかの重要な近代建築思想と

建築史方法論に関する論争がみられるので今此等につい

て簡単に触れてみる事にする。

さて戦後の建築史方法論及び建築思潮をめぐる論文 ・

批言平は大級抱に分けると$ つのケ{ スに分けられる。第

1 のケースは浜口隆一氏の 「ヒューマニズムの建築」に

始って建築新聞紙上で図初嘉彦氏と近代建築の解釈をめ

ぐる論争となり，初i 代縫一郎氏が之につき第 3 者的立場

に立って綜合的な批評を加えられた幾つかの諸論丸

( 註1 )

第 2 のケースは始め悶野克氏が「建築雑誌J 上に「登

呂遺跡と建築史の反省、J を寄せ。様式史が建築史の墓場

。であると言われ，技術史的立場を強調された事に端を



発し，井上充夫氏が様式史を擁談する論文をかかげ，之

に生産史( 喰物史観に立つ〉の立場に立つ原沢東吾氏が

加わり ，ここに建築史の技術史 ・様式史 ・生産史を交え

た 3 者 3様の方法論が展開された。我が国の神話的日本

史の崩援期を背景として行なわれた此の紛争は，戦後に

於て最も大きな学問的反省が加えられた良心的論争とし

て注目された。( 主主3)

第 3 のケースは，長い間の沈黙状態に陥っていた建築

界に入って言平論の分野に歌声を上げ始めた最も新しい注

目すべき論文書手で，先づ「建築の伝統と近代主義」とし

てレ{ グァイの論文が美術批評 ( 1953- 10) に紹介され

た事に始り. 浜口氏等が建築学会の研究発表に「東欧諸

国に於けるソシアリスト ・レアレズムとモダニストの論

争」として取り上げ，このハ γ ガリ{ の機能主義を信奉

するマテヨーノレと，之を排撃するレーグァイを引用しつ

つ分析された。此等は主に「美術評論」紙上に多くの諸

論文が掲載された。( 醤 4)

此等の諸ケースは取り上げて同る問題や起った時期こ

そ異なっているが，現在のそれぞれの人の生きるイデオ

ロギ { の相違から起ってくると云う一連の繋りを持って

いる。 Ｑ ・ Ｒ ケースは ＱＹＴＷ 年 ｾＱＹ Ｕ Ｐ 年にかけ Ｓ ケｻス

は1953年~現在にかけて起り. 1 ・3 ケースは主として

建築思潮に 2 ケースは建築史に関する論争であった。面

白い惑にはこのいずれのケースにも唯物論的立場に立つ

人々が強力な論障を張っている事で，今これを唯物論的

立場に立つものと，しからざるものとに分けて観察する

と，次の如き共通の性絡がうかがわれる 。即ち唯物論的

立場に立つ理論の欠点は，内容的には戦前の我が国，唯

物論及史的唯物論の影轡を多分に受け，機械主義的・教

条主義的である。従って様式史を焼き直した公押佐物史

とか，こじつけ理論や. J Eしいー前面のなされていない評

論がみられ，その事は我が国の特種な近代の移行の上に

成り立つ近代建築の成立分野の評価に顕著に現われて来

ている。叉外的には突践的課題が置き忘れられている惑

が此の分野での観念化を僧大させている。叉第 2 ケース

の如く人間の精神的芸術活動の主体的契機の等問視が芸

術分野の実証的な研究の軽視と遅れをもたらし，之が近

代主義的叉様式史的立場に立つ人々から鋭く指摘されて

いる事も反省しなければなるまし、。

叉一方近代主義的立場に立つ論は，なにより社会的な

視野の狭さと休係的理論に欠け，日本の現実から，とか

く浮いた観念的近代主義に陥りがちであった。

このように戦後この方，行なわれた主袈なものを取り

上げても唯物論側ではドグマに落込み，近代主義的立場

の側は観念化し，未だ日本の土察に育った歌声が上って

いないかの様に思える。この観念的公式化は殊に建築評

論の分野の低調さと相まって ，建築と云うものの大衆啓

業活動と，その正しい認識をさまげている。そこが我々

の云う消らかな日本の歓を，そして正しい評論を皆で歌

い上げてゆこうと呼ぶ所以なので、為る。

5. 今や実践の時に

一 一国 民 的 規 模 走 持 つ 建 築 運 動 の 提oO-

私は先に建築運動の内部に持つ弱点とその克服及び国

民的な規模を持つ建築運動の展開の必要性叉日本の土獲

に脊った建築評論の提唱をした。今日街 3∞ 万戸の住宅

不足と聞く時，此の問題は住宅問題を核と した国民的基

盤を持つ建築運動と，建築家層の啓象的評論活動の活滋

化を提出する。その前提として，もっと多くの建築家が

自己の仕事のことについて社会に発言し，論じ合う事が

行なわれでも良いのではないかと思っている。その為に

先づ我々若い世代から言いたい事，思っている事を大胆

に発言 し，叉{ 也の世界でどんな事カマ予なわれているかに

ついてももっと広い目を向けなければならない。若い世

代の人々 よ，

大きな声で歌声を上げてゆこうではないか

日本の歌を/

( 註 1 ) 195生年結成された建築研究団体連絡会は ，その

傘下に建築世代 ・農村建築研究会・L V・事務所貝

懇談会 ・PODOK O・火曜会・建築研究会・ソグ z

y ト建築研究会等の関東の有力な研究団体で結

成された団体で. NAUなき後唯一つの民間建築

研究団体の組織である。毎月 1 図ニ ュ{ スの発

行によって械の連絡を強化しようとしている。

(註2) 参 照 論 文

「人民の建築 としての近代建築」

浜 口 隆 一 建 築 新 聞 1 号

「近代建築の理解l乙於ける浜口氏の誤謬について J

図 師 嘉 彦 11  2 号

r近代建築の正しい理解の為に」

浜 口 隆 一 ・ /1 3 号

〈註 3 )

「登呂遺跡と建築見の反省」

関野 克 建築雑誌 S 2 2 - 10

「様式見の立場から」

井 上 充 夫

「技術史 ・様式見 ・建築史」

原 沢 東 寄

「技術見と様式見」

11 S 23- 4  

11 S 2 3 - 11 

井 上 充 夫 建築学研究 155 号

「建築史学の将米」

原 沢 東 吾 。 155 号

( 56頁へ続く)
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建築の前進のた めに

“ 新 現 実 主 義 へ の み " ( 序論)

エネ オ ・ レ ア Y スーム

小 林 盛 太

1. は じ め に

2. われわれはどう生きるか

5. 新しいレプリズムのために

G. 近代建築と人間の解釈

小 林 雄 太

3. 良い建築はどうしたら出来るか

4. ｾ主祭盟論Ｈ方法論 ｊ の必要

7. 新現実主義への試み

8. むすび( 建築家の歩む道)

， . は じ め に

この小論の動機は筆者の 「機能主義+ レアリスム→ネ

オ ・レプリズム」に対する批判としてなされた小林章氏

の「建築家とイズム」である。このこつの小論を読まれ

ればその問題とする要旨がほぼ返解出来ると思うが，今

ここで私が問題としている事は，それに対する反駁でも

なければ批判でもない。勿論私としても ，多少偏向を犯

した個所もあるが( その点は充分自己批判しなければな

らない) . 何しろ短い誌面で充分説明が出来なかった為，

章氏の誤解を招いた様である。それで私の意図を滋み取

ってもらう為に補足的な問題と共に，その本質を出来る

だけ平易に論述して行きたいと思う。

2. われわれはどう生きるか?

生きる，と云う事に真に絶望している人，つまり自分

の生命を今宥にも自ら絶とうとしている人には，この小

論は無縁である。また社会生活を否定し，朗日にも菜採

で絶海の孤島に身をかくそうとする人にも用はない。し

かし，その織な人々以外の人々にとっては，この試みに

深い関心が払われて良いと思う。つまり人間が現実に生

きている限り ，それは生を肯定していることであり，そ

の上叉素襖で無人島に身をかくさない限り，その人生は

必ず社会的なものであらざるを得なし、。そして建築をそ

の社会性と云う視角から観察することは諮し本が常に怠

つてはならない事なのである。

吹区「赤L 、靴」 のヒロイ γ であるパレリ{ ナは「何故

原i るか ? J と問われた時， 次のように反問しました。

「では何故生きるんですの」と生きている時代 ・社会も

全然異なるわれわれであるが，何故建築をやるかと間わ

れれば，われわれも叉当然彼女のー諾を答える他はない

建築イコ{ ノレわれわれなのだ。われわれは今日に生き ，

ｾに生活 し ている ｣ このレアリテ ィ はわれわれにとって，

ほぼ絶対的であって，単なる逃避や妥協は許されない。わ

れわれは時代の苦悩の海中に為って人聞をrm: ろうとする
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ものへの反逆.tf1抗・それらの世界観を通じて人間の真理

探究のために総てを結集しなくてはならない。だから，

われわれの建築行為が単なる「面白いからj とか「仕様が

ないから」とかの域を低迷している限り，われわれの内部

に現われる矛盾を突き破るこことは出来ないのである。

建築の近代主義的傾向は建築を商品として発注させ.

その結果，建築を公衆からうばい，建築家を無力な孤独

なものにしたが，建努嫁の意識の上では，そうした矛盾

に対する抵抗が小市民的，個人的反時代性として現われ

ることが多く ，改革的に克服しようという傾向は必ずし

も完全な理論的な形では現われなかった。 しかし現代

は社会上の諸矛盾がすでにぎりぎりのところまで来てお

り，本当に時代に生きている建築家なら，自分の内部に

現われる幾つもの矛盾から目をそらすことは殆んど不可

能だろう。近代主義の克服がその矛盾と無関係にはあり

得ないように，新しい建築がそうした矛盾の中からその

克服として現われるのは当然なことなのである。

3. 良い建築はどうしたら 出来るか ?

この諜題はわれわれにとっては非常に重大な問題であ

る。にもかかわらず， 今まで余りにも問題にされて来な

かった。この問題を簡単に述べる事は困難であるが，わ

れわれの創作の「より処」として是非共闘らかにしなけ

ればならぬ問題であろう。

われわれは毎日Ｎｾい建築を倉 ｪ りたいと努力してい

る。だがー休良い建築とはどういう建築なのか，叉どれ

が基準でどんな建築が良いと云えるのだろうか， と考え

てみると突際迷わざるを得ない。というのは創作するた

めの「より処」が建築家個人の造型的感覚とそれを可能

にする構造 ・材料 ・技術の科学的処理にしか向けられて

はいないからだ。しかし現実の生活では日本の建築家の

大半はど うしたら人間らしい生活が出来るかというぎり

乞りの問題に対決させられている。ますます貧固化する

公衆とますます激しく競い合う独占資本同志の競争が生



み出す矛盾と混乱の中で，より良い建築を創ろうという

也想は，突はより人間らしい生活を，とし、う現実の経済

条件下に従属せざるを得ない立場に置かれている。近代

建築の指噂建築家遠の「建築は社会を構成する公衆に奉

仕しなければならない」と云う合言葉は，決して多数の

苦 しんでいる公衆に向けられているのではなくて，その

造型感覚は突は少数人の々の要求を満足し. その中で発

展して来たのだという極めて明白な事突に帰する。近代

建築の基礎は，このような矛盾よ混乱の中に置かれてい

る。 しかもより良い建築と願うわれわれの純粋な希望

は，i E しい技術すらも身につける余俗を，生活の上から

も仕事の上からも簿い去られている。 r公衆に奉仕すべ

き建築」が突はそうでなくなっている。 ( 勿論ここで云

うのは建築家を含む人聞社会の変革について強調してい

るのでらって， r公衆への奉仕J そのものの意味を否定

するのではなしむしろ現実の立場としてわれわれは大

いに肯定し，その達成のための努力を惜んではならない

のである。 〉

近以科学の尖端を行く理論物理学の発展は原爆となっ

て平和を乱し，人類破滅の誤. ; 1 1 ，る道を辿らざるを得なく

なった今日，何よりもまず必要なのは公衆の幸福のため

豆塞筆であり ，公衆の生活を主主かにするための建築であ

ろう 。 一切はそこに注がれなくてはならない。そしてそ

の為には，より良い建築を創りI J : I す技術と能力と経笹坦

条件を如何につくるか。叉その為にどの主 5 ｾ［Ｚ｟ｨ 主主主主

が行動し実践するか。これが現在われわれが当面する最

も重要な問題なのである 。

4 建築理鎗 ( 方法鈴) の必要

20世紀は不安と絶望の時代と 云われる。戦争に破れ，

これとし、う身についた思想もな く，不安なデカダν スと

絶望に明けくれる今日，当然今までの普通絶対と思われ

て来たもの Ｈ歴史自併ｾ威Ｉにわれわれは屈伏 しようとは

恩わない。それを凝視し否定してそこに新しい真実の自

己の立場を形成しなければならないのである。われわれ

にとって如何に生きるかと云う現突の問題は， 必然的

に，われわれが如何に 「より処J を求める かと云う問題

につながって来る。建築家がせまい個人主義的な殻から

抜け出して公衆の生活の中で人間性を抑圧するもろもろ

の障碍に抵抗的に対決する時必然的に人間的，社会的な

理論を呼び起す。われわれは 「灘; 築は理論ではない」と

いう言葉をを厭きるほど聞かされて来たが，いまや何ら

の理論を持たない建築が単なる遊戯か自演に過まないこ

とを， われわれはもっと大胆に主張しなければならな

い。なぜならば方法論を重視すること，それの強調は，

いくらし過ぎても行き過ぎることはない，と云える位，

日本の建築家達は無方法，無原則に建築を創って居り，

まるで気まま気まぐれの行き当りばったりの好みに任か

せて建築を創っていると云えるからである。そ してこの

場合，理論はわれわれにとって「建築とは何か」と云う

非常に難しい抽象的なものと別に. もっとわれわれの

現実の必要に則したものとして考えねばならないのだ。

つまりわれわれ建築家にとって既存の建築理論は余りに

組野であるか，叉は高踏約( 学者としての理論或は翻訳

的) でゐり ，突際的つながりを求め: 5 に困惑し，創造精

神の恨本に触れることが少なかった、しか しわれわれは

建築家の立場として，理論叉は方法論の確立を切望して

いる占理論は本来決して創作を縛るものでなく ，あくま

で知性の解岐にあり ，創作方法の洞察にある 。従って不

徹底な理論への態度は，かえって観念をドグマイじする。

理論に於ける作家精神の追求と創造的方法論 の探究こ

そ，明日の建築へ前進させる唯一の道ではなかろ うか。

5. 新しいレアリズムのために

第 Ｒｾ きで私は「われわれは現突に生きて居り，現実に

生を肯定している J と述べた。突に現実こそわれわれの

「より処」であり，出発点なのである。勿論このものの

中には，ニヒリズムやデカダシスも混在している。 しか

しそれこそ現実ではないのか。われわれはまず現突を知

らなければならなし、。現実的認識の中からのみ現実的生

産ば可能でゐるからである。現実に生きるものが現実を

放棄し現突から浮き上ってしまうならば，既に存在の

意味を失うに外ならない。現実が現実を超えるのはよい

としても， 現実を無視したり逃避するのは無意味であ

るのむしろ，現実への俗くなき執勧なI食い下りの方の中

にのみ，現突の生産が果されると云わねばならない。

レアリズムは決してどこにも止まり得なし、。それは社

会と共に変化発展する。矛后とは A があり B あること

ではなく， A の中の X とY が問時にあることである。進

歩的エネルギーは，保守均温床と隣合っている。そして

絶え間なく変動し，火花をちらして斗っている。われわ

れがとらえなければならないのは，その変動と斗いの法

則である。

叉現実の凡る目の正確さということは，われわれにと

って最初の問題でらる。しかし現実から悲観材料ばかり

取り出すことも，ある人々にとっては可能である。それ

ばかりではなく，現実は苦しいものだ，それ以外ではな

い，とし、う判断だって出来る。レア リズムをグソ ・レア

リズムということで評 し去ろうとする態変の中には， し

ばしば現実から否定的な結論どけを取り出すことによっ

て現実を拒否することの方が，より積極的な態度である

かの如く錯覚するような甘いすりかえさえも行われでい

る。

現実が濁流のよヲに渦巻いて，真相が底流にかくされ
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ている今日，現実の要求は，もはや，破緩や分裂そのも

のでなく，行動を撰択する時期に来ている。

社会的理念のために， レアルな人間としての行動を営

むことが，われわれの基礎になって来るだろ九

われわれは現実の社会に強力な按抗と主張を叩きつけ

る道を見出すに違いない。なせ. なら，厳しい近代の尖端

が，日本の現実の中に生まれているのだから。

6.  近代建築と人聞の解釈

浜口隆一氏の「機能主義とヒュー可ニズム」によれ

ば，ヒ ューニズムとは人間の人間自身へのl1e1i!1であり，

人間性を抑圧するものから人間を解放し，人間性を蛍か

に美しく発展させようとするものである，と述べる。こ

こでわれわれにとって問題になるのはヒューマ ニズムと

いう，その「人間性」そのものの内容である。

まずヒ ューマニズムがはっきりとした思想として意識

されたのは，ルネサジスからである。( 第一段階〉ノレネ

サγ ス ・ヒュ{ マニズムは中世の宗教的禁欲主義による

人間性の抑圧に反抗して，人間性を解放し，発展させる

べく出現 したものであり，その特質として文化歪上主義

的ヒ ュ{ マニズムであった。ところが人間の立場が強く

なり，単に個人としての人間でなくて，社会と人間との

関係が生じてくると，ヒ ューマニズムが第 2 の段階( 社

会的要素を混在 した資本主義的ヒューマニズム〕に移っ

て行く。これが現代のヒ ューマニズムである。ところが

現在に於ては，ま す ます人間の力が大きくなり，多量の

人間が問題になって来ると ，第 3 の段階( と去って良い

かわからないが，もっと発展した形) つまり人間と社会

の問題は，社会の方が人間の上になってくる。そ して組

織としての集団の形が個人よりもはるかに大きなウエイ

トを持って来るようになる。これが現在のヒューマニズ

ムである。

次に近代建築について考察して行こう。戦後はなばな

しく展開された近代建築( 機能主義建築〉の理紛活動の

中で，その動きは未だはっきりした突践的結論を出さず

に終っているが，結局のところ，次の二つの立場がある

様に恩われる。 一つは近代建築を新しい建築と私し，

機能主義の再確認という建築の近状主義的傾向であり，

一つは反機能主義的な立場に立ち， 近代建築( 機能主

義〉は資本主義社会の建築である，として否定する見方

である。前者は機能主義が技術的形式主義に走り，形態

と内容が別物となってしまった現在，新たな可能性に満

ちた内容を追求 しなければならぬと主張し，その内容を

人間性( 人間の物理的 ・生理的 ・心理的要素をヒ ュー マ

ナイゼーシ田シする〉 ・風ヰ性 ・有機性 ・環境性等とす

る。叉後者は人間主義の正しい姿は，それを生産する社

会体制の変革なしには有り得ないとし， r公衆の意義」
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「民衆の生活」ある いは「人間性」を主張し，民族主義

的な立; 場( 伝統の尊重) に根ざす様式を表明している。

さて，ここでわれわれの皮筒で問題を感じ線題を考

えて見ょう 。先ず第①に「人間の解釈」が問題になって

来る。私がここで主張したいのは，最近建築家の聞でし

ばしば引き合いに出されて来る「人間」なるものの意味

が極めて思念的 ・邑想的にしか意識されていないことで

ある。例えば「建築家となる前に人間でありたい」とい

う様な非常に漠然としたアイマイな「人間」である。私

はこの様な抽象的な「人間J を宕板として用いる迎動

は，決してヒューマニステイ ' ;/!I でないと考えている。

われわれが問題とするのは，前述のヒューマニズぷの第

3 段階に於ける人間，すなわち集団化の方向を指すもの

である。第②に前述した近代建築発展の二つの立場を別

箇のものと切り放して考えずに，それら相互の発展過程

として見ることである。つまり，近代建築に於ける生産

体系( 機減生産) が，現段階からより高次の段階へと発

展する。その過渡的段階としてとらえる事である。そし

てその為には，当然世界史的 ・人類史的な広い視野で，

ものを考える事も必要となって来るであろう 。第③に近

代建築を前進させるには，個人的な建築家 ・施主の頭の

中でのヒ ューマニズムでなくて，すべて広義の公衆のた

めには. まず建築家自身が公衆とともに生活し，公衆の

一人として公衆の生活の中に入り ，公衆力可可を苦しみ，

何を望むか，と云うことを体得することである。

7. 新現実主義への試み

さて，われわれにとって現在何が一番問題なのか。そ

れは強力なイズムの提案である，われかれにとって大切

なことは，刻々変化する建築について，それを実践する

最にもふさわしい理念の探究に努力することである。何

故ならば，建築の永遠の本質というようなものは存在せ

ず，空間的真理もあらゆる真理と同機に，一定の場所 ・

時 ・技術水準等々に於て真理であり得るのであって，理

論は具体的な建築の例から絶えずつくられなければなら

ないからである。

私はここに新現実主義〈ネオ ・レアリズム) の建築を

提案する。機能主義の建築は前にも指摘した様に，技術

的形式主義に走り， 形態と内容を分離させてしまった

( これは設計の際の細密な研究過程の省略や，建築に於

ける機能の軽wや， 単純朗快な建築表現の仕方の否定を

意味しているのではない〉。新現実主義の立場，1 . < < 機能主

義の段階から単なる延長としてでない( 高度に発展し

た〉近代主義建築の段階へ，そして又はその究極的理額

としての討会的人聞の建築の段階に到達するれその過渡

的段階としてとらえられるものであり( 図示) ，その根



本的イズムは第 5 章で述べたレプリズムである。従って

この提案は，近代建築の単なる新しい変り種を求めよう

とするイ ズム に対立する。新現突主義は公衆との結合の

上に，その生活改革と平行 して前進する。建築家が現実

を直親し，現実との深しつながりの上に，円常生活の実

践を通じて， このイズムは更に高められて行くであろ

う。そしてそこにこそわれわれ建築家の歩む道が聞けて

来るのである。

8. む す び (建築家の歩む迦J

われわれは，現実の問題として如何なる道を歩んだら

よいのか。池辺陽氏の 「現代建築家のえらぶ道」を範例

として考えてみよう 。現代建築家のえらぶ道と して，次

の三つの道が考えられる。

(1) 建築芸術を守る進

今 までの建築家と しての立場を国守し，建築家の立場

を主として造型芸術的商に還そうとし、う伝統的 ・美的立

場に立つもの。これは担金 ・技術の発展を否定しなけれ

ばならず，従って現実否定を結果する。大多数の建築家

はこの範聴に属する 。

参 考

(2)  建築家否定の道

現在の諸条件を明暗に承認し，従来の建築家の立場を

離れて，工学技術者として，社会の中に自分の立場を見

出そうとするもの。理論的に最も正しい態度。 '

(3)  建築家を肯定して，現在の条件を解決しようと

する道

現実を正しく認識 し:ながらも，建築家としての立場を

堅持し，仕事の上に新 しい遣を見出して行こうとするも

ので，非常に苦翼震に満ち t.:. i..賞。グ ロピウス等はこの道を

進もうとする人逮である。

そして ( 1 ) の道は勿論われわれにとっては問題にす

ることは出来ない。て 2) の道を歩むには，社会の変革

. 技術の高度の進歩がなければならない。.そして現突に

は，未だ籍条件は揃っていなし、。われわれのすべてがい

ま建築家を否定することは，あらゆる点から見て不可能

であり，決して正しい事ではない。

(3)  り道ーこそ最も苦襲撃の多ピ道宝島るカ; . o謹怪童I主主

の道を選ばなければならないの

私は最後に，今後われわれが目指さねばならない方向

についてふれて見たい。それは建築家が公衆の一人とし

て公衆との結びつきを求めて行かねばならない事であ

る。( 勿論この為には現実の問題と して J レポタ{ ジュや

突態調査等の正確な分析が必要であろう 。) そしてこの

ような中でのみ公衆も前進 し，同時に建築の質は高め ら

れ，同時に公衆と結びついた新 しい時代の建築家が，正

しく育成されて行くのではなかろうか。

(28. 10. 10)  

女 献

機能主義とヒューマニ ズム ・…・・・… ・・ …. . . ... . . . 浜 口 隆 一 … .. P L A N， No.  1  MI D編 ・日目 23- 2  

社会意識の反狭として の建築様式・ …… ・・・・・・ ・・……・ 本 多 修) N A U M，No. 1 

i.. .... .. .. .. sll 24- 6  

現代建築家のえらぷ進・・・・ ー・・……・. . . . ... ... ・- ー - 池 辺 陽 j 新日本建築家集団編

ヒュー マニズムの建築をめぐって・… ・ ... ... .. .......... N A U 歴史部会…. . . N A U M， No. 2  ・…・・日目 24ー 1

最近の海外建築思潮・ー. ー.... . . .… ー・… … ・浜口隆一. tlt 烏 次 夫 … ー 国 際 建 築 - … 昭 2 5 - 8  

近 代 建 築 批判- 一一. . .，.. ・H ・. ... .. . . . . . . …・・・…・西山卯三・・・・国 際 建 築. . ... . sll 26- 12 

建築の近代主義的傾向 ・・・. .. …. .. . . …… ・…・ー・… 稲 垣 栄 三 ・ ・・建 築 維 誌 … … 昭 ' X { - 7  

機能主義+ レアリズム → ネオ ・レアリズム・・- …… ・筆 者 … … 建 設 情 報 - … 昭 2 7 - 7  

建築家とイズム・・・・ ・・ ・・・・・・・………. . . . . . . . . . . .. . 小 林 章 … 建 築 情 報・ 昭宏7 - 9  

. 建築 事 務 所 貝 懇

建築の奇術と矛盾の建築… ・… H ・H ・…. . . . … - ・ ・ 工 藤 盆 勝 …・ 会 談 NEwS. No: ' 3…. . sll Ｒ 骨 ｾＱ

建築の伝統と近代主義・ ・…・・・・・・・…. . . ………・…・ レ ー グ ア イ ・ 美 術 批 評 … ・ 昭 2 9 - 10

建 築 世 代 ・ 小 林 盛 太

43 



近 藤 正 J吉、

略 歴 :

大正 5 年生。

昭和 8 年 3 月間山県関西

中学卒業。

昭和12年 3 月 芝 浦 工 業

専門学校建築科卒業。

昭和12年 生月 大沢一郎

建築事務所に入所。

。18年10月 村野建築

事務所に入所現在に至

る。
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懐 疑

いろいろの人が，月々の雑誌にいろいろのことをかいているのを見て，私はそのお

敢な独断を平気で設けるものだと驚くばかりで，或はそれが正しいのかとついひきず

られることすらあるように，思います。

建築とはこういうものだと私たちよりか若い年代の人までが書いているのは全く驚

異に等しい。それと同じくらいに雑誌、は種々雑多の作品をのせていますが，これも私

には総異に等しい。時にはそれらに勇ましい進軍ラツバのような宣伝がついていてそ

の主張以外は建築ではないような解説がのっています。それらはヨーロ y バの人のか

いた建築論を想起させます。卒直tこいつて，それらの半ば近くは真面目な批評や感動

とは無関係にあるといえば傍認でらりましょうか。人聞はこのようにしてまで無反省

情自己を主張し売り出さねばならぬものでありましょうか。またこのようにするのが

人間の本性なのか知りませんがそうして自己宣伝することは人聞の悲しむべき特性な

のでしょうか。どうして人々は隠面もなく売名的にならねばならないのでしょうか。

巧利的な行為は人間はどうしても必要なものなのでしょうか。それとも止むに止まれ

ぬ心の奔流なのでありましょうか。それにしても知性はそれえのプレーキにならぬも

のでしょうか。 ともあれ，それらの主主震と表現との矛盾が目につくことは論外と今の

所しておいても，少くもその主張や表現の個々について投げやりであっては勿論いけ

ないばかりでなくて，それらは深い人間の思惟の結果で、なくてはいけないように思い

ます。

ずっと普から私の感じるところでは，建築においては，天才とは架空の人物のよう

に思えてならない。今の所，多くの良いものを見 ・読み ・聞き ・それらの上に滋しい

訓練が横たわり，その上にわづかな才能カ・喰々にきづかれるのではないかと思われま

す。その能力の継続の上にきずかれているものですから ，一休みでもすれば崩れてゆ

くように恩えます。作家はそのように自己の力の崩壊を見ない為には修練を連続させ

ねばならないと思われます。

あらゆる真理の掘墜と同じように. 建築家にとっても ，作品の形成は究極的な形巳

於ては永遠に不能にちがいない し，従って出現する作品はそれへの道程の小さい発見

の一つ一つにすぎないのでありましょうから，それなりに許されて良いとは恩います

が，それらが余りに低俗であ り，且つ安易な独断であることは許されてはいけないよ

うに思います。例えば未だに合理主義について騒々 しくて生硬な展開が見られるのは

悲しいばかりはないでしょうか。何カ河可に対して合理的かと云うことすら解決されな

いでいるように思われるからであります。物理的な公約数の完成すら永遠に不可能で

はないかと思われるのに，筒合理主義がこの世に形成し得るという考え方は私には分

らない。生理的な人間の構造が解閲 しても，その普続的な公約数は依然として唯公約

数にすぎない ように思います。まして人間の心理的な推移や状態などについては計盈

的なデーターを作り上げることは不可能ではないで しょ うか。といって，それらに矛

盾することが儲1決策であるというのではないのですが。

合理主翻令な基盤の上に立たねばならぬことはいう までもないが，人間生活は機械

的に組み立てられていない為に，それだけに頼ることは出来ないと思えるからであ り

ます。合理主義は一つの悲願として許されるが，それは発展しなければいけないし，

それに固着している姿はおかしいと思います。

またもう一つ合理主義建築論が侵している誤謬があるように思われます。それは合

王霊的であるものは美しいということであります。そして逆に美しいものは合理的であ

るからだといいたいらしいのですが，美を志議してはもはや，合理主義ではないと私

は考えます。何故ならば. 美は理性と無関係にもありますし，美を意識して合理的で

あろうとすることは既成の宣伝されているもののそれから逸脱 していますし，叉既成

概念のそれであれば何が何に対して合理的であるか分らないのに従って美はさぐり出

させるものでもないからです。叉美が自然に辺かれるものとは思えないので・す。

美は左機に人聞の努力の半面，いし、かえれば理性のみにあるとはとうてい思えない

からであります。

建築についても凡ゆる人間の他の仕事と悶じように複雑な分らないもの% 上に流れ

す い せ ん 者 : 村 野 藤 吾
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すいせんのことば:

単独に作品としては申上

ぐるものはありませんが，

小生事務所に入所以来，既

に10余年間尊心設計に従事

し，目下. 弊事務所内部に

おいてはその点で指滋的地

位にあり，私の作品の殆ど

の凡てに亘り協力してもら

っておりますが，資質，技

量とも優秀で，今後ますま

す精進して将来の大成に希

望をもっております。これ

まで私の事務所から多数の

優れた建築家が巣立ち，ま

た現に多数の僅秀な人主主が

おりますが，君のごときは

恐らくそのうちで作家とし

て最も優れた込のの一人に

なるのではないかと思って

おります。私は切に君の今

後における努力と健康を祈

っております。

る営みのつづきではないで しょう か。

今まで私は建築の製作の基本的なありかたについて一つの凝問をかいてきましたが

E存在に今一つ頭にある分らないことは，だからといって，建築家の個性の伸長の上に

作品が形成されるこ之が正しいかということであります。自らが使用し生活すると予

想する上に設計されているのが事実といってもよ いと 思い ますが，私の考え方からす

れば公約数的計量の不確な上に設計される合理主義的立場と同じように，その不確な

ものを補足するものとは僅かに個人の経験と感情をも含めた力盆とにすぎませんが，

これとてもとうてい社会の一般的要求に正 しく答えたかどうか分らぬということであ

ります。勿論，設計は現代社会に於てはダライアシ トの要求に従っていますが，只そ

れであってはグライアシトだけの要求の満足であり，建築家の世界観の反映の場は閉

ぢられてしまいます。叉グライア γ トの要求は往々社会の発展と矛盾す る場合もある

のでないかと考えられるからでありますo

けれどもそのいっ・れであっても，個人としての建築家の活動力司稚なものの連続で

あることに間違はないようであります。人聞はいつも独りであり，遂に生理的にも心

理的にも多数をまとめた一つで・あり得なし人類的な% i ii 去を表現することは不可能な

もののようであります。勿論グロピウスたちのT . A ・C ・の場合の様に集団として

の建築家主主が，個の倒きの丑の上にあろうと努力していることは衆知であり，それは

尊敬すべき突験であり ，他国建築制作における民主的な方法としてもすぐれて進歩的

な埠皮でありますが，建築を主要求する人間の生活感情f査ははるかに多く，且つ質の臭

っていることは建築家集団においても人類的意志には遥かに遠いもののようでありま

す。そうしますと建築家の低性の伸長は只他の芸術家のように画家が美しい商を脅き

詩人が人生について考えるのと同じ場合にのみ容認されるのではないで しょうか。

大変廻りくどい言い方で独善的な傾向の言い廻しになったかと恩われますが，手ぷ主

建築家はつまり，美しい画や，家やホテノレや工場などを作りたいにすきr ないと思われ

ます。正義派の旗触を立てる事は余りにも数多い矛盾をはらみすま，誤謬をあまりに

-{ ，自九に内磁していて気恥しくないかといった方が卒直かもしれません。

まして建築とはこういうものだと論理的に展開する事は作蒜表現が，それと相反す

る場合には甚だ滑稽であり，叉論理の解明は程遠い主主に永遠に人類の壊滅と等 しし、ば

かりに時のi J f eれを必要とするもののように思えてなりません。只花々 しい悲願として

の場合のみ元気づけてくれるのであり . 定話して形式化した主張や表現には魅力を感

じないといった方が正しいようであります。けれども叉 P ラフトマシシ: 7 7 ・のみ依存

することは危険なもののように思えます。それが良質の場合にがい ても往々に近視眼

的精巧さや低回趣味的雰囲気の中に没入してしまうように思える からで，建築が他の

芸術と等しく醇乎と したものに達するには，高い精神の訓練から浄化していかねばな

らぬように思え ます。

話が大変おかしくなりますが，人が極端に非人間的な場におかれるとかえって人間

的な郷聴を感じるのはどういう事でしょうか。真夜中の静寂の中とか真底の都会の雑

踏は，或る程度私達の感情を差是なものに浮き上がらせるように思えます。

昔南方の島に行った事がありますが，その時の或る日，日本の最南端という島のめ

まく・るしいばかり太陽の照り輝く白浜に只立っているだけで汗ばみながら廷々と拡が

り太洋の風に聞き入った事を忘れる事が出来ません。

弧絶悠は人間の感情を主主なものに浮き上がらせる様に思えます。私はその感情が何

処に行きつくものか知りませんし，私'の場合それは一つの感動にすぎなくて流れて消

えてしまいました。勿論弧絶感は特異な場にのみ経験し得るといったものでなくて日

常生活の端々にも見出されるものに違いないのでしょうが，芸術はそのような感動の

確突な把援とそれにひそむ感情の練隠であり，それらが観念に浮き彫りのように打出

されるものなのではないで しょ うか。

建築の場合にも決してその範時以外の物でなくて ，単純な論理の筋書きを追ってい

けば達成し得られるといったものでなく蛍々と積み重ねられる感情と智性の上に見出

されると私は考えています。

近 藤 正 志

45 



建

築

に

於

け

る

構

想

カ

に

就

頁

太陽が光に依って与えてくれる色彩を. 此の国に於ては互の高い湿度が不透明にしてし

まうのでしょうか，風土的に東I j 戟の少い我閣の建築家はより独創ということに捉われてし

まって居るように思われてなりません。そして独創が檎々もすると他人の作品の形休の模

倣だけに終ってしまう場合，自己えの反省より多く他人えの批判え恨が向けられてしまい

勝ちであります。例えば，丹下健三氏の作品についてみて込，広島の教会はマ y シウ ・ノ

グイ y キのを，東京都庁舎はスキ y ドモア ・ォーイシグ・メリノレのヒノレト γ ・ホテノレを，松

山体育館は オデーノレのシャ ーロ y トの講堂を模倣 して居ると批難 します。そして丹下氏の

作品は外国作品の真似でありプオルムに捉われて居て機能や織造に対して忠実でないとい

う言葉をときどき耳にするのですが，構想力の問題について考えてみると，丹下氏の作品

は決してフォノレムだけの模倣ではなく創造であることに間違はないのです。

構想力に就いては美術史上では確かギリシヤのフイロストラトスに依って取りあげられ

たように記憶して居ります。絵画についての創造と模倣に就いて論じた「イマギネス」の中

で次のように言って居る言諜は注目しておかねばならないと思います。即ち「フアシタシア

存奇想力とはミネシス模倣力より遥かに巧みな佼術者である。模倣力はその見た所のものを

芸術に於て描き出すことが出来る。 7 7 γ タシアはその見ないところのものを描き出す。

何故ならそれは凡るところのものからの類推に依って想像するからである。」此には古代

ギリシヤに於ける伝統的なミネシスの概念に対して全く新しいフアシタシアの概念が関確

な意識を以て説かれて居りますが，フイロストラストは必ずしも模倣を芸術に不必要なも

のと言って居るのではなくて，むしろ私通が再現的想像力と呼ぶ所のものを模倣に於て認

めて居るのです。更に「イマギネス」の中に於て再現的想像力には二つの場合があること

を説いて居ます。即ち外部的( 手に依れる〉模倣と内部的( 心に依れる) 模倣なのであり

ます。創造的構想力が創造に際して「実在するもの」即ち経験をたよりとして生れてくる

ものである以上，内部的模倣は知覚されるものの補充である点に於て，それは創造的権想

力から区別することは出来ないと思うのです。

丹下氏の移拾に於ける模倣は部内的模倣でありまして，オリジナノレを外国作品の中から

得たとしてもそれは知覚されるものの補充として自己の経験の中に消化されて行ったのて・

すから，決して形体の外部的模倣ではない点に於て，氏の創造的構想力の働きとみてあや

まりないと恩うのです。機能分析に於ても閉所でありプ寸ノレムに於ても原作より一段と優

れて居る点に於て氏の構想力の偉大さを認めないわけにはゆかないのです。

丹下氏の構想力がフイロストラトスに於けるものとみるとき，この国の偉大な建築家の

一人である村野藤吾氏の場合は，アリストテレスの意味に於けるプアシタシアに依るよう

に恩われてなりません。即ち，丹下氏の作品がその最初のスケァチに於ける機能と表象の

構想を完成された作品にまで持続けて表現して居るのに対して ，村野氏の場合には機能が

プラシに統ーされた後により朗存在な形象として積み重ねられたデ y サシの中から力強い烈

しさを以て湧き上ってくるのです。此の場合，形象力はアイステシス( 感覚的知覚) から

生じてくる一個のキネシス( 運動) とみて矛盾するものではないと思います。ファ γ タシ

アは厳密に言えば感覚的知覚からは区別されなければなりませんが，しかしアイステシス・

なしには生じ得ない形象力を意味して居るとみてよいと考えます。斯くしてファンタシア

はアイステシス( 感覚) とムネメ( 知見〉との中聞に位する作用なのであり，そして斯る

作用としてそれ自らノイエイシ( 思惟作用) に関与することが出来るのであります。

然し建築に於ける構想力は，他の造形芸術である絵画や彫刻と異るものを持って居りま

す。それは建築が生産されるには建築主があり，経治の力に依って施工され，施工されたも

のに有目的性の存在することでありまして、建築に於ける構想力はファ γ タシア自体に経

洛の力と表現過程に於ける突践面の束縛とを受けるものなのであります。即ち， ファシタ

シアがノイエイ γ に関与するとき，客観的法則性が意識的に適用される部面と無也教的に

適用される部商とが共存して居るわけでありますから，絵画や彫刻のように全く自由に振

舞えるとし、うわけにはゆかないのです。技術と技能という両面が更に経洛とし、う基盤の上

に立って居るとき，建築に於ける構想力は建築家の内に於て . より高い社会性と個性的な

函に於てのみ働き得るのです。
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建築に於て技術主技能が二つの部面に関確に劃されて表現されて居たゴシ ，;/!Tやロマネ

スグ時代にa _ . ; 構想力は主として彫刻 ・絵画 ・建築三者の統合にかけられて来ましたが，

ラマノレグの「形は機能に従ふ」という偉大な命題をホレーショ ー・ グリーノウが一層押し

進めてからは，建築に於ける構想力は機能の分析とそれらの技術的統合に依る表現に向け

られて来たように恩われます。更にノレ ・コルピジエに依って20世記の建築の諮形態は，人

聞を強張し過ぎた余り ，人間のもつ共通の恩考方法 ・共通な技術的便益に支関されて機械

化 されて行ってしまったのであります。此の間にあって常に一つの再瑚ー建築は人聞が支

閉して居るというーことが建築家の構想力の中で忘れかけてきてしまったのではないかと

思われるのです。

レヴ イス ・マシブオ{ ドはその箸「芸術と技術」の中で，国際連合のヰ磁本館の建築を

批判して，毒磯職員がその中に於て仕事出来る環境が現想的条件の下におかれて居ないこ

とを指適して，如何に非機能的であるかを説き，その設計者逮が自分ではモダーシだと思

って居って居る近代技術の虚無と無目的とを反映する空しい抽象政研修態，練った幾何学的

概念を突現するために，機械的価値と人間的価値の何れをも犠牲にしてしまって居ること

に対して，プシュド ・モダー γ 様式の定義に近いことを扮灘して居ります。

機能主義についての修正 r建築の中には，物的機能の他に，社会的目的や新しい心理

的洞察も同じようにそれを要求され，使用者の健康 ・快適 ・倣びに影響を及ぼす多くの要

素があり，人椅全体を考慮、にスれられねばならぬ。換言すれば表現が建築の最重要の機能

の一つである。」というマ ν フオ{ ドの広義の僻訳が示されるまでもなく，機能と表現の

問題について僻決しそうにみえたのは， 1950年飛行機事故でなくなったマ y シウ ・ノグイ

y キであります。標準単位，標準尺度を形態の最小成分と見倣した彼は，ノース ・カロラ

イナナ|、| ローレイの州立市場の大円形劇場のデザイシでは，スタシドに面する座席の上を覆

う屋根として，動物線状の大きなアーチを用いました。これはその機能に適した偉大な大

胆さと美しさを示すものでらります。 ノグイ y キは総ての建物は言葉を語ること，その言

葉はその建物を使う人々に理解されなければならないことを知って居ました。彼が ロ{ レ

イのステート ・ハウスの近くに建てられる図怠館と博物館の設計をして居たとき，彼はノ

ース ・カロライナの人々が古典綴式の美しい断片に感じる愛情と愛渚を考慮に入れて，そ

の愛する古い建物のテー マを現代的な独自のやり 方で生かそうとしました。叉，彼がイ γ

ドに趨いたとき，彼は新しい首都の設計に西洋からの既成の築は携えて行くことをしませ

んでした。彼はただその驚くべき敏感さとE主観的な把握をもってヒ γ ズーの生活様式をI J &

収して，計画はヒ γ ズーの個性とヒ γ ズーの家庭生活とによく調和するものを残して行っ

たのです。ノグイフキの建築はその物的基盤に於ては厳密でありましたが，それより高く

社全性と個性的なものとの菌まで吊iめられました。彼はその構想力に於て，有機性と機械

性，地方性と普遍性，抽象的合理性と個性的なものとの聞に十分な和解をさせる資質があ

りました。近代建築が発展し成長するためには，人間の有機体，即ち生ける統ーらる肉体

と精神のあらゆる函を正しく取扱う形態を創造せなければならないと思います。彼はその

道の一端を示しはじめたのに過管ないのです。

建築に於ける構想力が，その時代の中に於てはたらくとき，建築は時代を全く超越しれ

ものではあり得ないのです。 しかし建築は， 進 歩する社会の流れの中に，その機能をいつ

までも生れたときのままに固定しておくわけにはゆかないので・す。ミ ース ・ファシ ・デJ レ

・ローエは，西ドイツのマ γ ハイムの国民劇場の計画案に，将来の機能の変化を考慮して

ユニグア{ サノレ ・ピノレディ γ グの提案を行いました。この案は，単純で経済的な形体と，

時間の経過にj臨芯できる機能との両方をそれぞれお互に自由にして一致させようとする試

でありました。すべての虚飾を振払って，そのモニュメシタノレな，単純な，一見冷たそう

に見える程割り切り過ぎた表現の中に，私は強富な人間性を見出すのです。 r少ない程強

かになる。」 という彼の作品を貫く主張の中に，私f i 彼の構想力以前に就いて，常に人聞

に対する烈しい愛情の精神を感じるのです。

「デザイシするということは，人間を5をすることより始めなければならない。社会的な，

個人的な，すべての面に於ける人聞を。」経験に於ても乏しく，思考についても未熟な私

が，構想力について脅き出したのは，建築に於ける構想力の前提に唯そう言いたかったか

らです。
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1. 精 神 の あ り か

歳若くて数々の傑作を遣 した芸術家遠の話が過安の歴史にはいろいろあって遊び好きな

私など随分苦しめられたものですが天下の名建築がまだ世事にうとい若輩の天才の手にな

ったとしづ話はあまり聞かないようです。建築がそう L 、う性絡のものだからではないでし

ょうか。本当に型を造るものは感覚ではな白くて精神だという意味が建築に於て一層真実だ

からに違いありません。そしてエスプリというものは私達個々の人聞が生れながらに持ち

合せるものでもなければ，まして何かの拍子に悩観に閃く天の啓示でもない。ただ私達と同

じ肉体を持った人聞が過去何百年間千年， 願きながらも陪I習に星を求めてさまよいつづ

け，ょうやくにして辿りついた今日の日までの足跡を擬返り ，そして，また自らその歴史

の流の中に身を投じ，ある時は現代の自由に歓喜し，またある時は，時代の矛盾や不条理

に身悶えし. 瞬いては立上り 3L上つては瞬きつつやがて漸くにして心の中に輝きを閉す真

珠の玉の綴なものに思えるのです。建築がまた更に根元的には人間精神そのものが，いつ

のi世にも大きなこつの渇i流に支配されているということがよく言われます。ですから，主

張のある一連の建築を作り出す為には、何より先づ第一に，自らの精神のありかを探し求

めねばなりません。殊にこの主流のはずれの，しかも後進国のハ γ デ ィキヤ y プと劣等感に

さいなまされた，この極東の島国に生きている私達には，支流の更に末端の地に安住の場

所を凡つけて，独りよがりの自己満足に堕さない為に世界の人類 とそして建築の歴史の中

で，自分の占める位置を見極めるだけが既に大仕事に恩われます。さうして先づ自分とし、

うものが判って始めて一人前の建築家としての遍歴が始まるのでしょう。けれどもコノレグ

ュジェ万才/ さう絶叫したあくる円にあのライトの世界が私の魂を魅してしまうの自分の

休の中に流れる血えの郷愁と，異質なものえの憧僚とを，自ら見分けるのに夢中なのが今

の私なのですのこの様な私にどうして建築を語ることなど，況やこれが自分の作品だなど

と言うことが出来るでしょう。ですからこれもただ，毎日々々製図紙に鉛筆を走らせいて

るその暇々の断想に過ぎませんの

2. 無駄金は一銭も払わない

僅かな金の事をとやかく言うのはみっともないと L 、う人が居りますが，私は無駄金は一

銭も払わぬ代り必要なものには惜しまぬということを生活の信条に したいと思って l寄りま

す。そしてそれはまた建築デザインの一つの拠り所だと思います。当り前の惑です。ただ

問題は何が無駄で何が有用かなのです。 Pl an でも E levat i on でも ，総ゆる粉飾を洗い

蕗す惑を近代デザイシと心得た時代がありましたし，またさう い う精神はいつ迄も生き続

ける惑でしょう。けれどもある一つのものが，昔も今も同じ様に無駄と考えられるとは限

りません。ある人は，人生を幸徳に送る為には，人生の無駄を愛する気持がなくてはいけ

ないと鳴いています。無駄が決して無! 8 i ; ではないのは，やはり私達が人間であるからでは

ないでしょうか。ジ 1 ネイグからニ ュー ョー F の新ピノレに移った国連事務局の人々が， 折

角いい建物に変りながら，毎日が急につまらなくなったと言うのです。それは他の階の同

僚逮と顔を合せる無駄がなくなったからでした。こうしづ意味で無駄のない住宅等をこの

頃の雑誌でよく見かけます。その作者もきっと無駄金は一銭も使わぬという近代精神を彼

流に忠突に守ったのでしょう。かつて偽りの神の径惜から自らを解き放った人間の武著書は

科学でした。今は科学の専制から自らを救うべき時の様です。それは最近よく言われる原

子科学による人類の危機ばかりでなく ，もっと身近かに建築の設計の上ででもと言えない

でしょうか。アメリカの都市生活者の土えの愛情は非常に激しいものだと聞きます。少く

とも建築が人間の使うものであるうちは使う人述が人聞の本性えの渇きを感じないような

デザイ γ を 。それには，本当の無駄と見せかけの無駄とを見分ける惑も大切だと思う

のです。

3.  居住者の民度ということ

近頃はあちらこちらで会社のアバ ート や寄宿舎等を見かけるようになりました。いづれ

は無理に予算を捻出 して止むをえずに建てたものばかりでしょうからせめて限られた予

算内で似品、勝手だけでも良く しよとと ‘ 設計者がずいぶん智慧をしぼった後が見られま

す。けれども来して訟官者の意図が完全に成功しているでしょとか。さて， 工場福利施



設の中で一番電要なのは言うまでもなく居住施設ですが，察釘宮の経験なら私にもありま 1  四つの断想

すし，第一毎日々々を生活しているのですから ，よく淫解もでき輿味も感じます。いろん .  ...-.. .. ー

なヰIを感じながら建て，建てては教えられして，やがて四つ自の寄宿舎が出来上るようにな

りましたけれど，その結果辺境教えられる惑は個人住宅と異り ，祭や新宿舎で、は止むをえ

ず，ある程度入居者の生活を規定してしまうという事です。少くとも建売住宅や貸アパー

トではないのですから ，そこに入居者の突態を掴む必要が生じてきます。言いかえれば，

入居者の民度を知る事です。余りレペノレの逸った金活を規定すると，入居者は大衆の力で

その規定を無視し設計の主旨に反した別な住い方を作り出してしまいます。そうなると，

全く住む入荷には猫に小半lj ，設計者には労多くして功少し，いや怒くゆけば薮から蛇の出

てくる始末になりかねません。私の会社の独身祭に居室を北にとり，南廊下を共通のロピ

イとして扱ったものがありますが，g x . 生はそのロピイを単なる道路に絡下げし，北居室の

11岳さばカ ーりをかこっている例があるのです。建築家はいつも商い所に眼を向けると共に，

突休をありのまま認識しなくてはいけないと痛感しております。

4  西条中央病院のことなど

もう凶年近く前に，西条市の中央官官，際端に建てられた栄光教会のれ純な幾籾iかで，建

築の美しさを知ったに違いないこの城下町の人々が，今度はどんな眼差しでこの建物を凡

てくれるだろうか一一ー。建築家からは忘れられ勝ちな地方の小都邑，その一つである伊予

西条に建つ病院の図面iをひきながら払は建築に携る身の責任と幸福とを感じておりまし

た。今まではJぶまれている答の大都会で、さえ，私の脳裡に灼きついた病院のイメイジは，あ

まりに陰惨なものでした。けれども ，病んで精神的に参ってしまった人々が病発に来てそ

の美しさに救われ，身も心も緩やかに帰ってしまったとしても，今の世ではまさか不平を

唱えるお医者も居ないと思し、ますのなるべく病安らしくないように，一- l : I ，. 、うおかしなそ

y ト{ はこうして生れました。保他患者の多い近頃は，居心地のよい病院は患者が週完を

嫌がって閤ります。けれどもあんな建物の病院には行 くまいなどと言うよりは，設計者に

とってどれ程幸せな事でしょうか。だからこの病史にも倉敷の中央病涜にならって玄関の

傍に植物温室があるのです。外来患者の心を解きほぐすこの殺は，また病床に配られて，

入院者の心にやさしくささやきかける帯でしょう。その他にはとりたてて言うべき平面計

画上の問題はありません。けれど，こうして決定された Pl an が，それぞれの El evat i on

を持ち ，一つの建努舗として構成せられる迄には，たくさんの難題が残って居りました。

例えば本館，病棟，サ ー グ ィ ス棟等々と分れたこの痢ｾは材料の上からも ， 鏑筋コ ｙ ＡＱ リ

{ ト，木造，フ' ロ y グ，煉瓦，スレートなどの異った要素が同居しているのです。これら

の多様の中から一つの統ーをひき出すこと。その統一の中で，一つ一つの建物が生々と独

自の輝きを見せねばならないこと。その上これらの事は構造的な，時間的な，また予算上

での可成りの制約の下におかれていたので‘ す。また，この病4院の設計で，私は別なむつか

しさを感じました。 頭脳が考え出したこの病院の使い良さ， イ主み心地の良さというもの

が，本当に使う人達，殊にス院者の満足の為に，果してどれ程翠仕出来るかという事でし

た。幸か不等か私にはス院の経験がありませんでしたから，さりげなく無駄だと排 してし

まった，ほんの一寸した心使いが，或いは入院者にとって，かけがえのない貴重なもので

あるかも知れないという懸念でした。蔀突入院の体験を持つ ， ある先 ｾｻｬ の建築家から ， デ

ザイ γ 上の一つの欠陥を指摘された時，私は本当に自分の非力と: : l i < に，建築とし、う仕事の

難かしさを泣、々感じるのでした。実在する柱や廊下をデザイシ一つでなくしてしまう魔術

の他に， 苔々は他人の立場， 未経験の心理まで完全に理解できる制i通力を持つ心要があ

る。私はまた改めて思うのです。仰という骨の折れる仕事なのだろう。何という奥深い仕

事なのだろう。そして何というやり甲裂のある仕事なのだろう… 。

百蛇におじずと言うのでしょうか。いささかおしゃべりがす管たようで、す。もともと私

は，建築家は建築について諾らなくてよいという考えが好きです。そして私向身口で誇ら

ねばならぬような建築家にはなりたくないと思っています。もはやこの上はt B 菌もなく密

き立てたはづかしさを想い起しては，心の劫しにしたいと思います。 ( 1954.4. 20) I  松 村 鹿 ー
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無窓人工環境の事務所建築の可能性 平 生 舜 ー

事務所建築のプラニシグというものが，無数の実例に

依る経験や，研究の過程を経て，常識的な型に集約され

て，一つの休系を形成してからー一一言いかえれば，プラ

ニシグに行詰りを生じてから， すでに久しいものがあ

る。即ち，与えられた敷地に対しては，特殊な場合を除

き，採炭上の要求から必要とされる「家庭」を考慮、に入

れた平面型が決定され，平面に於ては，コアや中廊下を

以て貸室を連絡した型式が，有利でゐる と考えられて居

り. 事務室の奥行は，広すまれば，廊下等の机上閣の昼

光率に難点があり ，狭すぎれば，事務上支障があるとい

う矛盾を包含しながら， 陵妹にその巾が暗示されてお

る，等々であるが，凡そ事務所建築と名付けられるもの

は，総て此の原則を，金科玉条として設計されて来たの

であった。

ところが，最近続々と後工を見た新しい事務所建築も

亦例外ではなく ，各麗の新しい機械設備等は， ともかく

として. 根本的には，何ら新らしい進展は凡られない。

各部の仕上材料や， 細部のデ ィテイノレに就いては， 時

代の相異が如何とも し! 縫いものがあるが，古墳の玄室の

様なエレグ ェー タ{ ロピ ーや，坑道の様な中廊下は，旧

態依然たるものがあり，事務室に於ては，窓際の労務者

は，グレア{ を避けて，ベネシアシプライシドを下げ，

廊下側に近い労務者は， 低い尽光率を局部照閑に依っ

て，補っている。プライ シドやカーテ γ が. ペネシア γ

プライ γ ドにかわり ，白書第m燈が，蛍光燈に取ってかわ

った惑を除けば，全く進歩の跡は見られないのである。

要するに，現在の事務所建築のプラニシグが包含する

矛盾と欠陥に対して，大きな観点から，積極的に検討を

加える事がなかったのである。

此処に於て，我々は，現在の事務所建築のプラニシグ

に重大な盲点がある事に着服しなければならないc 即ち

事務所建築のみならず，劇場その他の特殊な例外を除い

た大部分の建築に於て，全く当然の惑とされ，議論の対

象にすらなり得なかった事一一「外部よりの採光」を全

く断念する事である。

凡そ建築計画というものが，一つの心然的な要求に対

して，最も機能的な空間を，提供するものである事から

考えれば，自然空間を区切って，此れに機能を具備せし

める事よりも，むしろ，必然的に込たらされた人工空間

を， 自然環境に近ずける事が当然であると考えられる

が，此の意味から，外国特にアメリカに於ては，その機

能的要求にしたがって多くの無窓工場が建設され，その

何れ 本が，成功をおさめており ，最近では工場のみなら

ず，百管庖迄，機能とから，無窓建築とする事が，考吋

られている。

我国に於ても，→乍年始めて，突験的に無窓工場( 紡
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績工場〉が完成し，操業を開始したので為るが，結果と

しては，非常に良好であり ，その詳細なデ{ タは，此れ

からの建築昔十画の一つの大きな流れを未然に暗示して居

るが如くに恩われたので‘ ある。

事務所建築に於て特に重要な事は， ( 他の，例えば工

場などでも同様であるが〉労務者の就労環境を均等にす

る事である。比の点から現在の事務所建築は全く適当で

はない。 即ち， 平面内に於いて占める貸室の位置によ

り，すでに貸室内の尽光率は，均等ではなく ，亦一つの

貸室内に於ても前述の如く均一ではない。さらに，貸室

の位置に依って，主要道路からや. その他の道路からの

騒音も異る上に，室内の机の位置毎に，柑異し，殊に廊

下側からの騒音を考慮に入れた場合は， 突に複雑であ

る。

此れは，外部に対して，関口部を有するがための欠陥

であり ，甚だしい例では，貸室の方位に依って，賃貸の

条件を変えねばならない建物もある模様であり ，亦菜市

の或役所で南面した室の課を反対側の室え移転させる事

を発令した時，その線の全員が此れを拒否した( 極端で

はあるが〉事実があると聞いている。

ところが，外部に面した関口部を，塁塁ぐならば，此の

問題は( 尽光率の不均ーと音響の問題は) 一挙に解決す

るのである。外部よりの音響は，材料を考慮する事に侠

り，簡単に解決されるであろうし，尽光率の問題も ，室

内を，全般照明と局部照明と併用する事に依り ，76分満

足されると考えられる。現在の何れの事務所でも ，一部

に局部照明を行って居ない場合は稀であるから，利点を

考慮、に入れる場合，此れの費用は，それほど問題とはな

らないであろう。

次に問題となるmは，設備工学上の問題である。

最近では，I浪られた敷地内に出来るだけ多くの貸室面

積を得ょうとするために，したがって，基準法に依って

定められた採光面積も大きな値となるので，自然，大き

な関口部が必要となって来るわけであるが，極端になれ

ば，レグァーハウスとか U . N ピノレの如く，総ガラス践り

のものもあらわれて来ているのである 。此れは，意匠上か

らは，ともかくとして，設備上からは，極めて面白くない

現象である。すなわち，此の大きな関口部，或は，全国

ガラスのフアサードに依るヒートロス，ヒートゲイ γ ズ

は，莫大なものであり，したがって，ヒーティ γ グ及び

グ{ リ γ グロードは，必要以上に増大し，不経済極りな

い。特にサッシユの開閉や，財風の没入に依って，ロ{

ドはさらに憎大する。 ところが，関口部を全廃した場合

には，財風などは，皆無であり， ｾｾに最良の状態に室内

気候を保つ事が出来，叉ヒートロス，ゲイシズも ，僅少

となり ，維持裂は減少するわけで、ある。



叉現在の状況では，普通の建築はもちろん，我国に於

ては全く無恭と考えられる，総ガラスE反り建築ですら，

グアイタガラス等の紫外線透過ガラスを用いたものは，

殆んど稀で・ある。太陽光線をとり入れる: ' ] l : を目的として

居る現在の建物の関口部に於いて，紫外線の透過を考慮、

に入れて居らぬ惑は全く怠l沫のない事で，関口部の価値

を半滋していると言っても過言ではない。

此の問題は， 他の多くの利点も考胞に入れて考えれ

ば，紫外線通白ガラスを用いるよりも，無窓建築に於い

て，最新の電気設備を，充分に活用する方が，はるかに

有利であり，叉簡単に解決されるものと思われる。

室内の適当な個所に，紫外線: J j J . 射線及び，オゾ ν 殺菌

灯を設置する惑の方が，より完全である事は，当然であ

るn

外部に充分な壁E がとれる'JJ が. 椴造的に有利である

事は，論を侠たない。近代の関口部の大きな，若しくは

外壁の全くｾい建築に対して，偽造家は，全く難渋して

いる。常に地震の脅威にさらされてh5る我国に於し、ては

無双建築が‘ 特に重大な窓義を有するものと言わねばな

らない。

叉、外部を墜にする引が，工裂をいちぢるしく節減す

る事になる点に就いても，注目する Z与を忘れてはならな

L 、。

現在，ますますその数を憎しつつある，全面ガラス構

造，あるいは，スバシドレノレを用いた槌造が，その効果に

比して廷しく高価であり . 叉，j i ラス等の71旬『百に要する

経費も，関口部が増大するにつれて大となって行くのに

反し，外壁が壁である惑は，安価な，耐久性のある，安

全な材料で外装出来る事を意味する，叉，事務所建築の

設計・上，常に問題となっている。関口部と室の奥行き及

び階高との関係に於いても全くその考慮を払う要が無く

なり，主主の名ー部には，人工的に均r なる照度が得られる

ため，何らの節約なしに，? れこ階高を最少に下げる事が

出来るわけで，此れまた，工裂の節並走に役立っている。

以上の如くに，無窓人工環境事務所建築は，従来の事

務所建築に対して， 軒々の利点を持って居るのである

が，しかし，その反面，多くの問題を合んで居る。した

がって此れらの点に関しても充分なる考慮、が払われねば

ならない。

先ず，最も問庖となる! J 1 は，人間が大同然の程でのび

のびと生活を営みたいという要求と根木的に矛盾し，ヒ

ュー マニズムと正面衝突する点、であるC 此の点に就いて

は，アメリカの工場等でも苦隠して肘る淡様で，与論調

査や各磁の偉学的調査を行い， ( 例えば 1; 外界の空模

様、が見たいとか時間が時計七けではぴったり来ない。

あるいは。緑が見ないなどの要求。及び，神経症患者の

調査〉外壁に，所々に極く小さな，窓を設ける事にした

工場もある模様であり前述の我国の例に於いても一部

に，窓が設けられて居る。事務所建築も，その仕事の型

式こそ異なれ，その機能には工場建築と本質的に何ら変

りないと考えられるから，上述の如き解決をの考慮に入

れなければならない場合も考えられるが，こ 極部的な小

窓の目的を更に有効に発展させる惑により ，バ プリツタ

スペースに関口部をとるとか，ゐるいは一定の階数にい

て，一つの階を、光階。として自然を潜入する関口部を

設ける事も考えられるのである n

無慾建築が，人| 協に及ぼす医学的影響についても充分

なMi b ' 1 が泌ぜられねばならなし、。先ず一般的疾病として

は紫外線不足に依る症状に注意する必要がある。我国の

{匹j でも他の疾病が平均して減少しているのに反し，骨絡

や留に関する開丙が僅かながら増加して居る。此れに対

しては，前述の紫外線放射灯の設置と，ビタミ γ との充

分な供給に依って，解決出来る容であるの

ヨくに閉ｾ恐怖症などの神経症であるが，此れに閲 して

は余り問題にならない模様である。アメリカの例でも ，

患者の; 汝は，全体に比して極く僅かで為って，その治療

も困難な事ではない機で，事実我国の例について我々が

調査したところでは，一定の空間に閉じ込められて居る

都に対する恐怖感を訴えたものは， 殆んど居らなかっ

たη ( もっとも此の工場では，平屋であって簡単に脱出

出来る那と，充分な消火設備と避難設備が議ぜられて居

たからであろうか) 従って，比れも解決出来ない問題で

はなし、。

室内に音波、を有する音響に対する措置が，無窓建築の

優劣を決定する大きな因子の一つである事に注意せねば

ならない。騒音の処置は l段音材の満足なる撰択と使用

とによって，効果を上げる事が出来るので為るが，音源

自体に関しては，如何ともし難いから，此れからは，事

務用機械( タイプ，計算機) のメ ーカー側に於て，既に

充分なる考慮が払われている事が必要であろう。

防火 ・避難の設備に対しては特に注意が払われねばな

らない。各室には，カラ ーコ γ デイ シヨニ γ グに依り消

火怨又の佐世を明示しておかねばならない し 事務室 と

いえども ，スプリ γ タラ ーの設備を要する事は ，もちろ

んである。

無窓人工環境の事務所建築に於ては，特に階段室，エ

レベーターシャフト等が，火災時には文字通り ，煙炎と

なるから，此れらの防火原は，現在の事務所建築以上に

完備してj設らねばならない。無窓建築の室内は ，四国の

ｾに変化が少＼ ，危急の場合に，避難の方向を誤る; 場合

が起りq. ; . } るから，避難の方向は，床鍵等にカラ { コンデ

イシヨェ γ グに従って . 明示しておかねばならないし，

電源が切れた場合，室内は全く nlii 黒となるから. 床や壁

には答光塗料等で，避難路を明示する様な方法も考えら

れねばならない。

(5生真一へ続く J
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機 能 主 義 と 云 う 護 符

近代建築の理論的支柱として，叉その後式の根源、と し

てグ機能主義がある。

我々建築家は夫 A 機能主義について自分勝手なイメ ー

ジを抱き，それに従って機能主義な( ? ) 建築を作って

いると信じているが. r一体機能主義とは何か ? j と聞

はれれば戸迷いする人が多いだろう。

この機能主義建築について或る人は( 小坂秀雄氏機能

主義建築について. 建築雑誌1949. 2) 次のように答えて

いる。 r機能とは目的( 商屈なら物を売る. 工場なら物

を作ると去のに対するはたらきであって，それには知

性的機能と感性的機能があり . 近代建築は感性的機能よ

りも知性自併後能をより多く持つ建築であるが，感性的機

能を無視して，知的機能のみに忠実な建築を機能主義建

築と云うならば， 近代建築は機能主義的とは云われな

い。」例えば王の墳墓と云う知性自. ( _ J 機能をもち ， 王室の

権威を誇示すると云う感性的機能があるが，感性的機能

に重点を置いているから近代建築とその質を具にする。

機能主義建築は知性的機能に重点を置き，感性的機能を

も充足しながら建築をつくると彼は云うのであるη 仮に

之を「広義の機能主義」と名付けることにする η

他の人( 山崎免氏機能主義建築について，建築雑誌，

1949. 5) は次のように去っている。 r機能主義には，在

来の意味のない様式より脱却して知性的機能をのみ充足

することである。造型表現はそれと不即不離に叉は従属

的に追求される。」と。即ち泊者のピラミ y ドの例のよ

うな，権威を象徴すると云うことは政策であって機能で

はない。美的表現は前者のように機能のーっとして，機

能と同絡に考えるのは誤りである。 一一例えばプラ γ を

考えて後にエレペ ーシヨ γ を考えると云うようなこと

ー一一。前者に対し之を狭義の機能主義と名付けることに

する。

叉或る人は( 谷重雄氏，機能と様式について，建築雑

誌 . 1950. 1)  r狭義の機能主義は様式からの脱却を云っ

ているが，建築様式を発生的に凡ると ，それは7胡E知的

機能から生ま れたもので・あって，様式と しての存続期間

が長いので機能的が忘れられただけで，機能主義が現代

建築だけの特性と ，思われるのは，文明の発展度が大きい

ため，機能の変化 も早く ，様式としての存続期間が極め

て短し、からである。機能主義とは古今自明の理であり ，

何か我々のすべての機能を充すような新しい別の理念が

必要である。」と ，例えばピラミァドの巨大性も，現在

の我々には，王室の権威を誇示「するためと思われるが，

建築当時の彼等には霊魂復帰の目じるしとして，大きく

高くなくればならない知的必保性があったに違いない。

それは燈台が高くて灯をつけていることによって某の機

能を充た しているのに変りない。その機能が忘れられた
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だけで，ピラミ y ドは知性的機能を充足している。

結論として第一の人は機能主義の前提の理念である科

学主義( 合理主義〉を基盤と して，第二の人の よ うな発

生時の歴史的意義を発展させ感性上の機能も追求す るの

が木当だと拡張解釈を してい る。

第二の人は機能主義発生当時の定義を固執し， デザイ

γ の問題を不即不向性に解決する主云っている。

第三の人は様式に対する第二の人の意見を正し， 第一

の意見の科学主義を肯定 しながら古今自明の理 として，

機能のすべてを充たす新しい現念を必要と してい る。

この外，観念的「機能」を元と して華々 しい「機能主

義」論争力丸、つまでも繰り返されているのは，今でも筒

建築家の胸の中に機能主義が護符的存在 とし神絡化して

いる証拠である。私は機能主義とは建築を良く す るため

の一つの態度を示した歴史上の一説にすきf ないものであ

り，叉この護符があまりにも「免罪符」的に使われてい

ることを残念に思っている。次に機能主義という護符の

功罪を述べてみたし、と思う。

機能主義という護符の功罪

機能主義の功綬の第ーは建築の諸々の機能に対 し今迄

の様式伝統を排除 し科学的に解決をするという科学的態

度を建築家に与えたこと。

第二には，以上に伴ってこの科学的態度の前提となる

「たれのための機能力、? J と云う階級意識がおぼろげな

がら出て来たこと。( 所謂「ヒ ュ { マニズムの建築J 浜

口I盗〉。即ち . rヒューマニズムに立脚 した討会的見地か

らの，来の民衆のための機能J に重点を置く点であり，

初期の善意の主唱者逮は主観的ではありながら漠然と抱

いていた前提の理念で、おる。

以上二つが機能主義の特色で・あると共に，叉誤り の元

である神秘のグ エー ルの根源にもなっている。それを更

に掘さげると ，機能主義建築家の甘い夢想に よる銭J覚に

気がつくで為ろう。

機能主義建努主回目j の発生の背景と して文明の発達に伴

う機能の多様化によって，今迄の1業式主義建築ではその

機能が包み切れなくなったことと ，建築材料及び技術の

進歩によって建築の杭造. 設備等あらゆる閣の可能性が

急激に膨脹したことが一般に云われているが. 次の更に

重要なことが忘れられている。

ｾｮ ち Ｎ 資本主義社会に於いては ， 建築に闘 し でも ， 利

潤追求の手段としての機能が. 他の如何なる機能よりも

優先されるということである。その機能とは即ち用有さ

の上にまたがる低際さと，目新しさである。( セセ y シ

ョγ 様式は後者である。〉低限さは，感性的な機能と対

立 し，虚飾と して，節約を強要 し， ギリギリの知性的機

能を追求 し. 無駄のない最大の効用を要求する。その結



果としての直裁簡明な( 盟返せば殺風景な〕形の目新し 内，それらの取捨選択，重点の置き方等は二柱の神の働

さは，J : 1 . 手の購貝慾をそそるためにより 一同誇張される きのかわりに，直観に置き換えられると云う矛盾。特に

ことになった。 後者の錯誤はすべての機能主義者が陥入って来た錯誤で・

叉建築家( 王府て的意味の〕の身分関係も資本主義発生 ある。これを詳言すると，建築の無数の機能を全部同じ

と共に封建時代の一部の食族的侶階級のお伺えとしての ウェイトで取上げることが( 前述の第三の窓見〉全く不

モニュメシタノレ建築家から，自由職業的なプチプノレ以上 可能だと云うことは，突務についた建築家ならば自闘の

の階級への奉仕者としての建築家とかわり，今日では低 ことである。なぜならば，機能の中には互に相反する機

阪と新新さを絶えず研究し売物にする商売人とさえなつ 能があり，機能の重要性がまちまちであるからである。

てきた。此処に建築家の主観の如何に拘らず殺風景な機 これらの機能のどれからとりあげるか，叉それの使用者

自自主義の行詰りだとか風土主義，新古典主義等と云々さ 層の呉る時，どの周から重点を置いて行くか， という順

れる所以がある。 列の価値判断，相反する機能の取捨撰釈の価値判断の基

方機能主義運動の精神的背景としてラ γ ジュグした になるものを，科学的に追求をしないで科学主義を標傍

プノレジョワ民主主義と芽生えたばかりの社会民主主義が する機能主義論者はヒューマニテイだとか民主主義だと

あった。このプロレタリア階級の路頭は限られた人々え か，紳がかり的な直観で逃げている矛盾を犯している。

の追従から民衆えの奉仕という意識を鉱め，自由，民主 従つてその価値判断は非常に主観的で独善の場合が多

主義的な思想と自然科学の急速な発展による科学主義の く，現実に即さない致命的欠陥をもつのは当然である。

下に建築家主主は， ( 前述の身分関係の変化による奉仕の 例えば現在の資本主義社会では，商品的( 利潤追求的〕

対象の変化一- j 走族から市民えーーによるは勿論〉主観 機能( 叉は経済的制約〕叉は階級的( 差別的〉機能が必

的には建築の機能を追求する前に一応民衆のためのと云 然のことで， これらが第一義的な厳然たる機能となっ

う目的にそうように全力を上げ，復雑な機能を科学的に て，機能主義者がw . 恕している機能と根本的に対立する

解明するという 事をなさしめた。 ときが殆んどであるが，彼等はえてしてこれらを無視し

叉，時の絵画恩潮が大きな精神的背景ーとなったことも た理想的機能の解決で事足れりとしている。

否めないであろう。それは既成の様式主義を捨て，印象 叉機能主義建築家は，さして重要でもない機能を誇張

そのままをとらえ，描くものを分析僻体し，とらわれな して( 他のもっと重要な機能を殺して) その形態の訴新

い美意識の下に新しい美を創造しようとする印象派以後 さを求め，更にひどいのは始めに形態だけを胸に扱き ，

の絵画思潮( 之には幾何学的な直線曲線のみを用いるそ その形態に機能主義的な必然性を後からコヂつければ，

シドリヤシ風な絵函も表われた。〉であった。簡明直放 機能主義建築だと云う免罪意識をもっ傾向がある。この

な線と面とボリュームの機能主義的建築が美しいとされ ことは建築の雑誌を毎月賑わす「はじめにすがたあり

る2去には， これらの美意識が働いていないとは云えな き」的建築の説明文に必ず言訳的言辞が見られることで

い。 も明らかである。これらは無意識的に商業主義に犯され

以上を簡言すれば，資本主投討会に於ける機能主義建 た建築家の免罪符による自慰政府為である。叉スタイル

築は封建時代の建築が喰単に施主のために作られたもの だけの近代建築は機錦主義の141微に，可ーキュリ的御利

であったのに対し，建築家のー泣意に関係なく第一に商品 益を望むもので，商品! 白濯しいその窓図にはP佐々感服の外

として( 究極は施主のため) 作られ，第二に民衆を意識 はない。我々は特定の温宣言の中でしか育たぬような，夢

して民衆のために( というのは商品としての使用価値を 恕を前提とした機飽主義と紋別しなければならない。資

上げるためにニ義的に考えられるだけであるが) つくら 本主義社会の大きな経階が1機能，相反援する機絡の中，

れるものである。 どれを取上げ，どう云う j順位をつけるか，民主主義の前

こう考えてくると機能主義という護符の合理主義と民 提の下に，科学的な調査をし，価値判断の材料を民衆と

主主義と L 、う二柱の神様は資本主義社会では美しい仇花 共に作らねばならない。

的存在であるように。この二柱の神様のため機能主義は その具体策として我々建築家は，住宅，学校，病院の

神聖なものとカシ違いされ，魅力ある観念論となってい 夫々の専門家に分業しなければならない。そ してその使

るために致命的な誤りを犯し易い。 用者逮〈学校ならば生徒，教師，使用人，父兄〉と共

「機能主義あって，後に建築あり」という倒錯的な間違 に，建築家の指導の下に組織的に，それらの機能を調査

い， .6l nち仇花を突のなる花と思いこんでいる場合一一例 し， 価値を判断して行く必要がある。之には勿論民主的

えば，理想的にすぎて実状にあわないパタ臭い建築一ー な理念( 学校ならば民主教育の〉の衷付けがなくてはな

叉二位の神様が少しでもお働きになれば「免罪になっ らなぃ。そういう組織を作り互に利用し合うのは建築家

たJ ( 機能的だ) という錯覚3 即ち機能の解決は二往の の，叉相手側の多大の努力が要るが，現状では建築家が

神様の奮闘によって明快にされるが，無数にある機能の たとえ天才的才能を持っていても不可能である。
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す い せ ん の こ と ば

同君は在学中より設計に秀で，電々公社入社後は近畿に於ける聞社の工事中

主要な作品の設計に当り ，現在間半土の若手建築家の有力なメ γ パーである。電

通会館は社内競技設計に当選実現した作品で. 細部に雑点もある が 異色があ

る。その他同君の設計になるものは相当多数あり，何れも堅実で且清新な作で

あるから推薦する。( 京都工芸繊維大学建築工芸学教室)

お こ と わ り

京都工芸繊維大学建築工芸学教室より，太悶伝一郎氏をすいせんされてとら

れましたので，同氏に原稿依頼状をだしたところ ，出援のため，連絡 がつきが

たく I原稿の締切に間にあいませんでした。 ζ こに，同氏の写真とすいせんの

ことばだけを記して，同氏を御紹介します。なお，太悶伝一郎氏の代表作品で

ある近畿電通会館は，昨年本誌 6 月号( 建築と社会ず1953年 6 月号〉に紹介ず

みですので，御参照下さい。( 編集係)

略 歴 : 大 正 14 年 生 れ ，

昭 和 22 年 京 都 工 業 専 門 学 校 卒

日 本 電 信 電 話 公 社 近 畿 電 気 通 信 局 新 営 課 勤 務

代 表 作 品 : 近 畿 電 通 会 館 そ の 他 多 数 あ り

無窓人工環境の事務所建築の可能性 ( 51頁より 続 く)

無響、建築にあっては，停電のために人工環境が苦しきれ それに外部に大きな壁を有する建物は. 一つの大きな

る事がない様に，特に郵力なる自家発電設備が必要であ 生活が行詰って，部分的な主主巧に終始して居る喝在りデ

る。 ザイ γ というものに対して，次の段階えの転換乃至は，

以上色々と問題となる点を断片的に列記して来たが， 発展をH音示しているのでは， なかるうか。 先に述べた

此れらの点を考慮するならば，無窓人工環境事務所建築 、光階。は，此れが機能上からもたらされたものだけに

の笑現は，さして困難な事ではない織に思われる。 大きな壁面に対して，必部的な美を生みだけ事になるか

建築基準法も，以上の問題点に対する ，満足すべき解 もしれない。要するに最も理想的な事務所建築即ち，敷

決があたえられるならば，当然改正されるべきものであ 地を百バーセ γ トに利用出来，貸室を如何なる要求にも

る。 応じて分割出来，貸室が常に全く均等な条件であり，室内

無窓人工環境の事務所建築は，従来の計画学に於ける が常に一定した健康旦つ伏的な状況で ， しか もその建設

事務所建築の分野に於いて，全く想像も出来なかった平 及び維持が経済的である事務所建築を実現するために

薗を可能にするであろう ，例えば，外廊下式と言う様な は，従来の矛盾と欠陥の少くない計画の方法ではなく，

一一 〈中央部の大きな貸室は何ら制約なしに，全く自由 止との無慾人工環境事務所建築こそ，最現実的な，可制全

に区切り得る- ) 。 を暗示して居るのではないかと恩われるので、ある。
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に於げる実践表

進呈

|一武 智 式 鉄 筋 混 凝 土 杭 基礎工 l  

特 許 | 日信三角塑鉄筋混凝土杭基礎工 |  

1 - コシボ ジツト 、メイノレ( 長尺継杭) 基礎工ーl

測 量t ・地 質 調 査 ・地面f カ測定施 工

特 砂 利 充 境 に よ る 特 殊 施 工 法

長 支 持 力 強大。 ヱ事迅速。 工費低廉

株 式 会 枇 武 智 工 務 所

取締役社長 福 留 並 喜

大 阪市西区西長郷北通四丁目 をO 細 野 ピル三六号

電話新町@ 九 九 五~ 九 九 八 番



紫煙室 : 法隆寺鳴尾問題と建築家の自覚 小 山 連

rl去隆寺金堂修理I f I 1 礁へ・ 」これが最近の法隆寺

脇尾論争にジ ャーナリズムが冠したレァテノレである。さ

きに本誌; ( 昭和27年 9 月号〕が「金堂はそうさせなし、」

と五軍塔の担む判を特集したところであり，再びこの樋問

題が胎頭して来るに至つてはもう一度現代建築家の反省

が必要であろうかと忠われる。

金堂工事ふ今秋11月3 円「文化の日」に落腿式を予定

し，若々工事が進み一向にl凶礁らしい停滞も現地には感

じられないところに冒頭のレ y テノレの分析を試みる意義

があろうかと思う 。今次の解体修理も有形無形の貴重な

資料を提供していることは，昭和 9 年より開始された法

隆寺修理を通じて「法隆寺修理学」の名を高めたところで

ある。従ってこの成果が直接昭和修理の名の下に現代建

築家のプライドと共に現在の工事に還元されて然るべき

ものであろう 。然るに今次の問題が再び現代的実践の認

識に起因した問題として枇に銭呈されるに至ったのであ

る。

!1S尾問題とは従来上代寺院の主要堂宇の大線には鴎尾

が載っていたとナる建築史的常識に立脚し，法隆寺金堂

にあっても林野全考氏が「私たちの建築史( 9 ) J ( 昭和29

年 3 月号〉で述べられた如く，古くは天沼博士，更には浅

野博士が夫々復元案を提示しており，叉昨今金堂周辺か

ら発掘された邸尾小片を基に新たな復元案を突証したの

である。この成果を工事: に還元するためには慶長期の現

状鬼瓦を改変しなければならず，工事の責任機関たる法

隆寺国宝保存委員会に治らなければならない。昨年 8 月

以来数度の委員会に慎重に審議されて来たのであるが未

だ結論を見るに至らないので、ある。試みに鴎尾を採用す

るにあっては粘土の原型を少くとも半ヶ年の乾燥期を経

過した後に焼成しなければならぬ超湾級の瓦製であって

見れば審議のl民主も程度問題ではなかろうか。審議の経

過とは①ＡｉＧ ， ｾ尾案Ｈ復原Ｉ｀ＺＱ斤哀案Ｈ古式の鬼瓦〉①現状

維持案の三案を提示し審議を進めたところ折哀案は突証

的根拠なしとて却下され①，①案に集約されて，爾後両

派が主張し合うところとなり再三討議されたのて‘ ある。

鴎尾を縫す建築家と鬼瓦を主張する美学者との対決であ

った。然るに去る 3 月末の委員会決定として②案なる古

式の鬼瓦を便宜的に拡大したに遜宮ない折衷案が，更に

上位の審議機関としての文化財保護委員会に提示された

のである。審議は主に専門審議会第 2 分科会( 建造物部

門〉が当ったのであるが当然のj需給として同案が却下さ

れたのである。法隆寺委員会での建築立す美学の論争を消ー

算 した観があったが「建築家が結集して故意に却下 した

のだろう」とか 「一部の分科会メシパ { が法隆寺委員を

兼ねているのにこの態度は遺憾だ I ! j とかの憶説が流布

され，更には「意見が通らなければ辞職する」と挑戦的

な一部の言辞を何んでジ v ーナリズムが見逃す答がゐろ

うか。突在的根拠の稀薄な折哀案が過般の屋根形式総体

の復元に当り ， 理論的構成の主体となった「亜創建時

代」の想定とこの径，時期の屋根形式にふさわ しいとす

るものに折衷築が迎合され古式の鬼瓦が正当づけられた

とあっては，互に次元の異った主要素を便宜的に寄せ集め

現代的なセ γ スと程遠い消極的な方法として最も排斥 し

なければならぬものの一つであったろう。

従って再び鴎尾問題は白紙から出発することになった

のである。この機会に現在までの金堂修理で現状を改変

した点、を振返って見ると何ずれも既に復元案で提示され

た個所を創建時と現代との歴史的関連に於いて結果 され

た建築的機能を損うことなく，殆どが旧姿を再現すべく

努力されて来たと云えるであろう。復元鴎尾の突証上の

当否は公正な批判に侯っと しても現代的な主流から遊離

した突証方法には立脚していないと思う。 この復元に要

した資料は鬼瓦を否定する資料をも含めて ョ リよい成果

を期待して，正しく後世の研究者に伝達 しなければ現代

的突証と云えぬでおろう。所謂個々の問題の正確さを云

J 令するよりもョリ昭和的な修理の水準が還元された総態

的な統ーが法隆寺の地に昭和の建築家群によって再現さ

れると云うことではなかろうか。論争の経過を通観 しで

も議事迩営者の一員性が個 A の事物を正当づける に集中

され. 議案が作成されている如くに恩われる。一つの建物

に鴎尾か鬼かが同盆のプ ロパリテイで同時に満足されな

いとは如何にしても現代の常識では考え及ばないもので

ある。鴎尾のプロパリテイが不完全復元を理由に消極的

になることはないと』思う。 鴎尾誠上のプロパ リテイと 全

体復元のバーセシテ ージとは夫々次元を異に した問題で

あろうに一一更に消極さが高じて現状案を主張 しながら

昨今に歪つては鬼瓦なら折哀案でも構わぬとする態度に

至ったグノレ{ プ及びその線で議事:を提示 した運営者等の

心境を疑わさ‘ るを得ない。永年文化財修理に直接，間接

に携わり . 大きな指導力もあるこれらの人々が現代の修

理学の基準が建築史家のみに規定された概念とで も考え

ておるのだろうか ? 現代の息吹きは建築でられ，美学で

あれ，行政道徳であれ，共通 した ものであろう とはど存

じないのだろうか ?

前掲の本誌にあっても中村綱氏が「建築家の地位 と責

値」で法隆寺修理の「最エキスパ ー トは建築家でありそ

の建築家( 註〉こそは最高権威者である。責任は一応委

員会にあり，それを決定する権限を持っている かも知財も

ないが，夫々工事を完成するためには，その建築家が 動
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かいなでどうなるであろう」とする呼びかけが更には滝

沢真弓氏の 「法隆寺復原外論」に至って r19世紀の算術

的加算の要素の集合J から「今世紀の函数的思考として

の要素の抽象化」に発展するとき「要素が抽象化されて

復原すれば，ゐくまで現代建築家の主体的行為だ。いか

に也突に復原したにしてもやがて数百年の後に至って，

この昭和とし、う時代が省みられ批判せられるに至れば昭

和の復原に昭和のセシスが看取せられるのは必定であろ

う。人間の仕事においてーとして時代の性格を分有せぬ

ものがあろうか」と喝破された現代的分析が，五重塔に

対する批判であったとしても，現在の金堂にとって街高

い批判の価値を失するものでないと思う。

葺丘この分析に背反した事象が，斯る社会に箆頭して

いる。所謂! l ' . 1 l 尾が既に粘土型に移され，建物自体の工事

も進捗し，鴎尾としてのプロパリテイが具現化されてい

ると云うこと，更に如上の最高権威者群が「素人は余り

E査がんで欲しいJ 旨の発言をしたとするならば中村氏が

(39頁より〉

「建築様式発展に於ける自律性の問題」

「現代建築思潮」

〈註 4 )

建 築

井 上 充 夫 学 会 論 文 17ー167

神代雄一郎 建築学研究 155 号

「建築の伝統と近代主義」

ヨージェブ ・

レーグ y イ

Auf ban 美術特集号

又は「美術批評」

8 28- 10  

月- ーーーーーー田ー『ー一ーーーーー『ー-

指摘したエキスパートも無に等しいものであろう。寧ろ

エキスパ{ トの地位と責任を自覚するならば現在までの

ジグザグな運営もない筈であり ，建築家大衆もエキスパ

{ トとしての尊数を惜しむものではなかったろう。更に

はジ ャ{ ナリズムも取上け' なかった平凡な法隆寺問題だ

ったかも知れない。斯く見る時，寧ろｾ尾か ， 鬼かの問

題が工事運蛍者の現代的龍哉の問題に集約されていると

思う。文化財が大衆と共にあっても ，斯る層が大衆の現

代的セシスから遊離しているところにこの問題がジ ャー

ナリズムから冒頭の言辞で場笑される所以であったかと

恩われる。 ( 1954. 5.  11)  ( 筆者法隆寺国宝保存工事

事務所員) ( 設) : r工事主任」とあったが現在の遂営

から，適切でないので「建築家」とし修正して引用した。

6 月の「デザイナーの」でこの法隆寺問題がとりあげら

れ，学識者・によって，関係方商に善処をうながす予定

になっている 。各位の御協力をお願いします。 (編)

「現代の危機と建築思潮」

浜 口 隆一

外 5 名

「機能主畿を克服するものは何か」

建 築 学 会

関東支部春期研究会

( 8 2 7 - 2)  

平 良 敬 一 美 術 批 評 8 29 - ;3

「近代化' の世界的展開と近代主義の破産」

宮 内 嘉 久 建 築 雑 誌 8 29- 1

“ ー - ーーーー一一

-一一 〆- て= 二〉

一ーー-

現薗 i d: ! な詰建築世代・小株盛太案一一 日本建築協会主催「新時代の小住宅」懸賞一等当選案 ・1952年
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騎

株式会社ケントク 大阪市j 医 師・盟 ρ 甚
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阪 社 式 理 錆 震 扇 面

電 fP 的 ・

話 北 奥 ェ 完 耐 一一一一 一一

究主 主 苧今手 下進軽
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本会活動報告 (会報) - 4  F!)j- -

大丸家具展 (研匠会) 2 日 於大) L

竹腰会長外委員14名大丸側と新家具につき窓見交換

，本会協賛の下に 5 月より 抑戸，大W，京都，大丸

にて研匠会家具展示会開催の引を協疏した。筒 5 月

4 円正午より大阪展示中製品についての丹じ間会を催

し約20余名出席した。

会 計検査 ＱＳ 日 ｾＱＵ 日 於 分 室

本会28年度収支決算につき住友信託 調査部定期の

会計検査を受けた。

中国並九州| 支部講演会

14 日午後 2 1e) 広品市桜田市J i :11I ' 廷にてがJ 170 人， 15 H 

午後 2 時福岡市帝国ホテル大ホーノレ約80人，以上 2

個所日本レイョ γ k k とタイアップ，サシライ! と

音符に就て講演会を開催， J15師会見工博船越義[ 7 : } ，

円本レイヨシ研究所長本国防土外:足立氏。上記の遜り

中国と九州 、ｬ 支部主催で ｦ［￞ｾ 涼会を催 した 。本部 ｩ 取払今日

越講師，大和常務理事同伴，両支部各般の連絡政訴

をなした伶

尼崎兵泌補給廠見学 20 H Ｑ 時 ｾＳ 時

会執委員会主催，尼崎信総答り但住友工場跡上記初i

給廠内にある居住施設立主色彩調節j の状況。破Zi 建設

物の利用と復原状態を見22・。会する渚20余名 ，近畿

地方建設局より案内説明空宇多大な使官. と御支援を頂

L 、f二。

午餐会 ＲＲ ｈ 正午 ｾＲ 時

市内繊維ピノレ食堂開催会する来30余名 ，食後最近) 得

制された須賀工業? 古務内田成之氏の欧米に於け る管

工事につきスライドと共に視察淡があった。

新旧理事会 ＲＷ ｈ 正午 ｾＳ 時，於大坂建設会館

竹腰会長外20名η 会長挨拶。 ο1*副会長就任挨拶，

東畑前副会長挨拶後28年度決算報fi' ，35年J己念事業

経過報告，写諜報告，理事分掌，各部会，委員会委

員委! WJ j 等殺事報告を了した。中村理事退任者代表決

強 < 1 憧穂号

ｩＢＢＭＧｾ ・ ｾｅ 望圃
子 り 1} ス

フローリンヴ‘

'" tt iてi畠 風 . 意

貫任宛ユ，

田辺工業努限曾ffi!

大阪市西区江戸堀上過一丁目五位 ｩ 話 ｪ ニ土佐堀⑪ ＷＴＳＷｾＹ

拶，新理事沼介，大和常務理事詩意申出の件等あ り

極々懇談した。

グロピウス講演会開催に関する件

27日午後 3 時於大阪建設会館， 6 月来阪予定のグロ

ヒ・ユ ース氏お協会開催につき国l際文化， 協会，学会

，土会初日新聞共同主催する事となり関係団体合

同打合したの

尼崎 「栄える産業樽覧会」

3  R 30H より 5 月19 R まで尼崎において僚記博覧会

以初日新聞社，尼崎市 ーー回目ー「一一一一ー

，兵府県の主催の下に

出{ 位された本会fJ特 に

建立業10社の琵| 司を得

て1:C川，明治，現代の

ジオラマと各社の作品

写真10点を展示し観覧

表に感t名を与えたれ

-< 1・附 n

V  39 B 需 淘

r  .  . q/ 人

. . . . . .  圃』

写真は栄える産業N i

事務局強員改姓について

会合係 大 成 ロ 佐 美 ( 旧姓山田〉

上記の通りｾ准飲しました，今後共何卒よろしく御

指羽原います。

E 本建築協会事務局



上野市慰霊塔懸賞競技設計募集規程
三 重 県 よ 野 市

戦E更者を敬弔供養 してその霊を慰めると共に戦争の惨禍をおも い， 将来再びかかる過ちを繰返さないよう ，

恒久平和を表象する目的をもって，上野市慰霊塔を建設するため建設計画図書を この規程に基き一般競技によ

って募集する。

1 . 建般計画の内容

1. 敷 地 上野市白鳳公園内〈但し計画上多少位置の変更は差し支えない〕

2. 塔の様式は，建設目的に合し，施設の内容にふさわしい荘厳なものに して，且つ美衛的価値を有する

ものであること。塔前の広場において各種行事を実施するものであるから設計に当つては敷地全部並

に周囲の環境に充分マッチするよう考慮すること。

3 工事費総額 130万円( 植樹，環境整備費等を含む)

4 塔の下部に，道援者名版 (5 c mx  2Ocm)  3，∞0名分を納める室を設備すること。

2. 所 要 図 書

1. 配 置 図 縮 尺 ω 0分の 1 ， 2. 平 面 図 縮 尺 50分の 1 ，

3. 立国図( 図面〉縮尺 50分の 1 ， 4. 断 面 図 縮 尺 50分の 1 ，

5 透視図 叉は模型写真 6. 設 朗 容 建 設 意 匠，構造，材料等に関する簡単な説明。

3. 提 出 方 法 .

1. 図面の大さは，中版 (80c mx  5 5 c m) 大と し，透視図以外の図面はすべて膏写真にすること。

2. 応募図書は，匿名で提出するものとし. 図訟には各業毎に書類には表紙に暗号を記載 し，それ以外に

応募者を開示，暗示するような記載をしてはならない。暗号は日本文字を使，-t する。

3. 図面，説明書，封脅( 表にJI白号，中に陥号，住所，氏名，勤務先叉は在学校名を記入 した紙片を封

人〕を取りまとめ提出のこと。

4. 提 出 先 三 重 県上野市中町上野市役所厚生課

5 提 出 期 限 昭 和29年 6 月30日午後 4 時30分郵送の場合は同日の消印あるもののみを受付ける。

4. 審 査 及 び 発 表

1. 審 査 員 ( 五 十 音 順)

名 古 屋 工 業 犬 学 教 授 城 戸 久 ・大 阪 市 立 大 学 教 授 滝 沢 真 弓 ・上野 市 長 鑓 岡 益 人

2. 発 表 審査の結果は昭和29年 8 月までに上野市広報で‘ 発表 し入選者にはそれぞれ通知する。

5. 賞 金 金 賞 1 名 金 5 万円， 銀 賞 3 名 各 金 1 万円

賞金は，審査結果の発表後 1 ヶ月以内に入選者に送付するの

6. そ の 他

l 工事実施は原則として入選図設によるが，入選者と協議の上その一部を変更することがある。

2. 入選以外の図書は，応募者が希望すり場合には返還する。

3. 応募図書の保管及び返還については，充分注意を払うが不測の損害に対してはその責を負わなし、。

4. 応募に関する質問には一切応じなし、。

5. 応募希望者は前記提出先に申込すればこの募集規程及び敷地突測図を交付するの ( 郵送の場合は一部

につき郵券 8 円を要する)

編 集 後 記

「青年建築家特集」を企画するにあたって， まず当面した問題は，第 1 に青年建築家をどの層にするかという

問 題 ム 第 2 にそのすいせん方法をいかにするかという点でした。第 1 の点は，20代に限らず，30代まで含め

作品と論説とを紹介することにしま した。また偽造家も含めるべきで、あったかも しれませんが，それは突現で

きませんでした。第 2 のすいせん方法の点は， 会

誌に依頼交をのせると同時に，各権威者，学校，

団体にすいせんを依頼することにしました。こう

して，すいせんされた青年建築家は，初日までに

合計17人，そのうち ，20代が 9 名， 30代が 8 名で

した。

そのほかに，すいせんさるべき優秀な人々が多

くある と信 じますので， この点，次の機会でも，

その人々をすいせんされんζ とを望みます。

こう してできた本号は，もちろん充分なのでは

ありません。企画上多くの不充分をもっているの

ではないかと恐れます。

しかし，いずれにしても，これを機会に，若い

建築家が現実の悪い函に負けることなく，既成大

家のよき所を駁収 し， 新しい創造性をつくり上げ

ていくことができれば幸いに存じます。若いゼネ

レ{ ショ λ がつぎの日本のゼネレーシ g γ を築き

あげる基礎石となって，国民に奉仕する建築家と

なられるために本号を捧け. るものです。
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紀 陽 銀 行 本 庖

新 築 概 要

位 置 和 歌 山 市 本 町 1 丁 目

工 期 但 工 昭 和 主E 年 3 月

敷 地 面 積

建 築 延 面 積

階 数

主 体 様 建

軒 高

級 計 監 理

主体工事施工

竣 工 昭 和 2 9 年 5 月

617.  ，ns 坪

1. 7 2 8. 8 0 0 坪

地 下 1 階 地 1 : 4 階 埼 屋 付

鉄 骨 鉄 筋 コ ユ ク リ ー ト 造

2  1 米

自 透 殻 計 工 務 株 式 会 社

株 式 会 社 大 称 組

冷 :暖 房 ・換 気 設 備 施 工

須 賀 工 業 株 式 曾 枇



① タ ー ボ 冷 凍 機

① 空 気 洗 i僚 機

①凝結用水ポ γ プ

@ 井水噴霧ポンプ

@ 冷水噴霧ポンプ

①鋳鉄製セク ν ヨナ/ レボイラー

⑦ 重 油 燃 焼 機

① 貯 油 槽

① 異 空 ポ ン プ

⑮ 送 風 機

⑪ 送 風 機

地

階

平

面

図

• 

階

平

面

図

階

平

面

図

• 

• 

• 

• 

• 



本設備に使用の主なる機器

タ ー ボ 冷 凍 機

空 気 洗 締 結 語

凝結用水ポップ

井ぷ噴霧ポシプ

冷水噴努ポンプ

150冷凍噸 x 200馬力

4" x  10馬力

5" x  15馬力

5" x  25馬力

鋳鉄製セク ν ヨナノレボイラ- 5 - 4 1 2  

。 5 - 5  1  5  

重 油 燃 焼 機 1 馬 力

"  % 馬 力

貯 油 槽

兵 空 ポ γ プ

送 風 機

"  

排 風 機

"  

"  

"  

8尺 x 4尺× 高8尺

複 式 2 馬 力

No. 8 x 50馬力

No. 4  x  5 馬力

No. 6 x7. 5馬力

No. 3 x  2 馬力

No. 21，2  x  1馬力

ｎｯＮ ｈｾ ｘ Ｑ Ａ馬カ

1 ム

にl

1 ;lit; 

1  {'i  

1 台

1 台

1 面m

1 権

1 台

1  f 、
L I  

1 基

1 台

1 台

1 台

1 台

1 台

1 台

1 台
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